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　　零　死体デツドリターン







　──とにかく眼下は〝青〟かった。

　やや高度を下げた飛行機の窓から、ガラス越しでも鮮あざやかな空と海が覗のぞく。東京生まれ東京育ちのオレには、あんまし馴な染じみのない色だ。波頭に太陽が反射してキラキラ輝かがやくさまは、オレたちの旅を祝福しているかのようだった。

　周囲から幾いくつか感かん嘆たんの声が上がり、ざわめきが広がった。オレら比ひ良ら坂さか生は、飛行機の後ろの席に固められている。まあこのとおり修学旅行の生徒は何かとうるさくて、他の客に迷めい惑わくだからだろう。窓際の席であるオレの視線も、このときばかりは美人揃ぞろいのＣＡさんたちのストッキングを履はいた太ももではなく、外へと向いた。

　オレらが生まれるよりずっと前、確かロシアだかどっかの、ガガーリンだったかガリガリ君だったか、そんなカンジの名前のどえらい宇宙飛行士が、『地球はやっぱり青かった』とか言ったらしいが、その意見にはどちらかというと大賛成！

「青いッスねー！」

「青いねー！」

　隣りん席せきの我が友、関せき谷たに和かず弥やことカンヤと言葉を交わし、テンションが上がったオレはギュムムムッ！　機体の壁と背もたれの間から、前の席へと顔面をねじ込んだ。

「おい高たか峰みね、外見てみろって外、青さパネェぞ！」

　膝ひざの上に開いた分厚い本に目を落としていた地味メガネモードの高峰は、チラリとオレの顔を一いち瞥べつ、窓の外を一瞥、

「……そうね、綺き麗れいね」

　そう言ってまた本に視線を戻した……反応薄ッ！

「おおぉい、ナンだよその適当な対応！　ひどくね？」

　ペラリ、ページをめくる高峰。その指先に妙みような色気を感じるオレって若じやつ干かん変態か？

「別に……あんまりうるさくしないようにね。離陸のときも騒いで先生に怒られたでしょ」

　むー、相変わらずの委員長ぶり。机の中で一週間くらい放置された給食の食パンよりもカチカチだ。ダンベル代わりに使えそうな本に、ひたすら集中してやがる。以前からそうだったけど、最近は研究も大おお詰づめとかで、輪をかけて本の虫だった。オレ、アウトオブ眼中気味。

　高まりかけていたテンションはマッハで消沈、オレはチェッと口を尖とがらせながら、隙すき間まにハマっていた顔をスポンと抜くと、肘ひじ掛かけに頰ほお杖づえをついてむくれた。

　いーじゃんか、なあ？　せっかく修学旅行なんだし、海だってこんなにウツクシーんだし、もーちょっとエンジョイしてもさあ！　とか、あんまエラソーなコト言えない。高たか峰みねが今頑がん張ばってくれてんのって、オレを人間にしてくれるための研究だからだ。なんかこの旅行中に糸口が摑つかめるかもとか言って張り切ってる。もちろんそりゃありがてーんだが、オレのせいで高峰が楽しめないようだとちょっとなー……

　と、下か半はん神しん様がムズムズ、尿によう意いをもよおしになられた。美人ぞろいのＣＡさんたちとちょっとでも触れ合えるのが嬉うれしくて、サービスのドリンクをガブガブ飲んでたオレの膀ぼう胱こうは、今やフルチャージ寸前、排はい泄せつ欲求は加速度的に高まりつつある。そろそろ着陸っぽいけど、空港まで我慢できるかは微妙なトコだ。行っとくか。

　カンヤにことわって前を通してもらい、通路を早足でトイレへと向かった。急いで扉とびらを開けたところで、ドムッ！　下腹部に衝撃！

「──オゥフ!?」

　あ、あぶね、もらしかけた！　オレは目を白黒させながら、トイレから飛び出しざまにタックルかましてきて、そのままオレに抱きついてる小さな人ひと影かげを見下ろした。

　お、カワイイ！　ちっちゃな女の子。カワイイっつっても小動物的な感動であって、異性として見たりしたら犯罪レベル。しかし相変わらず性的に不自由な生活を余よ儀ぎなくされ、ストライクゾーン広がりまくりのオレには、万が一もあり得るから要注意だ。墨すみで丁てい寧ねいに染めたみたいなツヤのある長い黒髪に、彩いろどりには乏とぼしいが仕立てのよさそうな和服を着て、まるでお人形さんみたいだ。着物で飛行機乗って気合い入ってんな。こっちをじっと見上げてくるその表情は、なぜかすごく嬉しそうに輝かがやいていた。

「やっとみつけたです！」

「え？」

　女の子は、困こん惑わくするオレにいっそう強くしがみついてきた。すがりつくってレベルだ。この子が後五才も年上だったら、今頃オレは完全に崩くずれ去さっていただろう。助かった。助かったけど残念だ。複雑だ。

「カナは、ずっとまっていました。おねがいします、カナをおつれください、ちちうえのもとまで」
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　わーお、チチウエときたか。この子カナちゃんって名前みたいだが、旧家とか名家とかそんなカンジの、イイトコの子なのかな？　フツー使わないよな、チチウエは。

　にしてもなんだ、迷子か。きっと頑張って一人でトイレに来たけど、席がわからなくなっちゃったんだな。周りが知らない大人ばっかりでオロオロしてるトコで、年齢が近くて気軽に話せそうなオレ登場ってカンジか。あー、わかる。

「ん、そーゆーコトならオレよか、ＣＡさんに聞いたほうがイイだろーな。なんなら一いつ緒しよに行ってやろっか？」

　……別にこの子をだしにしてＣＡさんとお近づきになりたいとか、考えてねースよ!?

　フルフル、カナちゃんは首を振った。

「だめなのです。おはなしできないです」

「ああ、まーね。確かにＣＡさんたちって高たか嶺ねの花っつーか、ちょっと話しかけづらいよーなトコあるよな。大人の魅み力りよくってヤツ？　連絡先とか聞いたら、余よ裕ゆうの笑顔ではぐらかされて『ごめんなさいね、子どもには興味ないのよ』とかって相手にされなさそうなカンジ。でもそこが逆にたまらねーんだぜ……っと」

　思わず熱弁ふるっちまったが、カナちゃんにわかるワケねーよな。純じゆん粋すいそうな目に不思議そうに見つめられて、汚れちまった悲しみにいたいたしくも怖気づきながらオレは続ける。

「ま、大だい丈じよう夫ぶだってば、ヤサシーお姉さんたちばっかりだからさ。ほら行こうぜ」

「んーん、ちがうのです……」

　そう言ってまた首を振るカナちゃん。ふーむ、ここはひとつオレが、ＣＡさんっつーのがいかに素晴らしく天使な存在であるかをみっちり教えてやらねばなるまい。伝道師然とした使命感を胸に口を開きかけたとき、横から声をかけられた。

「お客様、どうなさいましたか？」

　うおっ、ウワサをすればＣＡさん！　用事があると呼ぶ前に来てくれる、その仕事ぶりは感動モノだ。

「あーいや、なんかですね、この子が迷子らしいんスよ」

　オレが言うと、にこやかだったＣＡさんの顔に、戸と惑まどいの表情が浮かんだ。

「あの、どちらのお子様がでしょう？」

「え、いやこの子……ってあれ、いねーし！」

　あれ、なんだ、どこいった？　ほんの一いつ瞬しゆん前までオレにひっついてたのに、離れたことにも気づかなかった。キョロキョロしているオレへと、ＣＡさんが言った。

「私たちも探してみますね。とにかく、当機はまもなく着陸態勢に入りますので、お客様も席にお戻り下さい」

　ジャストなタイミングで、機内放送が『アテンション、プリーズ、アテンション、プリーズ』とかやり始めた。くっ、ＣＡさんに迷めい惑わくはかけられねー！　オレは破は裂れつしそうな膀ぼう胱こうを抱えながら席に戻ると、スピーカーからの指示に従ってシートベルトをした。頼むぞ、もってくれよオレの括かつ約やく筋きん。今こそ活かつ躍やくのときだ。

「──いやー、着陸んときって、ちょっと緊きん張ちようするよな。失敗しねーかなとかって」

　カンヤが無む邪じや気きなカンジで語っているが、ろくにレスポンスも返せない。椅い子すの上で内うち股またになり、ひたすら耐え続けるオレは今、さながら破裂しかけの水風船だ。ゆっくり下がっていく高度が恨うらめしい。いっそ落ちてくれないかとすら思う。ああ早く、早くしてくれ……なあカンヤ、オレが目の前で盛大にオモラシしても、友だちでいてくれるか？

　無限とも思える時間が過ぎて、軽い震しん動どうと共に飛行機は着陸、しばらく滑走路を走ってからやがて止まった。瞬しゆん間かん、オレは弾だん丸がんとなって、飛行機のトイレに駆かけ込こんだ。人生初の沖縄に来て、最初にしたコト＝放ほう尿によう。いやはや見知らぬ少女のおかげで、とんだ第一歩を刻むハメになっちまったぜ……

　けどまあ、やや下がったテンションも、クラスメイトたちとダベりながら空港を歩き、エントランスを出る頃には立ち直っている。

「うおーっ!?」

　自動ドアが開いた瞬間、熱気がドウッと波動のように押し寄せてきて、オレは思わず声を上げた。頰ほおを撫なでるメキシコに吹く熱サン風タナっぽい風、鼻び腔こうをくすぐる潮しおの香かおり……オイオイオイ、今十月のハズじゃなかったか？

「完全に真夏じゃねーかコレ！」

　あったんだ……夏はここに、あったんだ！　オレを置いて駆け足で通り過ぎて行ってしまったかに思えた、二度と巡らぬ十六才の夏……それはこの南の島で待っていてくれたんだ！

「ふー……おれたちどうやら、潜くぐっちまったらしいな……夏への扉とびらを！」

　カンヤがハードボイルドな顔で言う。

「うおぉぉぉ、めんそーれぇぇ！」

「めんそーれぇえい！」

　高まるテンションの赴おもむくままに、パァン！　とハイタッチを交わすオレとカンヤ。ハートはフルスロットル、やや空回りしがちなほど。肩に食い込む荷物の重みもなんのそのだ。空港内にも南国風のディスプレイがあって雰ふん囲い気き満点だったけど、やっぱ肌はだで感じると違うわー！

「アンタら、テンションたけーな！　それ掛け声じゃないから。沖縄の言葉でこんにちわって意味だから」

　オレらに続いてやってきた元気娘、大おお塚つか桜さくらことヅカが、すかさず突っ込んでくる。

「うっへー、にしてもあっちーね！」

　パタパタと手て団扇うちわで顔をあおぐヅカ。南国の日差しの下で見れば、見慣れた制服姿もカナリ新しん鮮せんだ。ヅカも普ふ段だんの五割り増しくらいで輝かがやいてやがる。健康的な可愛かわいさが際きわ立だつぜ！

「……不ふ二じ君、ちょっと脇わきに寄りましょう。此こ処こ出口だから、邪じや魔まになると思う」

　そう言ったのは、当然のように高たか峰みねだった。うーむ、こっちは南国補正かかっててもやっぱりクールだ……

　高峰の言葉に従って道を空けたオレらの横を、班ごとに固まった比ひ良ら坂さかの生徒たちが通り過ぎて、ゾロゾロと駐車場の方に歩いていく。日射病対策に帽ぼう子し着用を義務づけられてるから、ちょっとした帽子のファッションショーみたいだった。ちなみにオレとカンヤはフツーのキャップ、ヅカは海兵さんが被かぶるような制帽で、高峰は麦わら帽子だ。

　一日目は班別行動で、各班ごとに一台ずつタクシーが割り当てられ、事前に各々で決めた研究内容についてフィールドワークをするコトになっている……と、まあそんなのはお題目で、皆観光を楽しむ気満々っぽい。通り過ぎてく同級生たちの顔はワクテカしてた。

　さてそんな中、オレ、高峰、カンヤ、ヅカの四人は移動せず、〝もう一人〟を待っていた。

「──なあ高峰、ちょっと遅くね？」

　オレが尋たずねると、高峰は空港の玄関口に視線を向けながら、

「うん、さっきちらっと見かけたけど、もう少しかかるかも。凄すごいことになってたから……」

「スゴいコト？」

「あ……来たわ」

　高峰の視線を追ったオレは、

「な、なんじゃアリャ!?」

　その先に広がっていた光景にたじろいだ。

　男子、男子、男子男子男子……数十名の男子からなる集合体がこっちに向かってくる。例えるならそれは、米一粒一粒が男子で構成されたおにぎりだ。見るからに暑苦しいその中心、うめぼしの位置に、ゴゴゴと渦うず巻まく熱気の只ただ中なかでも涼すずしげな、ブルーの瞳ひとみをぱちぱちさせる一人の少女がいた。

「ねえねえソフィーたん、趣味ってなんかあるん？」

「いえ、これといっては特にありませんが……お料理と編み物でしょうか」

「好きな食べ物って、ありますか！」

「さばの煮つけですね。大好きなのです、さば」

「あ、あ、あの、ス、ス……スリーサイズは!?」

「……えっ？　ええと、正確な数字ではないかもですが、大体……」

　周囲から浴びせられる質問に、丁てい寧ねいに返答している女子──制服姿に、高たか峰みねとおそろいの麦わら帽ぼう子し、振る舞いから佇まい、口調からルックスまでお嬢様然とし、オトコの庇ひ護ご欲よくをビンビン刺激する金髪の美少女──そう、誰だれあろう、ソファイアだ。オレもスリーサイズ聞こうと思って耳をそばだてていたが、男たちの歓かん声せいに紛まぎれて肝かん心じんなトコが聞こえなかった。クッソオォォッ！

　なぜ一年の彼女が二年の修学旅行に同行しているのかといえば、我らが二年Ｂ組の担任で、学年主任でもあるゴリさんが言うには、ご家族たっての希望でっつーコトらしい。ソファイアの留学予定期間が一年なんで、二年次には修学旅行に行けないから、できる限り日本を見せてやりたい、と。でもこれは表向きの理由で、裏じゃシロネクロ協会が動いててマトリ先生がオレらにつけた監視役だそうだ。底知れねーぜ、シロネクロ協会。

「すげーな……ハリウッド女優？」

　カンヤがポカンとして言い、

「うーん、やっぱスター性あるわ……アタシの目に狂くるいはなかった！」

　ヅカが腕組みし、キランと目を光らせて言った。コイツ、ソファイアがオレらの班に加わるって聞いたときから、演劇部に誘さそうんだって息巻いてる。

「なんかね、誰があの子の荷物を持つかで揉もめて、ジャンケンしてたみたい」

　高峰がため息いき混じりに言った。

　ソファイアの横に、至福の顔でトランクを持ってる男子が見える。なるほど、彼が勝利者ってワケか……うーむ、ファンクラブがここまで広まりつつあるとは……恐おそるべしソファイア！　恐るべし男破威オツパイ！

「──あ、お姉様！」

　ぱあっ！　と顔を輝かがやかせたソファイアは、たたっ！　と弾はずむ足取りで駆かけて来ると、そのままギュム！　と高峰に抱きついて言った。

「お待たせ致いたしました！」

「え、ええ……」

　高峰はソファイアのハグを受け止めながら、引きつった笑みを浮かべた。メガネがちょっとズレてる。なるべく目立ちたくない高峰にとって、この状じよう況きようは困ったモンだろう。

　ソファイアは高峰の体から離れると、オレらへと向き直り、折り目正しく頭を下げた。

「フジ様、オオツカ様、セキタニ様、今日から宜よろしくお願い致します！」

「おー、よろしく！」

「こちらこそ、よろしくね！」

　カンヤとヅカが口々に言う。基本的に人なつっこい奴やつらだ。

「んじゃま、とりあえず移動しよっか？」

　オレは足元の荷物をギシッと持ち上げ、そう言ってから、ソファイアの背後を見ながら付け足した。

「……えーっと、その人たち、どうすんの？」

　ソファイアはそちらを向くと、ペコリと頭を下げた。

「お見送り下さり、ありがとう御座いました。それぞれ班の方もお待ちでしょうし、そろそろお戻りになられた方が宜よろしいのではありませんか？」

「「「はぁーい！」」」

　背景と化しつつ、ムワアッと湿しつ気け混まじりのオーラを放ち続けていたソファイア親衛隊の方々は、良い笑顔で声をそろえた。スゲェ、スゲェ練度だ！

　彼らはソファイアの荷物をワゴンタイプのタクシーに積み込むと、オレとカンヤを羨うらやましそうにチラチラ眺ながめつつ、三々五々散っていった。

　……うん、まあ、とにかく！　オレ、高たか峰みね、ヅカ、カンヤ、そしてソファイア。この五人が揃そろって、いよいよオレらの修学旅行は幕を開けるってワケだ……うん、べらぼうに楽しくなってきた！

　全身全霊でエンジョイすんぞウォォォォォオッ！







　　一　ザ・グリッジ







「……な、なあ、高たか峰みね……たーかーみーねえー……たかみねサンてばあー」

　空港での気合いもどこへやら、一週間水をやり忘れた夏休みのアサガオよりシオシオになったオレは、石段の踊り場で振り返ると、頭上へと声を投げた。

　ここは那な覇は随ずい一いちの繁はん華か街がい、国こく際さい通どおり……ではなく、言わずと知れた観光名所、首しゆ里り城じよう……でもなく、ダイナミックな水すい槽そうが目玉の美ちゆら海水族館……でもなく、どことも知れぬ寺だった。長い石段の左右には新緑が萌もえ、蟬せみの声が降ってくる。気を抜くと今が十月だってコトを忘れそうだ。丘の上で見晴らしはよく、眼下には那覇市内や、遠く海も見える。

　オレの少し後ろを歩いていたと思ってた高峰は、石段の最上段で立ち止まり、侘わびた佇たたずまいを見せる寺の門に向かって、デジカメを構えていた。

「聞こえてるわ。何？」

　こちらを向かず、シャッターを切りながら答える高峰。

「まだ撮とってんのかよ……なー、もーいーだろ？」

　オレと高峰以外の三人は、ふもとの茶屋でスイーツを味わってる。なんせこの寺で六箇所目だ。さすがに皆疲れた様子で、それを慮おもんぱかった高峰が、オレと二人で行くって言ったんだ。

　どうしてオレらがそんな熱心に寺巡りするハメになったかといえば　それは班の研究内容が『沖縄における仏教の広まりについて』だからだ……いや違うな、一番の原因は『高峰が真面目だから』だわ！

　まあ、高峰と二人きりってのは嬉うれしいんだけど……寺だぜ？　寺。老夫婦の結婚記念日じゃねーんだからさ……いや、別に寺テラディスりたいワケじゃないけど！　オレが期待してたのはこーゆーんじゃないんだ。まったくエンジョイできてない。

「──そうね、急ぎましょう。もう一箇所行きたいの」

　高峰の言葉に、オレは目を剝むいた。

「うへ、まだ行くのォ!?」

　カメラをトートバックにしまうと、高峰はジト目でオレを見下ろしてきた。

「あのね不ふ二じ君、これは勿もち論ろん班別研究でもあるけど、キミのためでもあるのよ？　キミを人間にするために、必要なことだもの」

「え、なんだよそれ、どういうコト？」

「マトリ先生が教えてくれたんだけどね、ずっと昔、まだこの国にネクロマンシーが伝来して間もない頃、一人の天才的なネクロマンサーが居たらしいの。今となっては名前もわからないけれど、色々革新的な術を研究してたんだって。その術の手がかりが残っているかも知れないから、班別研究に乗じて探しているのよ」

　おおう、そんな裏があったとは！　オレはまたてっきり、高たか峰みねが真面目なだけかと！

「あれ、でもそれと寺と、どんな関係が？」

「その人は徳の高いお坊さんでもあってね。元々は沖縄の人ではないんだけど、晩年は何かゆえあって、沖縄に流れて来たらしいのよ。だからそれらしいお寺を回って、その人の痕こん跡せきを探してるってわけ」

「なるほど……なんか、途と方ほうもない話だなー」

「まあね。でもマトリ先生が仰おつしやるには、見込みはあるって。まだ収しゆう穫かくはないけど──」

　そのとき、オレは背中を押す風を感じた。木々の緑を揺ゆらしながら、石段を吹き上がってくる風──と同時に、ヒュバアッ！　動物的直感の赴おもむくままに屈かがみ込こむ。

　ブワサーッ！　オレより数段上に立っていた高峰のスカートが盛大に翻ひるがえった次の瞬しゆん間かん、ゴオオッ！　オレの精神は遥はるか彼方かなた、至福の園へと旅立っていった……

『──パンツがお好き？　結構。ではますます好きなりますよ……』

　オレの脳内にだけ存在するパンツディーラーが、高峰のパンツの素晴らしさを熱心に語りかけてくる。

『さあさどうぞ、淡あわいブルーの、レースの奴やつです。美しいでしょう？　んあァ仰らないで。ヒモで留めるタイプのヤツです。でもゴムなんて夏はかゆくなるし、すぐ伸びるしロクなことは無い。横に薄いラインが入っているから、どんなお尻しりでも大だい丈じよう夫ぶ。立体的に見えます。どうぞ、ご覧になってください。いい形でしょう。余よ裕ゆうの曲線だ。丸みが違いますよ……』

「──なにすかさず屈んでるわけ？」

　メントス百個一気食いしたみたいな、高峰の冷たい怒声で我に返った。腰を引いて両手でスカートを押さえ、眉まゆを吊つり上あげて、顔をちょっと赤らめている。

「うぇ、い、いやー、偶ぐう然ぜんだよ偶然！　急に屈くつ伸しん運動をしたくなってさ！　あ、そうそう、ふくらはぎな、ふくらはぎ！　伸ばそうかと思って！　パンパンだから！」

　おいっちに、おいっちに！　膝ひざに手を当て、腱けんという腱を丁てい寧ねいに伸ばし始めるオレ。おっと鼻血がズズウ……

「あっそう」

　冷ややかな目。

「随ずい分ぶん気合い入ってるじゃない。疲れてそうだったから、そろそろ切り上げようかなと思ったけど、その調子ならあと二箇所くらい回れそうね？」

　そう言いながらスタスタ、オレの脇わきを通り過ぎて、石段を降りていく高峰。

「えっ!?　あの、それは……ちょ、高峰、待って！」

　慌あわてて追いすがるオレを、高峰は横目に見て、

「キミに良かれと思ってやってることなんですけど？」

「まあうん、そりゃありがてーしマジ感謝してますけどね！　せっかくの修学旅行なんだしさ、やや勿もつ体たいないかなって思うワケで……なー、悪かったってば、ゴメンって！」

　高たか峰みねは一度オレを睨にらみ付つけてから、ふうっとやわらかいため息いきをついた。

「まったく、もう……ま、明日も頑がん張ばらなきゃだし、今日はお終いにしましょう」

　コクコクコクと何度も頷うなずくオレ。

「キミやソファイアはともかく、これ以上は関せき谷たに君と大おお塚つかさんに悪いし、そろそろ移動して夕御飯食べにいかないと、集合時間に遅れたらいけないからね……案内してくれるのよね？」

　え、あー、そういや、そうだった！

　オヤジが電話で『夕飯なら、ここで食ったらどうだ？』って教えてくれた店があるんだ。別にイイって言ったのに、半なかば強引に。『昔な、取材で行ったとき食べたんだけど、これがなかなか美味かったんだよ。まだやってるかは知らんけど』とのこと。まあせっかくだから行ってみようかってね。

「おう、ちゃんとメモってあるぜ、店の住所、バッチリ！」

　高峰と語るうちに石段を下りきって、オレはふと、一枚も写真を撮とっていないことに気づいた。高峰に任せきりでサボってたと思われるのはイヤだし、一枚くらい撮っておくか……まあ実際任せきりで、オレはただの荷物持ちだったんだが。ともかく振り向くと、首から下げていたデジカメを段上に向けて構えた。

　──ん？

　オレはすぐにファインダーから目を離し、肉眼で門を見上げた。そこには、木々の梢こずえがサワサワと風にそよぎ、石段に落ちた木こ漏もれ日びがキラキラと踊る、静かな風景があるだけだった。

「……どうしたの？」

　背後から聞こえる高峰の声に、オレは答える。

「いや……なんでもね」

　再びデジカメを構え、ジーカシャ、適当に写真を撮ると、小走りで高峰に追いついた。

　ファインダーを覗のぞき込こんだ瞬しゆん間かん、踊り場んとこに、着物着た女の子っぽい姿が見えた気がしたんだけど……まあ、本当に一いつ瞬しゆんだったし、多分目の錯さく覚かくだろう。ずっと色気のない石段ばっか見てて疲れてるしな、マジで。







　その店に辿たどり着ついたとき、ヅカは微び妙みように顔をしかめながら、

「な、なんつーか……うん、雰ふん囲い気きあるね……」

　と言い、カンヤも似たような顔つきで、

「まあ、こういうトコのが案外ウメーのかもな……」

　と言った。

　どっちも思いやりにあふれたコメントだと思う。

　国こく際さい通どおりから路地裏に入って歩くことしばし、異様に青い魚の並ぶ魚屋や、苦瓜ゴーヤを売ってる八百屋などが立ち並ぶ、異い国こく情じよう緒ちよと生活臭の渾こん然ぜん一いつ体たいとなったアーケードを抜けた先に、その小さな食堂はあった。良く言うなら古式ゆかしい……悪く言うならボロっちい。割合でいうと三：七くらい。

　オレは片手、メモ帳を開いた携帯と何度か見比べたが、どうやらココであってる。なんか期待してたのと違うが、まあいいか……これでマズかったら恨むぞオヤジ！

　高たか峰みねは相変わらずフラットなカンジで、ソファイアは年月を経て変色した窓ガラスから、物珍しげに店内を覗のぞき込こんでいる……お嬢様だもんな、こういう店でメシ食ったコト、あんまなさそう。

「ま、とにかく入ってみようぜ」

　オレは四人にそう言うと、引き戸を開けてのれんを潜くぐった。

「──あらあ、めんそーれえ！」

　一人で客席に座り、テレビを見ながら茶をすすっていたエプロン姿のバーサンが立ち上がった。何才くらいなのか予想もつかないが、とにかくバーサンだ。しわしわだ。

　年代物らしく羽が黄ばんだ扇風機が、ブイーンと回っている。その風が一番当たる窓際の席を陣じん取どり、テーブルに一つきりのメニューを皆で覗き込んでいるうちに、

「お決まりですかねえ？」

　と、バーサンがニコニコと、コップを載のせたお盆ぼんを手にやってきた。

「ええと、私は……ソーキそばで」

「わたくしも、同じもので」

　と、高峰とソファイア。

「あ、アタシこれにする！　タコライス！　こういうの好きなんだ」

「じゃあおれは、ゴーヤ炒め定食！」

　と、ヅカとカンヤ。

　さて、オレは何にするかな……うーん、ソーキそばなんて行くとこ行けば都内でも食えるしな、安パイ過ぎて面白みがない。タコライスも気になるけど、もうちょっと冒険したいトコだ。ゴーヤはどうも苦手だし……

「……うっ!?」

　皆がワイワイと注文する中、彷徨さまよっていたオレの目は、メニューのある一点に釘くぎ付づけになった──〝イルカの香こう草そう炒め定食〟──イ、イルカだと!?

「あ、あのー、これって……？」

　オレが恐おそる恐おそる指さしてバーサンに尋たずねると、

「イルカね、はいはい」

　と、バーサンはスタスタと店の奥おく、ビーズのすだれが掛かった向こう側に引っ込んでいってしまった……えちょ、待って!?　オレは片手を持ち上げかけた姿勢で硬こう直ちよく。

「ユマっち……マジ勇気あんな？」

　カンヤが神しん妙みような顔で言うのに、残る三人もコクコクと頷うなずいてる。お、オマエらも気になってんだったら聞くなりナンなりしろよ!?　イルカって、あのイルカだよな？　水族館で輪っか潜くぐったり、ボールで芸とかする、愛らしいアレだよな？　うう、くそっ、オレは犠ぎ牲せいになったのだ……好奇心の犠牲にな……

　──ややあって、バーサンが料理を運んで来た。

　太い麵めんに澄すんだスープ、トロトロの豚肉がデーンと乗ったソーキそばは言うに及およばず、豆とう腐ふに卵、豚肉とたっぷりの野菜が苦瓜ゴーヤと共に炒められたゴーヤ炒めも美う味まそうだ……と、ヅカが自分の前に置かれた皿──チーズとチリソース、挽ひき肉にくが豪ごう快かいにかけられ、たっぷりのレタスとトマトが目に鮮あざやかなライスを見下ろしながら、釈しやく然ぜんとしない様子で言った。

「……タコどこよコレ？」

「中に入ってるのではありませんか？」

　と、ソファイアが答えるのに、高たか峰みねが見かねた様子で口を挟はさんだ。

「……タコライスのタコってタコスのタコだから、別にタコは入っていないのよ」

「えっ、そうなの!?　うわーアタシ、イカメシみたく、タコの頭んトコにご飯詰つまってるの想像してた……」

「ないわー」

　首を振りながら言うカンヤを、ヅカはキッと睨にらみ、

「うるさいだまれ、いーのよこれはこれで！　タコライスいーじゃん、スゲー美お味いしそうじゃん！　ヨシ、いただきます！」

「「「いただきます」」」

　オレ以外の皆が唱和した。

　……誰だれもオレに触ふれようとしない。正確にはオレと、オレの目の前に置かれた謎なぞの存在にだが。これは一体何なんだ？　黒い。とにかく黒い。黒い肉と、謎の草がこんもりと盛り付けられたこの皿を一言で例えるなら、生態系が狂くるった沼。

「あのー、これ、マジにイルカなんスか？」

　オレが厨ちゆう房ぼうに向かって尋たずねると、バーサンがヒョコッと顔を出した。

「はぁやぁ、あんたがたあ、修学旅行ぬ人たちでしょ？　内地ぬ人たちは気にするからね。それ、イルカじゃないから平気よお」

「じゃあ何!?」

「ふふふ、精がつくさあ……」

　ちょ、バーサン引っ込まないで！　何の肉よコレ！

　うぐぐぐ……メニューにイルカと明記してあるのに、頼んで出てきたものはイルカではないという……恐おそるべし沖縄！　結構適当な県民性だとは聞いていたがこれほどとは……だが、小さい頃からお米つぶの中には三人だか七人だかの神様がいると教えられているオレには、食事を残すという発想はない。それにオレはゾンビだ。最悪でも死にはしないだろう。気がつけば皆──高たか峰みねすら──固かた唾ずを呑のんでオレを見守っている……

「え、ええい！」

　半なかばヤケクソで、ガッ！　ハシをつけ、バクッ！　一気に頰ほお張ばる。高峰を除く三人から感かん嘆たんの声が上がった。

　……もぐう……もぐ……ムシャ……

「ど、どう？」

　ヅカが代表して聞いてくる……うん、なんか……フツーに焼肉だわコレ。派手なリアクション期待されてるんだろーけど、どうしよう、うめえんだが……と、泳がせた視線が窓の外、通り過ぎる二人組みの人ひと影かげを捉とらえた次の瞬しゆん間かん、

「──ブッぼバァッ！」

　オレは口の内容物を全て噴ふん出しゆつしていた。ああ、窓に、窓に！

「ゲッホゴッホゴホゴエッ！」

　き、気管に謎なぞの肉が！

「うわ、きったねー！」

「あはははははははははははは！」

「フ、フジ様、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　ヅカが悲鳴混じりに言う。カンヤがバカみたいに笑っている。ソファイアがオロオロしている──だがオレには、それらに反応を返す余よ裕ゆうもない。苦しさに涙なみだを浮かべたオレの目は、もう誰だれもいない窓の外に釘くぎ付づけだった。

　い、今のは、見間違いか？　そうであってほしいけど、あんな特とく徴ちよう的てきなヤツら間違えようがない。ツンツン髪に目つきの悪いヤンキーと、フルフェイスヘルメットにスーツの男。アレは確かに万ま里り王おとプラトーンだった。どうして二人が沖縄に？

　答えを求めるように対面へと目をやったオレは、

「……うわっ!?」

　変わり果てた高峰の姿に絶句した。ヅカは息を呑み、カンヤはバカ笑いを止め、ソファイアは小さく悲鳴を上げた。

　オレの口から放たれた、謎の肉スプラッシュを受け止めた高峰の顔面は、見るも無残な状態に……お、おお、なんと痛ましい……だがコレは同時に……なんかエロいぞ!?　しかし、呑のん気きにハァハァしてる場合じゃない。微び動どうだにしない高峰が怖こわい。

「あの、高たか峰みね、ご、ごめん、な？」

　恐おそる恐おそるオレが言うと、

「……ああ、ソファイア、ありがとう」

　高峰はソファイアが泡あわ食くって取り出したハンカチを受け取り、それで顔を拭ぬぐいながら、

「口に合わなかったからって、こんな風に吐はき出だすのは、作ってくれた人に失礼よ？」

　あ、ちょっと怒ってる……

「む、むう、そーゆーワケじゃ……窓の外に……いやなんでもない」

　オレはモゴモゴと言った。ヅカやカンヤが居る手前、今ホントのコトを話すわけにはいかない。

　その後、オレの口数は妙みように少なくなり、そのことをちょっと心配されたりもしつつ夕食が済んで、この定食屋からはそう遠くないホテルに向かう道すがら。万ま里り王おたちとハチ合わせしねーか若干気になりながら、夕暮れ前の国こく際さい通どおりを歩いていると、唐とう突とつに声をかけられた。

「やあ君たち、ちょっといいかい？」

　オレたちは足を止めた。

　歩道の隅すみ、ヤシの木っぽい南国チックな街路樹の傍かたわらに立つその人を見た瞬しゆん間かん、オレは軽く仰のけ反ぞった。な、なんだこのイケメェンは……!?　まるでそこの周囲だけスポットライトが当たっているような錯さつ覚かくすら覚えるほどの、凄すさまじいオーラ。素す肌はだにジャケットという、フツメンには許されざる着こなしもバッチリキマってる。男のオレでもドキッとするような微び笑しようを浮かべた顔は彫ほりが深く、長い髪は光の色に近い金色。ガイジンの人だ。沖縄には多いとは聞いてたが、まさかいきなり話しかけられるとは……！

「ソ、ソーリー、アイキャントスピークイングリッシュ、オーケー？」

　島国根性丸出しでキョドるオレ。

「落ち着けユマっち、日本語だってば」

　あ、そういやそーだ……カンヤに突っ込まれて我に返る。いかんいかん、存在感に圧あつ倒とうされてたわ。

「なんですか？」

　高峰が声に警けい戒かいをにじませながら尋たずね返かえす。

「〝グラン・バカンス沖縄〟っていうホテルを探してるんだ。知らないかな？」

「あ、それ、アタシらが今日泊まるトコだ」

　ヅカが言うと、ガイジンの人は目を丸くした。

「本当に？」

「ええ、確かそうでしたね」

　ソファイアは頷うなずいて振り向くと、青さを増し始めている空の下、派手なネオンが灯り始めた町並みの中にそびえ立つ、幾いくつかのホテルのうち一つを指差した。

「あちらになります」

「あのクリーム色の外壁のかい？　オウ、なかなか素敵なホテルだ。ありがとう、心優しい学生たち。本当に助かったよ」

　ガイジンの人はオーバーリアクション気味に両手を広げて言ってから、プチプチとボタンを外して、バッ！　ジャケットを脱いだ。男のくせに背徳的なまでにキレーな肌はだが露あらわになる。

「それじゃ、また。君たちの修学旅行が楽しいものであることを、心から祈っているよ」

　と、爽さわやかに歩き去りながら、どうやっているのか流れるようにズボンも脱いだ。す、凄すごい技だ、だが無意味だ。ヅカがヒャーと、悲鳴とも歓かん声せいともつかない声を上げる。下から現れたのは花はな柄がらピンクの、きわどい角度の──ボクサーパンツ？　いやあれって女物じゃ……
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『──パンツがお好き？』

　いや、お前来んな！　脳裏に現れかけたパンツディーラーを首を振って消し、

「ちょ、あの！」

　更さらに、花びらを摘つむような優ゆう雅がな指使いでパンツにも手をかけているガイジンの人へと、オレは慌あわてて声をかけた。

「なにかな？」

「えと……な、なんで脱いでんスか？」

　訊きいちゃいけないような気もしたけど、訊かずにはいられなかった。

「なぜって、親切に道を教えてもらえたんだ……脱ぐだろ？　普ふ通つう」

　……ああ、うん、理解できた。まったく理解できないことが。カルチャーショックだ。

「とにかくそれ以上は、やめといたほーが……」

「え？　ああ、そうか、この国では罪になるんだった。忘れてたよ。悲しいことだが仕方ないね。わざわざ教えてくれるとは、なんて優しい青年なんだ。ありがとう。君のことは忘れない」

　ガイジンの人はいたく感動した様子で言い残すと、パンツ一丁のまま、モデル歩きで去っていった。どこの国の人なんだろう……ヌーディスト・ビーチ？　うう、クソ、プリプリしたケツが目に焼きついてやがる……夢に見そうだ。悪夢に。

「な、なんか、残念なイケメンだったね……なんだったんだろ？」

「さあ……新あら手ての痴ち漢かん？」

　ヅカとカンヤが狐きつねにつままれたような表情で呟つぶやく。

「妙みような人だったわね」

　高たか峰みね、そんな当たり前のコトを……妙じゃないトコ探す方が難しいぞ。

「暑かったのでしょうか？」

　ソファイアはよくわかってない様子で首をかしげていた。この純じゆん朴ぼくな少女に今起きたことをどう説明したらいいのか、オレにはノーアイディアだ。

　まあ気を取り直し、オレらも再びホテルへの道を歩き始めたが、高峰はなんだか思案顔。

「おいどーした？　そんなにあのパンツが気になるのか？」

「いやそこは別に……なんであの人、私たちに道を尋たずねたのかなと思って。私たちのこと修学旅行生だって知ってた。まあ、それは別に荷物とか見れば予想はできると思うけど。普通、修学旅行生に道を尋ねたりするかな？　詳くわしくないのは明白なのに？」

　うーん、まあ言われてみれば、確かにおかしいような……でもそんな気にするようなコトかな？　それより、謎なぞのストリップ外国人のインパクトで忘れかけてたが、万ま里り王おとプラトーンのコトだ。早く高峰に話さなきゃと思いながらも、なかなかタイミングが摑つかめなかった。

　ロビーに全員集合してチェックイン、それから一同広間に集められ、平和学習の一いつ環かんとかで、戦争体験者であるジーサンらの講話を聞いたり、センセーたちから注意事項があったり……なんだかんだで、高峰と二人で話せるまとまった時間が取れたのは、結構後になってからだった。

「──なるほどね。キミの態度が少しおかしいとは思ってたけど」

　オレの話を聞いた高峰は、やや緊きん張ちようした面おも持もちで言った。

　メールで呼び出した待ち合わせ場所は一階、非常階段近くの廊ろう下か。人通りはぜんぜんなくて、なんとなく薄暗い。

　高峰はなんと浴衣ゆかた姿だった。オレの視線はその、潔けつ癖ぺき症しよう気味にカッチリと合わせられた衿えり元もとにもう釘くぎ付づけだ。あの固く閉ざされた薄衣の下には、青い果実が秘められているんだな……あっ！　こりゃたまらん！　ヨダレずびっ！　うーむ、どうにかして開かねーもんか？　よし、ハァァアアアアッ……！

「──こっちには気づいてなかったのよね？　見られてなかった？」

　高たか峰みねが言うのに、万が一念動力に目覚めやしねーかと力んでいたオレは、ビクッとして答えた。

「な、なにが？　見てないよ、ぜんっぜん見てない！」

「……ふーん」

　高峰は顎あごに手を当て、やや顎を引いて思案し始めた。

「岸きし谷たに万ま里り王おだけならともかく、あのプラトーンも一いつ緒しよだっていうなら、相手に先に見つかるような、迂う闊かつな真ま似ねはしなそうなものだけど……ネクロノミコンを狙ねらってるわけではないのかしら？　彼らも人間化の術を？　あり得なくはなさそうだけど、釈しやく然ぜんとしないな……」

　しばらくブツブツ言ってから、高峰は顔を上げた。

「まあ、考えてても答えは出そうにないわね。マトリ先生に報告しておきましょう。ソファイアが連絡方法を知っているから」

　ピッピッピ、高峰がケータイを操作する。ソファイアにメールを送っているんだろう。ややあって……

「お姉様、フジ様、お待たせ致いたしました！」

　聞こえてきたソファイアの声に目を向ければ、う、うおぉぉぉ、浴衣ゆかたソファイアの破は壊かい力りよくは世界一ィィィ！　見ろよアレ、ブンブンと手を振りながら走ってくるから、胸元がバインバイン三次元的に揺れて、今にもこぼれ落ちそうだ！　オレ地球に生まれてよかったー、重力サンＧＪグツジヨブ！

　オレがひそかに感動しているうちに、ソファイアは目の前まで駆かけ寄よってくると、片腕に抱えていたブツを両手で差し出してきた。白黒ツートンカラーのゴシック・ドレスを身にまとった、高級感漂ただようアンティーク・ドール。

『──おおユーマ、久しいな、元気にしとったか？』

　人形はギギギ、ぎこちない動きで首を巡めぐらせ、ガラス玉の瞳ひとみでオレを見つめながら話しかけてきた。おお、やっぱ先生のか。

「バリバリッスよ。でも先生、どーしたんスかその声、風か邪ぜでもひいたんスか？」

　ノイジーでローファイな、水の中で喋しやべってるみたいに不ふ鮮せん明めいな声だった。

『いや、流石さすがに遠いのでな、上う手まく操ってやれんのだ。こうして首を動かしたり、喋ったりするだけでも、ひどく集中せにゃならん』

「この距離で霊導索ラインが切れないのは、先生くらいですよ」

『ふーはっはっは、そうだろうそうだろう、凄すごかろう。もっと敬っても良いんだぞ！』

　高峰の言葉に、マトリ先生（人形）はひとしきり高笑いした。

『ん、まあそれはさておき、どうだお前ら、修学旅行は楽しんでおるか？　良いなー沖縄、私も行きたかったぞ！　セクシーな水着姿で、男どもを一人残らず悩のう殺さつしてやったものを』

　ハハッ、セクシー（笑）！　マトリ先生の体型だと、その形容詞はちょっと無理なんじゃねーかな、スゲー可愛かわいいだろうとは思うけどさ！　まあそんなコト言うと怒られそうだから黙っとこう。

「先生も来りゃよかったのに」

　と、オレ。

『行きたかったんだがな、私はこうみえて忙いそがしい。樽たる多た露ろを離れられんのよ』

「先生、少しお話ししておきたいことが──」

　と、高たか峰みねが本題を切り出した。

　事情を聞き終えると、マトリ先生（人形）はフンと鼻を鳴らした。

『まあ確かに、奴やつ等らの狙ねらいは気になるところだが、捨て置いて構わんだろ。お前らの目的はあくまで伝説のネクロマンサーの痕こん跡せきを探すことだ。それに専念するといい』

「しかし、彼らが邪じや魔まをしてくるかもしれません」

『そんときは私がやるさ。言っとくがこの状態でも、並のクロネクロには引けをとるまいぞ』

　ソファイアの腕の中でシュッシュ、ファイティングポーズを取るマトリ先生（人形）。頼もしいやら可愛いやら。

『ま、大船に乗ったつもりでおれ。とはいえ気は抜くなよ。観光気分でおっては、足元を掬すくわれかねんからな！』

「心得ています」

「わたくしも、何かあれば逐ちく一いち報告致します」

　高峰とソファイアが神しん妙みような面おも持もちで答える。

『んむ、よきに計らえ……あー、それにつけても、くやしいな！　私も行きたかったぞ、沖縄……行きたかった！　くっ……いいか、土産みやげは絶対に忘れるなよ？　甘いものだぞ！』

　せ、先生、それこそ……観光気分じゃない!?







　……とまあ、そんなカンジに先生への報告が終わり、部屋に戻ろうかというとき、オレはふと気づいてしまった。

　高峰とソファイアが浴衣ゆかた姿……ってコトは!?

「お、オマエら、ひょっとして……もう風ふ呂ろ入っちゃった？」

　恐おそる恐おそる尋たずねると、

「え？　ええ、入ったわよ。不ふ二じ君はまだなの？」

「大きなお風呂で、とっても気持ちよかったですよ！」

　……あああぁぁぁあああっ！　覗のぞき忘わすれたァァッ！　オレとしたことが！　しまったオレとしたことが！　万ま里り王おとプラトーンに気を取られすぎた！

　修学旅行に来て女風呂覗のぞかないなんて、病院に入院して看護婦さんに興こう奮ふんしないのと同じくらい失礼なコトじゃねーか、イギリスに行ってビッグベン見ないのと同じくらいモッタイナイコトじゃねーか（迫真）！

　なぜ山を登るのかと聞かれて、そこに山があるからだと答えた登山家がいたらしいが、オレにとっての山ってのはつまり、女の子の上の地盤隆りゆう起きなんだよ！　まあ、人によっては、丘おかだったり平地だったりするかもだけど！

「あ、ああ……このままじゃ、このままじゃ地ち殻かく変動が起きて、看護婦サンにビッグベンが突き刺さっちまう……！」

　ワナワナと震ふるえるオレは、錯さく乱らんの極きわみにあった。生きる意味を、失う……死んでるけど！

「ちょっと、いきなりどうしたのよ？」

「お顔の色がすぐれませんが……大だい丈じよう夫ぶですか？」

　心配そうな二人に、オレは何とか平静を保たんとし、

「だ、大丈夫、大丈夫……えっと、そ、それじゃ、オレ戻るわ……二人とも、おやすみ……ウオォォオオオオォォォッ！」

　湧わき上あがるパトスを抑おさえきれずに、そのまま駆かけ出だした。精がつくとかいう謎なぞの肉食ったせいか、異常に漲みなぎっていた。

「な、なに、どうしたの!?」

「フジ様ーっ!?」

　二人の気き遣づかわしげな声を振り払い、階段を駆け上り、廊ろう下かを爆ばく走そうし、あてがわれた部屋の扉とびらを開けて飛び込むと、

「ど、どしたユマっち!?」

　テーブルで缶ジュース賭かけてトランプやってたっぽいカンヤと、相部屋の男子四人がビビるのも構わず、そのままの勢いでズザーッ！　一番奥おく、窓際のベッドに滑り込み、

「寝る！　おやす！」

「おー、おやすー……ってはえーなオイ!?　枕まくら投なげとかしねーの？」

　カンヤの声を背に、羊を数え始める……今日一日の出来事を思い返してみれば、寺、寺、寺、寺ばかりじゃねーか！　圧倒的にエロスが足りない！　このままじゃダメだ！　こうなったら夢の中で補ほ充じゆうするしかない！　よし、行くぞオラッ！

　羊が一匹！　羊が二匹！

　羊が三匹、羊がＺｚｚｚ……




　……Ｚｚｚ……Ｚｚ……Ｚ……




　…………お……きたきた、見えてきた！

　周囲を覆おおう白い湯気、聞こえるのは水の音と、カポーン！　良く響ひびく桶おけの音ね色いろ、そして、女の子たちのキャッキャウフフな嬌きよう声せい──よっしゃ、オレ天才！

　だがこのままじゃ、ボンヤリとしか見えない……集中力が足りない、集中するんだ！　集中集中……

『──おい、御前おまえ』

　ピクッ！

　な、なんだ、誰だれだ？　今忙いそがしいんだ後にしてくれ。切れちまった集中の糸を再びつなぎなおし、ムムム……

『おい、御前、聞こえておらんのか？』

　ピクピクッ！

「ちょっとそこ、うるさいよ！　なんなんだアンタ、オマエオマエっていきなり馴なれ馴なれしいな、オレには不ふ二じ由ゆう真まっつー名前があんだよ！　とりあえず黙だまっててくれ、今イイとこなんだから！」

　オレは虚こ空くうへと吠ほえた。なんぴとたりとも邪じや魔まはさせぬ。シーン……よしよし、静かになったぞ。

　視界の中に居並んだ、茫ぼう洋ようとした肌はだ色いろの輪りん郭かくを、品定めするように視線を泳がせる……よし、まずはアレにしよう。湯船の縁に腰を下ろしてるあの娘だ。金色の長髪を見るに、多分ソファイアだな。にじんだ姿に焦しよう点てんを合わせ、ヌオオッ……

　……やった！　やったぞ！　段々はっきりしてきた！　雪のように白い肌はだに、思わず下からそっと持ち上げて、タプタプと重みを確かめてみたくなる男破威オツパイ……きっとそれはズッシリと、重量級の幸せを味あわせてくれることだろう。ヒャハー、興こう奮ふんを禁じ得ねえ！

　くおおっ、も、もう少し、もう少しだ……よし、見えたっ！　おおお、ご照覧あれ、我が守護神、下か半はん神しんよ！　アレこそまごうことなき、

『……不二由真』

　だ！

　──おい、だから、さっきから誰だよ!?

　う、うわあァッ!?　さ、最悪だ、最悪のタイミングだった！　見ろよ、おかげでソファイアのボディに顔だけオレという世にも邪じや悪あくな生命体が生まれちまったじゃねーか！　誰得だよこんなもん！　あまりに破壊的なコラージュだよ！　コレはもう未確認生物と言っていいだろ、確認したくねーし！　ＵＭＡだよ、不二ＵＭＡだよ！

　またオトーサンの仕業か？　でも声が違うような……あーもう、邪魔しないでくれ、誰だかしらねーけど！

　クッ……オレは負けない！　何度だってやってやる！

　次はあっちだ、湯船に漬かってるアレ！　多分高たか峰みねだな……よーし、集中、集中だ……！

　湯の中にすらりと伸びた太ももやお腹は、一日中撫なでていたくなるような曲線！　引ひき締しまった肢し体たいの中、胸だけはなかなかに大きくて、両手で包み込んだら少しはみ出すくらい！　芸術的なバランスといえるだろう！

　……よし、はっきりしてきたぞ！　アレだ！　アレこそが、

『……不ふ二じ由ゆう真ま』

　だ！

　──誰だれすかァァァァア!?　あがぁああぁぁあ！

　夢の中で頭をバリバリかきむしっていると、高峰の肉体にオレの顔を持つ不二ＵＭＡが、

『大だい丈じよう夫ぶか？』

　心配そうに声をかけてくれた。心配してくれんのはありがたいけどオマエこっちくんな、心の傷が更さらに広がっちまう。

『……不二由真、不二由真よ……疾とく来たれ……我がもとへ』

　湯気の向こう、どことも知れぬ彼方かなたから、声は途と切ぎれることなくオレを呼び続ける……マジ誰なんだよ、アンタ!?




「──ユマっち、おーい起きろ、ユマっち！」

「ん……んあ、お？」

　ビクッとして目が覚めた。カーテンは全開、窓からは眩まぶしい朝日が差し込んでいる。

　ベッドの脇わきに立つカンヤは、オレを揺ゆさぶる手を止めた。

「そろそろ朝飯の時間だぞ？　食堂いかねーと」

「う、お、おう……」

　オレはまだ半はん覚かく醒せい状態のまま、ヨロヨロと上体を起こした。Ｔシャツはヨレヨレで、うわ、寝ね汗あせがスゲエ！

　開ききらない目で部屋を見渡せば、皆もう着替えている。

　……クッソー！　このままじゃすまさねーぞ！　男ってのはなあ、おあずけ食らうと燃え上がる生き物なんだ！　やっぱ夢じゃダメ！　今日こそ絶対風ふ呂ろ覗のぞいてやるんだからね！

　バーサンが入ってたら？　……関係ねえ、覗く！　ホモサピエンスなら問題ない！

　誰も入ってなかったら？　……大丈夫だ、覗く！　妄もう想そう力りよくで虚こ空くうに美女を描いてやる！

　何が何でも、覗くったら、覗くんだよおーッ！







　　二　今そこにある嬉き々き







　さて、修学旅行二日目の朝。

　ホテルをチェックアウトしたオレたち比ひ良ら坂さか生は、バスで港まで出るとフェリーに乗り込んだ。今日から二泊は本島を離れ、無数にある離島の一つで過ごす。

　最初は皆テンション高くて、甲かん板ぱんに出ては『ヤッベ海超キレー！』とか、『入道雲出てるぜスゲーでけぇ！』とかワイワイやっていたが、一時間も経つと絨じゆう毯たん敷じきの大きな船室に引っ込んで、おとなしくＵＮＯやらトランプやら携帯ゲームを始めた。外、日差しキツイしな。オレら以外の客もちらほら居たが、誰だれも外には出てなかった。

「──沖縄と周辺の島々には、古くから独特の信しん仰こうがあるの。海の向こうにはニライカナイという楽園があって、全てのものは其そ処こから流れ着き、其処へと還かえっていく。人の魂たましいも、神様すらも。善いものも悪いものも、其処からやって来ると信じられているの」

　大船室の隅すみっこ、乙女おとめ座りで語る高たか峰みねは、なんだか神聖な雰ふん囲い気きを帯びていた。

　ちなみに今日からは私服。高峰はやっぱりメガネに、薄手のワイシャツにスカート、首の後ろに麦むぎわら帽ぼう子しを下げていて……うーむ、メガネモードの高峰もイイかなと、最近思い始めてきた。ワビサビってカンジ？　ちょっと違うか。

「この辺りの人たちにとっては、死後の世界というのは、どこか遠い場所ではなくて、この地上に存在する身近なものだったのよ。その信仰は今でも色濃く受うけ継つがれていて、この辺りの島々には、あちこちに聖域と呼ばれる場所があるの。私たちが今から行く鈍流にぶる島じまもそういう聖域の一つで、小さいけれど神聖な島なのよ」

「ほえー……高峰さん、物知りねー！」

　目を丸くしてそう言うヅカは、マリンボーダーのタンクトップに白のパーカー、ロールアップジーンズという、制帽に合わせたファッションだ。ボーイッシュさの中に爽さわやかな色気がある。

「お姉様、流石さすがですっ！」

　南国の太陽よりキラキラと高峰を見つめるソファイアは、いつもの白いワンピ。これに麦わら帽子を被かぶると、アメリカの古い文学とかに出てきそうなカンジだ。

「い、いや、私も事前研究で調べただけだから……」

　高峰がソファイアビームに気圧されつつ言った。

「いやー、調べようとするだけスゲーよ、高峰さん。ヅカなんかもう体が拒否反応示してるんだぜ、文字に。本屋とか図書館とか、本の多いトコ行くと、絶対トイレに──」

「いかないっつの！　アンタでしょそれ！」

　カンヤの軽口に、ヅカが文句を被かぶせる。

「……なあ、ところでユマっち、マジで大だい丈じよう夫ぶかよ？」

　と、カンヤがおもむろに言った。

　船室の壁に寄りかかったままだったオレは顔を上げた。

「お、おう……大丈夫だいじょうウプッ！」

　オレの語尾が若じやつ干かんの水気を含んだ瞬しゆん間かん、四人がザッと半立ち状態になった。その動きの一体感は、熟練の特殊部隊コマンドーめいていた。各々が手にビニール袋ぶくろを携たずさえている。俗に言うエチケット袋ってヤツ。

「う、うぐ……ぐ……セーフ……！」

　危ないところで、オレは何とかリバース衝しよう動どうを押さえ込むことに成功。ホッとした空気が流れる。すまん、皆……波が高いのかフェリーが結構揺ゆれるのに加えて、昨日の夜は眠りが浅かったせいだろーな、カンペキに船ふな酔よいだ。うう、不ふ二じＵＭＡが、不二ＵＭＡが……！

　ヨロヨロのフラフラ、青い顔になったオレは今まさに生いける屍しかばねといった態ていだが、そもそもゾンビって船酔いしないよーな気もする。

　何度かヒヤヒヤする場面もありつつ、必死に耐たえているうちに入港した。やれやれ助かった。フェリーから降りたオレらは、島の風景を眺ながめながら、お世話になる宿までワイワイと歩いて移動。

　鈍流にぶる島じま……だっけ？　は美しく、のどかな島っぽかった。

　港の周辺はそれなりに栄えてて、フツーの田舎町ってカンジだったけど、歩くうちにアスファルト道は途と切ぎれ、長くてキレーな石いし垣がきがひょっこり覗のぞいたり、赤い瓦かわらの民家が増えてくる。こういうの何て言うんだったっけ？　うんこちんちん……あ、違う、温おん故こ知ち新しんだ。宝石みたいに煌きらめく海がどこからでも見えた。

　到着する頃には、それほど歩いてないのに汗あせだくになった。旅館は結構新しくて、二階建ての和風建築だ。新緑の木々をバックにして、絵になる佇たたずまいだった。

「めんそーれ！」

　と、従業員の方々の歓かん迎げいを受けつつチェックインを済ませ、各自部屋に荷物を置いて、食堂に集まって昼食をとった後は自由時間になる。つまり浜で泳ぎ放題ってコト。うちの学校ってマジ太っ腹。でもオレはいまいちノリきれない。船酔いで体力を奪うばわれ過ぎたぜ。

　ノロノロと着替えるオレを他よ所そに、同室の男子連中はみんな、戦隊ヒーローの変身ばりの速度で着替えを完了し、『先行ってるぜ！』とイイ目しながら飛び出して行った。

　ようやくトランクスタイプの水着に着替えを終えたオレが、さて行くかと部屋を出ようとしたとき……

「──ふじどの」

　ど、どの？　ソファイアの様付けにはようやく馴な染じんできたが、耳慣れない敬称に、一いつ瞬しゆん自分が呼ばれているとわからなかった。

　ドアノブから手を離して振り向けば、玄げん関かんの板の間と開け放たれたふすまを隔へだてて、誰だれもいなかったはずの畳敷きの部屋の真ん中に、ちんまりとした人ひと影かげがあった。和服を着たその姿は、庭に続く引き戸から差し込む、強い日差しに霞かすんでいる。

　子どもだ。どっから入った？　窓か？　でも開いた音聞いてないぞ。それよりこの子、なんか見覚えがあるんだが、誰だったか……少し考えて、かすかな記憶の中からその正体を拾い上げたオレは、目を見張った。

「あ、確か飛行機で会った……そだ、カナちゃん！　あれ、なんでココに!?」

「はい、カナはずっといたのです」

「え、この部屋に？」

　カナちゃんは首を振る。

「ふじどのといっしょにいたです。なかなかおはなしできませんでした。ほかのひといると、できないです。でもいなくても、あんまりできません」

「んー、と……？」

　ちょっとよく意味がわからない。子どもって説明下へ手ただよな。

　首をかしげているオレへと、カナちゃんは小走りに駆かけ寄よってくると、小さな両手でオレの手を取った。

「おねがいです、カナについてきてください。ちちうえはこのちかくにいるです」

　あれ、まだ迷子なのか？　事情はさっぱりわからないが、その表情の必死なコトといったらなくて、オレは軽く肩をすくめた。

「わかったわかった、一いつ緒しよに行ってあげる。どこ？」

　あくまで自由時間だし、急いで海に行かなきゃいけないワケじゃない。オレが答えると、カナちゃんの表情がパッと明るくなった。

「こっちです！」

　と、オレの手を離してタタタ、部屋を横切って奥おくの壁へと走っていく。迷いのない、一目散な足取りで。

「ちょ、どっち行くんだよ……って前、危な──！」

　思わず飛び出しかけたオレは、片手を上げた姿勢で固まった。あ、あれ、カナちゃん今、壁をすり抜けて……え、ど、どうやったんだ!?　オレは壁に歩み寄ると、コンコン、叩たたいて確かめてみる。うん、これは壁だな……いかにも壁って壁だ。

「──はやくはやく！」

　聞こえる声に、横の窓から外を覗のぞけば、カナちゃんは太陽に白んだ庭の真ん中にいて、ピョンピョンと焦あせってるカンジで、オレを手招きしている。オレはカラカラッと窓を開けると、カナちゃんに言った。

「ちょ、今どうやったんだよ？　壁すり抜けたの」

　カナちゃんは眉み間けんにしわをよせて言った。

「んー……ふつうです。ぶつかるといけます」

　マジかよ、忍者屋や敷しきみたくなってんのか？　よーし……オレは数歩下がると、助走をつけて壁へと突進した──ズゴンッ！

「ぐおおぉぉ……！」

　ヤッパいけねーじゃねーか！　頭と首を押さえて蹲うずくまるオレ。

「はやくはやく！」

　とりあえず、カナちゃんがピョンピョンしてるので、部屋を迂う回かいしカラカラと引き戸を開けて外に出る。最初からこうすればよかったわ……うわ、日差しあっちい。

　壁はフツーの壁だった。ってコトは……すり抜けた理由は、カナちゃんの方にあるってコトだろう。

「えーと、カナちゃん、キミって一体なんなん……あ、ちょっと！」

　オレの言葉の途と中ちゆうで、スタタタ、カナちゃんはまた走り出す。青々とした芝しば生ふの上を突っ切り、手入れされた植え込みに飛び込んでも、鮮あざやかな赤い花は少しも揺ゆれない。

「こ、こら、ちょ、待ちなって！」

　オレは植え込みを迂回してその小さな背中を追う。足はあんま速くないけど、障害物をどんどんすり抜けて進むから、なかなか追いつけない。『急がば回れ』なんて標語は、あの子の辞書にはなさそうだ。物体をすり抜ける女の子。でもオレは触れる……どういうコト？

　もうあとちょっとで追いつけそうってトコで、カナちゃんはスーッと壁の向こうに消えた。この旅館はコの字型になってて、〝コ〟の上下の棒に客間が並んでる形。オレらにあてがわれた部屋から庭を横切れば、対になる棟むねに突き当たる。その壁に消えた。

　カナちゃんが透とう過かしてった壁のすぐ脇わき、縁えん側がわに上がってカララッと引き戸を開け、内側にもう一枚ある障子張りの戸をタンッと開けて、室内に飛び込む。

「──きゃあっ!?」

　耳に響ひびいた黄色い悲鳴に、オレはビクッ！　硬こう直ちよくした。

　オレらの部屋と似たような間取りの和室に、水着に着替えかけの、半はん裸らの女子が五人。全員知った顔、クラスメイトだ。

　まず悲鳴を上げたのは、図書委員でおしとやか系女子の伊い藤とうだ。女子バスケ部の渡わた瀬せと抱き合うようにして、互いの身を隠かくしている。タオルの端はしを胸に押し当て、前半分を隠しているヅカ。あまり動じてない様子のソファイア。そして……脱ぎたての服で体を隠した高たか峰みね！

　どうやらオレは、迷い込んじまったらしい。男子禁制、秘密の花園に……おいおい、どの花を愛でりゃいいんだ？　選べねーよ……いや、いいんだな。選ばなくていいんだ。ナンバーワンにならなくてもいい、元々特別なオンリーワンだから……オレは錯さく乱らんしている。

「──なにやってるのよ!?」

「フ、フジ様、どうされました？」

　高たか峰みねの怒ど声せいと、ソファイアの戸と惑まどった声。

「いや、これは、ぜんぜん違うんだ！　そういうのじゃない！」

　オレはデローンと伸びそうになる鼻の下を必死にキリリとさせつつ、一同を押し留めるように片手を上げ声を張り上げた。

「女の子が、壁をすり抜ける女の子がいて、オレはその子を追ってきただけなんだ！　この部屋に……って、いねーし！　どこ行った!?」

　シィィィン……イヤな沈ちん黙もく。カナちゃんが居ない今、オレは絶体絶命だ。

「ユマっち、いくらなんでも、その言い訳はナイわ」

　さすがのヅカも、恥ずかしそうにしている。

「いやコレがマジなんだってホント、オレも不思議で……」

「──いいから、出てきなさいっ！」

　うお、高峰が怒った！　オレは怒りの爆ばく発はつに吹き飛ばされるようなイメージで後退し、ほうほうのていで庭へと飛び出す。べえっと舌を出したヅカが、タタンッと引き戸と障子戸を閉めた。

　ジリジリと照りつける日差しの中、ぽつんと佇たたずむオレ。

　うーん、ウソじゃねーんだが……でもフツーはああなるよな。オレだってどう説明したらイイかわかんねーもん。あーあ、完全に誤解されちまったな。







　高峰たちが着替え終わるまで待ってようかとも思ったんだが、三人以外にも同室だろう女子がいたし、気まずいので一人でトボトボ浜に向かった。ド変態ノゾキ野や郎ろうとか思われてんだろーな、今頃。

　それにカナちゃんのコトも気になる。あの子ナンなの？　どういう存在？　いきなり出たり消えたり神しん出しゆつ鬼き没ぼつで、物体をすり抜ける……うーん、ひょっとして……アレか？　頭に三角形の布切れつけてないし、足も透すけてないし、うらめしやーとか言ってないけど。そもそもアレって、昼間から出るもんなのか？　でも他に思いつかねーし。それか、オレの頭がおかしくなったかだ。

　色々と悩なやましい気分だったが、宿からそう遠くもない浜に着いたときには、どーでもよくなっていた。考えたってどうしようもないし。オレの風評被害については後で何とかフォローしとけばイイし、カナちゃんのコトは、次あったときにでも本人に聞いてみよう。

「──ウォオォォォッ！　海だ、うみ、うーみーみみみ！　ＳＥＡ！　ＳＥＡ！」

　おいおいおいスゲーぞこりゃ……砂、白過ぎんだろー！　空、青過ぎんだろー！　海、エメラルド過ぎんだろー！　海と空の両方が、オレの心を洗ったぜ。

　沖の方、泳いで行くにはちょっとキツいかな？　ってぐらいの距離に、南国っぽい新緑の木々がアフロヘアーみたいにモコモコ茂しげった離れ小島が見え、それがまたスゲー楽園っぽいカンジを演出している。その島があるおかげか、寄せる波は穏おだやかだ。浜辺はもう結構賑にぎわってて、楽しげな笑い声と水音がハモっていた。

　オレも早さつ速そく海にブッコミかけようかと思ったら、

「コラァ、準備運動ォッ！」

　監督の〝考える大胸筋〟ことゴリさんが、近くに桶おけがあったら破は裂れつしそうな喝かつを浴びせてきた。クッ、あんなに離れてるのによくわかるな。さすがゴリさん、一キロ先の生徒の買い食いすら見逃さないというウワサ、マジかもしれん。

　はやる気持ちを抑おさえて念入りな準備運動をしていると、カンヤがやってきた。

「よ、遅かったじゃん。体調まだわりーの？」

「いやもう元気だけどよ、色々ゴタゴタしてさ」

　屈くつ伸しんしながら答えるオレ。

「どした？」

「いや、大したこっちゃない」

　ちょっとオレの評価が地に落ちただけ。

「そっか？　んならいいけど、やべえなら相談しろよ？　あ、キホン、金のこと以外な、おれも貧乏だから」

　なんて言って笑うカンヤ。深くは聞いてこないあたり、コイツは徳が高いなーと思う。遠くに視線を泳がせながら、感かん嘆たんの息を吐はいて続けた。

「にしても、いい場所だよなー、ここって。ユマっちもビビったべ？　はじめてウチの学校すげーって思ったわ。これで海の家とかあったら完かん璧ぺきだったんだけど」

「待て、逆に考えるんだ。ないからこそ、いいんだと」

「シブイねえ」

　言葉を交わしてるうちに準備運動も終わり、さて行くかとなったとき、

「──ひゃー、スッゲー海だねー！」

　この声、ヅカ！　振り向けばそこには……うおっ！　女子軍の襲しゆう来らいだ！　総員耐エロス体勢、ショックにそなえろォー！

　片手を庇ひさしにして、輝かがやかしい目で海を眺ながめているヅカは、制せい帽ぼうに空色の水着姿。胸元のリボンが目を引くアクセントになっている。決して派手な隆りゆう起きはないが均整の取れたプロポーションは、日々の舞ぶ台たい稽げい古この賜たま物ものだろう。確かにおっぱいやお尻しりは重要かもしれないが、それ以外、お腹とか太ふともものよさを気づかせてくれるボディだ。

『演劇部ってマジ運動部だわー』

　って前言ってたが、なるほど、お美み事ごとに御座います！

「フジ様ー！　カンヤ様ー！」

　その隣となりにはソファイア、大きく手を振る無む邪じや気きさと、その度に揺ゆれる男破威オツパイとのアンバランスさが、悪あく魔ま的てきな魅み力りよくをかもし出している。あれにクラリとこない男はおそらくいねえ。黄色い水着に白いふわふわのパーカーを羽は織おり、全部が見えないあたりがまた堪たまらない。ふ……ソファイア、オマエには教えられてばっかりだぜ、日本の心ってヤツを……あからさまなものより控ひかえめなものを尊ぶ……これこそ日ジヤ本パネ的スクッ！

　二人はそれぞれ肩に荷物をかけ、大きなビーチパラソルを二本、それぞれの両端を互いに持つようにして運んでいる。

　他にも色とりどりの女子たちが、普ふ段だんとは違う輝かがやきをキラキラとまといながら歩いてくる。遊んでいた男子たちも思わず見とれてる中、

「……イイな」

　カンヤがポツリと呟つぶやいた。

「ああ、イイな……」

　大げさな言葉は要らなかった。オレたちは目を細めた悟さとりの表情で、その光景を鑑賞しながら、男に生まれた喜びを共有し、嚙かみ締しめあった。

　──と、ウォォォオオッ！　怒ど号ごうとも歓かん声せいとも、咆ほう哮こうとも鬨ときの声こえともつかない音の波が押し寄せてきた。何事かとそっちを見ると、なんか見覚えのある男子の一団が。

「もうついたのか！」

「はやい！」

「きた！　ソフィーたんきた！」

　その一帯だけカーニバル状態、興こう奮ふんの坩堝るつぼと化していた。迫はく力りよくがスゲーから百人以上いるように見えるが、実際は数十人くらいだ。ソファイア親衛隊たちだった。おい泣いてるヤツとかいるけど大だい丈じよう夫ぶか？　ソファイアはヒいたりするコトもなく、堂に入った様子でにこやかに手を振っている。まったく末すえ恐おそろしい男破威オツパイだぜ。

　そして、

「……綺麗な浜ね」

　ゴウッ！　こ、この圧力プレツシヤーは！

　あふれんばかりの輝きを湛たたえた女子軍の傍そばに、ひっそりと咲いた一輪の花。日の光をあまり浴びてないだろう肌はだは血管が透すけるほどに白いが、ひそかに鍛きたえられている筋肉が、不健康な印象を決して与えない。ヅカと買いにいったという淡あわいピンクの水着は、高たか峰みねにしては結構大だい胆たんな布面積だ。ひらひら長いエキゾチックな布──パレオだっけ、たしか──がついており、それでバランスを取っているつもりだとすれば、甘すぎるぞ高峰ッ！　アレが取り払われたときのことを想像するだけで涎よだれが出てくるわ！

　そして……ああ、そして、極めつけは……そう、メガネだぁー！　そんなのいまどきドコで売ってんの？　って思うような野や暮ぼったいメガネ。牛乳瓶びんの底を二つ並べて針金で留めたみたいな、パルコとかで売ってるパーティーグッズの鼻メガネから、鼻だけ取ったみたいな──

「なんでだォー!?」

　オレは絶ぜつ叫きようした。

　なんで浜辺で、しかも水着で、メガネ!?　どこ層狙ねらいだよ！　台無しだよ何もかもが！　女子軍の登場にざわつく男子も、高たか峰みねには目もくれてない。

　本隊から離れてこっちに向かって来ていたヅカ、ソファイア、高峰の三人や、オレの隣となりのカンヤを含めた周囲の皆が、いきなり叫んだオレに奇き異いなものでも見るような視線を送ってくる。構わずオレはスタスタと高峰に歩み寄ると、その腕を取ってグイと引っ張った。

「──たのむ、こっち来てくれ、大事な話がある！」

「えちょ、ちょっと、なに!?」

　うろたえている高峰をグイグイ引っ張って、海と反対側、砂が途と切ぎれて緑の茂しげる辺りまで下がった。木立に入ったところで高峰の腕を放すと、オレはパンッ！　と両手を合わせた。

「そのメガネ、外してえぇえっ！」

　搾しぼり出だすような声で懇こん願がんする。

「は、はあ？　なにそれ……」

「オマエ今、カァンッッッペキだから！　そのメガネさえなかったら、ビーチの女神だから！　オレが見たいってのもあるけどさ、なんつーの？　キレイに磨みがき上あげられたガラス戸に一ヶ所だけ指し紋もんがついてたら拭ふきたくならねーか!?　超ガンバって掃そう除じした部屋の真ん中にナンに使ったのかもわからない丸められたティッシュが落ちてたら捨てたくならねーか!?　いや、別にメガネが悪いっつってんじゃないよ？　メガネにはメガネの良さがあるさ、うん……だが瓶底、テメーはダメだ！」

「……イヤよ」

「なんでよ!?　目立つから？　それって自意識過剰じゃない？　自分がカワイイって知ってるってコトだよね？　そういうのってナンかイヤ！　ていうかビーチでメガネしてたら逆に目立っちゃうでしょ!?」

　高峰は両手を上げ、ズゴゴゴと迫せまるオレに対する防ぼう壁へきを築きながら、ため息をついた。

「あ、あのねえ……」

　コホン、咳せき払ばらいを一つしてから、キッ！　オレを睨にらみつけてくる。

「私、今怒ってるんだけど？」

「え、なんで？」

「着替えを覗のぞいたでしょう！」

　がおっ！　吠ほえる高たか峰みね。

「あ、ああ……だからアレはマジに違うんだって……ナンでそんな後引いてんだよ？　下着姿なら前も見たじゃん」

「ご、誤解を招くような言い方しないでよ！　あのね、私やソファイアだけなら、まだいいのよ……いや、よくはないけど！　まあ、キミがそういう人だって知ってるし」

　オレは一体どういう人だと思われてるのやら、興味はあるが黙だまって聞く。

「でも、同室の二人は慣れてないのよ？　えっちなのはしょうがないとしても、人に迷めい惑わくかけちゃ駄だ目めでしょう。大おお塚つかさんと私で誤ご魔ま化かすの、大変だったんだから。部屋を間違えたんじゃないかって」

　部屋を間違えた……おお、これ天才的な言い訳じゃね？　シンプルながら効果抜群！　今度使わしてもらおう。

　まあそれは置いといて、今大事なのは、高峰にメガネを外してもらうために、オレはどうしたらイイのかってコトだ。ない知恵しぼって考える……高峰は結構押しに弱いトコあるし、基本的に人の話は聞いてくれるヤツだから、オレが必死にカナちゃんのコトを説明したら聞いてくれるかもしれない。でもそれは賭かけだ。自分がよくわかってねーもんを上う手まく説明できる自信はないし、ここは……迎げい合ごうしとくか。

「──そそ、それだよそれ、部屋間違えたんだって！　そーゆーコトにしとくわ。ゴメン、次から気をつける。絶対。だからさ、ね、メガネ外して？」

　再度、両手を合わせるオレに、高峰はぽつりと言った。

「……慣れてないんだけどな、大勢の前で素顔見せるの」

　オレは息を吸い込んで。

「外してえぇぇえっ！　海に捨ててえぇぇえっ！」

『ぇぇえっ！』の部分を裏声にして、哀あい切せつの響ひびきを含ませるオレ。

　浜には続々と女子たちがやって来てて、いっそう華はなやいできている。その辺りも計算のウチよ！　どうだ高峰ッ！　これ以上オレが哀あい願がんしてると目立っちまうぜー!?　ゲヘヘヘ！

「い、いや、捨てないし！　うう……もう！」

　と、高峰はキュッと唇くちびるを結ぶと、片手の指をメガネのつるにかけた……おっ、取っちゃうのか!?　ついに封ふう印いんがとけられる!?

　そのまま思い切りよく、スパッ！　今、メガネが外され……う、うわあ！　身にまとうオーラすら変わりやがった！　このギャップの力はヤベェ、まともに見らんねー……スイマセン、ほんとすいません……ハッ、なんでオレ心底謝ってんだ!?

「──キミが言うように、メガネしてるとちょっと変かもね。少しは慣れないとだし」

　肩掛けカバンにメガネを仕し舞まい、高峰は緊きん張ちようした面おも持もちで、すうっと一つ深呼吸。

「うん、大だい丈じよう夫ぶ、戻りましょうか」

「お、おお、おう……！」

　今度はオレが若じやつ干かん気圧されつつ、連れ立って浜に戻れば、二本のビーチパラソルは既すでに立てられていた。

　メガネを外した高たか峰みねの姿に、ヅカが歓かん声せいを上げた。

　オレは親指を立てて言う。

「説得してきた」

「おー、やっぱ絶対その方がいいよ！　超かわいー!!」

　普ふ段だん結構男っぽいヅカが、キャッキャとガールズ成分を見せる。

「当然ですっ！」

　腰に手を当て、我がコトのようにエッヘンするソファイア……おい、あんま胸を反らすな、こぼれるぞ！　こんなトコでポロリしたら、出血多量で死ぬぞ、男子の誰だれかが！　テロだぞそれ！　男を破は壊かいするつもりか！
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「ねーねー、コンタクトにはしないの？　すっごいモテると思うよ、逆ハーレム作れちゃうくらい！」

「そういうのは、ちょっと、落ち着かないから……」

「えーもったいなーい！」

　テンション高いヅカと、圧され気味の高峰が言葉を交わしている横で、カンヤが目を点にしている。

「……誰だれ？」

「え、高たか峰みねだけど……」

　生真面目に答える高峰、その頰ほおはわずかに赤く、目は不安そうに泳いでる……ちょ、カワイイ！　凜り々りしい高峰も地味な高峰もイイんだけど、こういう頼りなさげな表情の高峰は、スゲー守ってやりたくなる。

「なあなあ、お前らこのパラソルどーしたんだよ？」

　と、声をかけてきたのはクラスメイトの宮みや本もとだった。

　宮本は、色抜いた髪をオールバックにしてたり、他校のヤツラと夜出歩いたりして素行があんまよくなかったりで、教師たちからはチョイ悪のレッテルを貼はられている。でも実際はかなりマトモなヤツ。宮本は不良じゃなくてロッカーなんだ。バンド組んでて、たまにライブやってたりする。夜遊びもその関係。

「宿で貸してくれたよー？　ボールとか浮き輪とかもあるってさ。ゴーグルとか」

　ヅカがそう答えると、

「お、俺おれも後で借りに行こ。ありがと、な──」

　と、宮本は隅っこに佇たたずむ高峰の姿に目を留めて言った。

「誰？」

「高峰です」

　オレが答えると、宮みや本もとはポカーンとして、

「あのメガネの？」

「そう、そのメガネの」

「……マジで？　え、マジでか!?　マジッすかァァァあ!?」

　ガン見されて、高峰はやや居心地悪そうにしながら頷うなずく。

「よー、オメーらバスケやらね？」

　と、バスケバカ乾いぬいも顔を見せた。

　なんで浜辺でバスケなんだよ、ビーチバレーだろそこは、と誰かが突っ込む前に、高峰の姿を見た乾は言った。

「え、誰？」

　──それから高峰は、見知ったはずのクラスメイトに何回も自己紹介するハメになった。『高峰さんって居る？』とか、『おわ、マジでメガネ外してる！』とか、物見遊山で来るヤツや、遊びに誘さそいにくるヤツが続出したからだ。男子のみならず女子までも。

　オレはすっかりカヤの外から、浮ついた空気の中心で、アワアワしながら生真面目に対応してる高峰を眺ながめていた。ソファイアもいるし、ヅカもなんだかんだで人を集めるタチなので、この辺りの人口密度は恒常的に濃くなってる。

「すっげーなこりゃ……」

　オレと同じく『あれ、オマエ何でここにいるの？』状態になったカンヤが呟つぶやく。

　んぬぬぬ……オレが外してって頼んだ手前、こういうのもなんか身勝手なんだけど……てゆーかまあ、ある程度オレの望んだ展開ではあったりするんだけど……ナンなんだろなーコレ、複雑な気持ちだ。去年、ウチの近所にある、かなりウマいのにお客さんあんま入ってなかったカレー屋にトモダチ連れて行ったら、翌日からソイツやソイツのツレが入いり浸びたるようになったんだが、そのときの気分に似てる。

　まあオレのモンモンとした感情はともかく、他でもない高たか峰みねがつらそうなので、一計を案じることにした。タタタ、少し離れて、と……

「──おーい高峰、なんかセンセーが呼んでるぜ？」

　泳ぎがちだった高峰の視線が、オレの方を向いた。

「なんだろ……ちょっと御ご免めんなさい」

　と、周囲に居座るクラスメイトたちに断って、人ごみを抜けてきた。よし成功。そのまま一いつ緒しよに歩いて、海辺から離れて木立に入り、宿へと上がっていく坂の下までやってきた。サワサワ、風が草木を揺ゆらす柔やわらかい音がしている。浜辺の方から、楽しげな声が響ひびいてくる。

「先生の用事、なんだって？」

　高峰が聞いてくるのに、オレは足を止めて返す。

「ああ、それウソだよ？」

「え？」

「なんかオマエが大変そうだったからさ。少し休みたいかなと思って」

「ああ、そうなの……ありがとう、正直、助かったわ」

　安あん堵どの吐と息いきを漏もらす高峰。弱ってるカンジは珍しい。

「んー、なんかゴメンな？　あんな騒ぎになるとは思わなくてさ」

　オレが言うと、高峰は意外そうな顔をしてから、間をおいて小さく吹き出した。

「なんだよ？」

「いや、随ずい分ぶん殊しゆ勝しようなこと言うんだなと思って。キミのことだから『態度がなってねーぞ、もっとフレンドリィにエンジョイだ』とか、言われるかと思った」

「あー、いかにもオレが言いそうなコトだ……ウッゼェなオレって！」

　高峰はまた少し笑う。

「気にしないでいいのに。騒がしいのは慣れてないから戸と惑まどいはするけど、イヤというわけではないから。せっかくだし、私なりに楽しんでるのよ」

　そうか、まあそれなら、よかった……かな？

「あ、そういや、今日は行かないのか？　寺。行くならオレもついてくけど？」

「ん、今日は行かない……というか、この島にはお寺がないの。元々沖縄の島々にはお寺が少ないのよ。この島にあるのは神社だけ。でも古いから、何か手がかりはあるかもしれない。この後お祭りで行くとき調べてみるつもりよ」

　ああ、そうそう、そうなんだ。ひょっとしたら学校側が時期を合わせたのかもだけど、今日、丁度お祭りがあるらしい。オレ、超楽しみにしてるんだよね。本当に夏を取り戻してるカンジがしてさ。







　浜辺に戻ってからは、いやー、遊んだ遊んだ！　めいっぱい泳いだし、ビーチバレーもやった。

　海に入るとなって、パレオを取り払った高たか峰みねの姿は、はっきり言ってヤバ過ぎた。おっぱいの星の下に生まれて十六年、まさかこのオレが胸よりも腰のラインにクラリとくるコトがあるとは、思ってもみなかった。まだトランクスタイプの水着だったからよかったものの、競泳水着とかだったらバレてただろう。危なかった。

　ビーチバレーでは、ソファイアの男破威オツパイが猛もう威いを振るった。相手が男子の場合、その目は空中にあるボールを追えばイイのか、それとも地上で揺ゆれる二つのボールを追えばイイのか、一いつ瞬しゆんでわからないみたいだった。

　日が少し傾かたむいてきたころ、五人で浜辺を後にした。まだ遊んでるヤツが大半だったけど、シャワー室が混まないうちに帰るのが冴さえたやり方だ。

　着替えが済むころには、あちこちに飾かざられた提ちよう灯ちんに火が入り、にわかに祭りの気配が漂ただよい始めた。

「──やーやー、おまたせー！」

　宿の門の左右で、阿あ吽うんの像みたく待っていたオレとカンヤは、ヅカの声に振り向いた

「「おおっ！」」

　同時に感かん嘆たんの声を上げる。

　カランコロン、下駄の音色も涼すずしげに現れた三人娘。身に着けた浴衣ゆかたや羽は織おりはオレやカンヤと同じ、宿で貸し出してくれる飾り気のないヤツに過ぎないってのに、華はながある！

　ヅカは青い花飾りのヘアピンをかんざし代わりに留め、ソファイアはたっぷりの金髪をゆるく一つにまとめており、高峰はアップに結っていて、うなじが見えるのがポイント高い。メガネはなし。

「似合ってんなー、オマエら」

「へっへー！」

　オレが言うと、ヅカが得意げに胸を張った。

「うー、やっぱり落ち着かない……」

　高峰は目の辺りを触っている。

「フジ様もカンヤ様も、良くお似合いですよ！」

　ソファイアが微笑ほほえむ……いやいやオレらはイイから、オマケだから。

　外側は同じなのに、内側に確かな個性……うん、これは、コンビニまんに例えてみるか。

　ヅカはカレーまんだな。長身だから浴衣ゆかたはあまり似合わないかもと思いきや、コレはコレでアリだっていうようなスパイシーさ。

　高たか峰みねはあんまんだ。派手さはないがしっかりウマい。胃に優しい甘さで、何個でも食べられるカンジ。

　そしてソファイアは……もうイイだろ、肉まんだよ！　言わせんな恥はずかしい！

　それにしてもコンビニまんとは、我ながらなんとエロい例えを思いついてしまったんだ……コン、ビニ、まん！　形も名前もエロいじゃねーか！　おお、自分の才能が恐おそろしい……！

「──よっし、じゃ、とりあえず行くべ？」

　カンヤの言葉で、オレらはチンタラ歩き出した。

　時刻は夕暮れ。吹き抜ける風は、今が秋であったことを突とつ然ぜん思い出したかのような爽さわやかさを宿していた。鼻をくすぐるかすかな甘さは、島のあちこちに咲く花の匂いだろうか。

　所々が石いし垣がきの路地には提灯が連なり、並ぶ家々は扉とびらも窓も全部開けっ放しで、子どもたちが走り回って出たり入ったりしている。軒のき先さきではオジサンやニーチャンたちが、サンシンとかいう三味線みたいな弦げん楽がつ器きを弾ひいている。夕飯の匂においや風ふ呂ろの湯気、テレビの音声や笑い声、音階が幾いくつか抜けた、沖縄っぽい楽器の音色や歌声……それらが路地に流れ出しては交じり合う。壁が全部取り払われたかのような一体感がある。

「──なんだか、もう既すでに楽しいですね！　以前母から話を聞いて、ずっと来てみたいと思っておりました」

　ソファイアが歩きながら、弾はずんだ声で言う。

「こういうお祭りって初めてなん？」

　と、カンヤが尋たずねる。

「はいっ！」

　ぬう、イイ笑顔だ。

「そっかー初体験かー、じゃあロマンティックな思い出にしてやらねーとな……大だい丈じよう夫ぶ、センパイたちに任せときなさいグフフ……」

　初体験という言葉の持つ魔ま力りよくに引っ張られるオレ。

「ユマっちも、なんかやらしー！　ったく、男ってすぐコレだからよー」

　とか、ヅカにツッコまれたりしつつワイワイと、やがてオレらは祭りの会場、神社の境けい内だいに辿たどり着ついた。どこかひょうきんな顔をした狛こま犬いぬがオレらを出迎えてくれる。シーサーとかいうんだっけな。

　中央に低い紅白のやぐらが組まれ、上では着物の熟女ダンサーたちが、下では一般参加っぽい人たちが、スピーカーから流れる音楽に合わせて、ゆるやかな踊りを踊っている。さっき道すがら聞こえてきたのと同じような、沖縄っぽい音楽だ。多くはないが幾いくつか屋台もあって、あちこちでウチの生徒がはしゃいでるのが見える。古そうな神社の建物は極ごく彩さい色しきの布で飾られ、異国情じよう緒ちよがありながら、なんとなく懐かしい。

　大きな祭りと違って熱狂的とまではいかないが、心こころ躍おどる穏やかな熱気に包まれて……あー、コレコレ、コレだよ祭りの空気！

「──わあっ！」

　いつも大人びてるっつーか、背伸びしてるっつーかなソファイアが、珍しく年相応な歓かん声せいを上げた。

　オレとカンヤとヅカが頷うなずき合あい、我先にと駆け出そうとしたまさにそのとき、

「私、班別研究の関係で、ちょっと本ほん殿でんに行ってくるから」

　高たか峰みねがそんなコト言ったので、皆つんのめりかけた。ああ、そういや、調べてみるって言ってたよな。

「んーなら、おれらも一いつ緒しよに行くよ？」

　カンヤの提案に、高峰は首を振る。

「そんなにかからないと思うし、皆は先に楽しんでて」

「えー、でも、昨日も結構任せちゃったし……」

　悪いよ──と言いかけたヅカの言葉を遮さえぎるように、オレは言った。

「んじゃ、そーさせて貰うわ。ほら、行こーぜ？」

　冷たいようだが、オレなりに考えた末の対応だ。高峰が例のネクロマンサー関係のコトを調べるなら、ヅカやカンヤが居ない方がやりやすいんじゃないかと思って。別わかれ際ぎわに高峰の方を見たら薄っすら微笑ほほえんでくれたから、多分間違ってなかったんじゃないかな？

　ソファイアは高峰について行きたそうだったが、ソファイアまで行くとなったら皆で行くコトになるだろう。空気読んだみたいで何も言わなかった。

　高峰と別れたオレたちは、まず手始めにワタアメの屋台に向かった。

「アンタらー、修学旅行生ね？」

　ワタアメを手渡してくれながら、店番のオバチャンが言った。

「そーでっす！」

　コミュニケーション能力に定評のあるヅカがいち早く答える。

「このお祭り目当てさー？」

「え、どうだろ……あーでも、そうかもです。予定に入ってたし」

　オバチャンはニコニコと。

「そーかいそーかい、じゃあしっかりお祈いのりして、今日は早く寝るといいよー、大うぷ主ぬし様が来られる前に寝ないと、お願い事叶かなえてもらえないさ」

「うぷぬしさま？」

　ヅカが首をかしげる。

　うぷぬし？　なんだその人、エロＺＩＰとか動画とか配布してくれんのか？

「知らんね？　この辺りで一番偉い神様でねー、夢の中にやって来て、なんでも願い事を叶かなえてくれるんさー。アンタら、今日浜にいった？　沖の方に島があったでしょ？」

「なんかモコモコっとした島スよね？」

　オレが言うと、オバチャンは頷うなずいた。

「あれ、瓶霧へいむ島じまっていってねー、大うぷ主ぬし様がお越しになるときに、あそこに最初に降り立つっていわれてるのよー。このお祭りは、大うぷ主ぬし様をお迎むかえするお祭りさあ」

「ふん、こんなモン、本当の祭りじゃねーやっさ」

　不ふ貞て腐くされたカンジの声が割り込んできたのでそっちを見ると、すぐ隣となりの屋台で、色いろ鮮あざやかなヨーヨー風船がプカプカ浮かんだ大きな水槽を前にして、ねじりハチマキにＴシャツ姿のいかついオッチャンが、膝ひざに肘ひじを乗せて頰ほお杖づえをついていた。

「俺おれが童わらばーぬ頃はよー、もっとちゃんと大うぷ主ぬし様を御奉りしてたわけさ。近ごろは新しい人も増えたから、祭礼もそこそこで縁日ばっかり盛り上がってよー、大うぷ主ぬし様に申し訳ないさー」

「えぇ、そんなこと、この人たちに言っても困らされるよー？」

　オバチャンがちょっと強い口調で咎とがめると、オッチャンは後ろ頭を搔かいた。

「だー、そーねー……ちょっとこっち来んね？」

　オレたちを手招きすると、ヨーヨー風船を一個ずつ手渡してくれた。

「どうせ余りそうだから、おわびにあげるよー」

　オレたちが歓かん声せいを上げ、口々に礼を述べると、オッチャンは日に焼けた顔をクシャリとさせて笑顔を見せてくれた。

　片手にワタアメ、片手にヨーヨー風船、祭りを堪たん能のうするに最強の装備を手に入れたオレらは、次々に屋台を回っていった。そう広いわけじゃないから、クラスメートたちと頻ひん繁ぱんに遭そう遇ぐう。オレやカンヤがクラスメイトたちとダベる横で、ソファイアがカキ氷を食べて人生初の頭キーン状態になり、どこからともなく現れた親衛隊たちに『おのれカキ氷め、許せんっ！』『死なないでソフィーたん！』とか熱い声せい援えんを受けたり、ヅカが演劇部の女子部員たちと遭遇し、『うへ、大おお塚つかの浴衣ゆかた姿、マジカッケーな！』『ちょ、ホレてイイ!?　マジで！』とかキャーキャー騒がれたり……

「──遅いですね」

　カンヤとヅカがちょっと離れたとき、ソファイアがふと言った。高たか峰みねのコトだろう。

「そーだな」

　華はなやかに飾られた神社の本ほん殿でんを見ながら返す。

「お姉様、フジ様のために頑がん張ばってます」

　ソファイアの言葉に、オレは顔をしかめた。

「そーなんだよねー……」

「どうされました？」

「いやー、オレのせいで高たか峰みねが楽しめないと、ヤダなと思って。結構前からそうなんだけど、自分の為ために誰だれかがこんな頑がん張ばってくれるのって慣れてなくてさ、どうしたらイイのかわからねーんだ」

　ため息混じりに言ってしまってから、年下の女の子に吐はき出だすような悩なやみでもないよなーと反省。

　ソファイアは大人びた微ほほ笑えみを浮かべて言った。

「わたくしも覚えがあります。我がアクセルロッドは、血を重んじる血族主義的側面と、強さがそのまま発言力になるという、実力主義的側面を兼ね備えた一族です。継けい承しよう候補となる前と後では、屋や敷しき内での生活が随ずい分ぶんと変わったので、戸と惑まどいました」

　ソファイアって生まれたときからお嬢様って印象だったけど、違ったのか……

「口くち幅はばったいことを申しますが、良くして下さる方には、申し訳なく思うよりも感謝の気持ちをより強く抱くべきではないでしょうか？　献けん身しんを揺ゆるぎなく受け入れることも器量だと、わたくしは思いますよ」

「まーなー……」

　頭ではそれも、わかるんだけどな。気持ちの問題ってのはいつもビミョーだ。

「──ただいま」

　フラットな声に思考を中断させられ、そっちを見れば、おお、高峰！　ウワサをすればカゲってヤツか。

「おかりなさいませ、如何いかがでしたか？」

　ソファイアが言うのに、まずまずといった表情の高峰。

「やや気になる話は聞けたわ」

「どんな？」

　と、オレ。

「この島の信しん仰こうってね、普ふ通つうの琉りゆう球きゆう神しん道とうとちょっと違うみたいなのよ。今日のお祭りもそう。ニライカナイにおはす〝ニライの大うぷ主ぬし〟という神様が遊びに来られるっていうものらしいけど、本来そういうことをなさる神様ではないはずなの。この微び妙みような変化が何によってもたらされたのか、調べてみる価値はありそうだわ」

「なるほど」

　神しん妙みように頷うなずいてるソファイア……えちょ、待て待て待てウエイウエイウエイ！

「何がどうナルホドなんだ？　またオレだけ置いてけぼり感！」

　高峰は周囲を伺うかがうように目を配ってから、声のトーンを下げて言った。

「簡単に言うと、その神様が私の探しているネクロマンサーかもしれないってことよ。まあ正確には、この島におけるエピソードの一部に関わってたかもって話」

　高たか峰みねの言葉にポカンとするオレ。

「スケールでけーなーオイ……」

　よりによって神様とは。まあ確かにネクロマンシーって、知らない人から見れば神かみ業わざ以外のナニモノでもないよな。

「どんな人だったんだろーな？」

　オレが何気なしに言うと、高峰は少し遠い目をした。

「わからないけれど、少なくとも、幸せな人ではなかったんじゃないかな……」

「なんで？　神様として皆から尊敬されてさ、イイ人生だったんじゃねーか？」

「どうかしら。今みたいに飛行機もない時代に、命がけで海を渡った人よ。何か、執しゆう念ねんめいたものを感じるの。まあ、ネクロマンサーは基本的に、余り幸せにはなれないんだけどね。普ふ通つうの幸せに背を向けて歩く、業の深い道だから」

「──お、高峰さん、戻ったんだ！　おかえり！」

　と、底抜けに明るい声とともにヅカが戻って来た。半歩後ろにカンヤもいる。高峰がまとった、淡あわいしんみりムードが霧む散さんする。

「ね、ね、ね、皆揃そろったんだし、そろそろ踊っときません？」

　踊りの輪を示しながらヅカが言う。

「うえ、マジ？」

　顔をしかめるカンヤに、ヅカは挑ちよう発はつ的てきなツラを向けた。

「なに、恥ずかしいって？　カンヤさんともあろーもんが、随ずい分ぶんつまらねーコト言うね！」

「んだとコラッ！　いいぜ、おれのダンステクに酔よいな！」

　二人がバチバチと火花を散らしながら、踊りの輪に駆かけ込こんでいく。ノリのイイ奴やつらだ。さて、んじゃオレらも行くか。

「わ、私はいいわ、遠えん慮りよしとく……」

　とか、無ぶ粋すいなコトを言う高峰の右腕をソファイアが、左腕をオレがとって、踊りの輪へとズルズル……

「い、いいって、踊りとか、わからないんだってば！」

　高峰の声は悲鳴に近い。

「大丈夫だって。わかるとかわからねーとか、関係ねーから。こういうのはな、ノリだ」

「きっと楽しいですよ！」

　オレとソファイアが口々に言う。

　ヅカとカンヤはもう結構進んでしまっていて、やぐらを挟はさんで反対側の辺りで、このゆるやかなグルーヴに身を任せている。オレらも早くいかねーと──と、ドンッ！　高峰の腕を引くオレの肩が、通行人と接せつ触しよくした。

「あ、スンマセ──」

　謝りかけたトコで、ガッ！　浴衣ゆかたの襟えりを乱暴に摑つかまれる……なななナニ!?

「おゥおゥおゥッ！」

　うわっタバコクセェ！

「何ど処こに目ェつけて歩いてンだ？　あ？　トバすぞ空まで、それか宇宙までよ。オウ、こちとらもう五回目なんだよ、テメェらガキどもにブチ当たられるのァよ。仏の顔も三度までって言うじゃねェか、ええ？　それ考えたら優しいよなァ、俺おれって奴やつァ……ま、慰謝料よこしとけや、二万……って、あ!?」

　言ってる途と中ちゆうで、ソイツの目は驚きよう愕がくに見開かれた。

「テッ、テメェッ!?」

　全力で目をそらしながら顎あごをしゃくれさせ、何とか顔の造ぞう詣けいを変えようと試みるオレ。

「ひ、人違いヨー、ワタシちょと日本語わからないヨー」

「まだナンも言ってねェだろうが！　オウ、ナンナンだそのムカつく態度は、ナメてんのか？　キャラ定まってねーんだよボケが！」

「あ、貴方あなた、岸きし谷たに万ま里り王お！」

「現れましたね……フジ様をお放しなさい！」

　身構える高たか峰みねとソファイアを、万里王はチラリと一いち瞥べつ。

「テメェら……どうしてココに居やがる？」

「そ、そりゃ、コッチが聞きたいヨー！　なんでオマエがココに居るんだヨー！」

「質問に質問で返すんじゃねェッ！　もうそのキャラ意味ねーだろうが。ヤメろや、うっかり殺しちまいそうだ。あとサンをつけろ」

　ギリギリギリ……ぐええ、首が絞しまる！

「──何を騒いでいるんですか、万里王」

　と、万里王の背後から、諌める様な声と共に姿を見せた男は、一いつ拍ぱく置いてから言った。

「なるほど、これはこれは……」

　え？　あ、あれってプラトーンか？　いや、声からしてプラトーンに間違いないんだが、暗色系のスーツをピシッと着込んだその顔には……なんでだ!?　子どもが被かぶるようなお面！　よりによって、リボンのついたウサギさんだ。どういうセンスだよ。

「不ふ二じ君を離しなさい……なにそのお面、ふざけてるの？」

　熱さと冷たさ、そして戸と惑まどいを内包した高峰の声が、オレの背中を叩たたく。いくら高峰と言えどスルーできなかったか……

「お祭りヴァージョンです。この場ではこちらの方が、より自然でしょう？」

　答えるプラトーン……いやいやいや、シュールだよそれ！
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「……万ま里り王お、取とり敢あえず手を離しなさい。非常に目立っています」

　プラトーンが続ける。まったくその通りだ。周囲の人たちもナニゴトかとこっちを見ているし、

「ユマっち、どーした!?」

「なになに、ケンカ!?」

　カンヤとヅカも気づいて駆かけ寄よって来た。

　万里王は舌打ち一つこぼすとオレの襟えりを離し、

「ケンカなんかしてねェよ、ちとジャレてただけだ、なァ？」

　ガッ！　オレと無理やり肩を組んで、周囲にアピール。

「そ、そうそう！　ジャレてただけッス、お騒がせしました！」

　オレも笑顔でピース……二人とも顔は引きつっていたが。

　なーんだ人騒がせなってカンジで、周囲の人たちが再び穏やかな祭りの中に帰っていく中、周囲を眺ながめつつプラトーンが口を開いた。

「さて、ゆっくり話し合うには場所と状じよう況きようが良くありませんね。当面のところ私が知りたいのは、貴方あなたがたが我々の邪じや魔まになるか否かのみです。それを踏ふまえた上でお答え下さい……貴方がたは、なぜこの島に？」

　カンヤとヅカが、頭の上に〝？〟を浮かべてこっちを見ている。それを気にしてか、高たか峰みねは言いづらそうに答えた。

「……ただ修学旅行で来ただけよ。貴方あなたたちこそ、どうして此こ処こに？」

「奇き遇ぐうですね、私たちも観光で来たんですよ」

「信じられますか、そのようなこと！」

　ソファイアが食って掛かるのに、プラトーンは肩をすくめた。

「大切なのは真しん偽ぎではありません。これは意思の表明です。貴方がたが〝本当に〟修学旅行でやって来ただけなら、私も万ま里り王おも楽しい旅の邪じや魔まはしませんよ。明あけ透すけな言い方をするなら、お互い係わり合いにならないでおきましょう、ということです。宜よろしいですね？」

「……早く行って」

　短く高たか峰みねが言う。

「ええ。さ、行きましょう、万里王」

　オレの隣となりで、オレと同じように黙だまってやり取りを眺ながめていた万里王は、器用に片方の眉まゆを吊つり上あげて言った。

「イイんスかァ？」

「支障ありませんよ。二に兎とを追うものは一いつ兎とも得ずです……では失礼」

　踵きびすを返して歩き去らんとす、お面の怪かい人じん。万里王は舌打ち一つ、その後に続いて歩き出しざまにオレを一ひと睨にらみした。

「運が良かったなァ、見逃してやるけどイイ気になんじゃねェぞ？　ま、せいぜい楽しめや、修学旅行とやらをよォ！」

　プラトーンは定規で測ったような、万里王はギラギラと周囲に嚙かみ付つくような、それぞれ対照的な歩き方で去って行った……ふー、とりあえずやれやれか。

「──な、何だよアレ、こっわ！」

「ユマっち大だい丈じよう夫ぶ？　なに今の……知り合い？」

　ずっと固かた唾ずを呑のんで見守っていたカンヤとヅカが口々に言い始めた。う、コレ、ちょっとヤバくねーか？

「えと、アイツらはその、頭わりーチンピラと……インテリヤクザ？　オレがぶつかっちゃってさ、絡からまれたってゆーか……」

　そういやオレ、アイツらのコトなんもしらねーや。しどろもどろなオレの言葉を継ついで、高峰が言った。

「御ご免めんなさい、驚かせてしまって。私のちょっとした知り合いなの。皆には迷めい惑わくかけないようにするから」

「いやメーワクとかそんなのいいけど、高峰さんは大丈夫なん？　まあ色々事情あるんだろーけど、トラブルなら相談乗るぜ？」

「そーそー、アタシら一応、トモダチだしね！」

　カンヤとヅカはそう言って、ぐっ！　親指を立てた。おお、さすがオレのマブ、ジーンとさせること言うじゃねーか！

「あ、ありがとう……大だい丈じよう夫ぶ」

　高たか峰みねがやや面食らった様子で返す。

　気のいい二人のおかげで、ハートウォーミングなシーンが展開されてる横で、オレは万ま里り王おが去って行った方をチラチラ気にしていた。頭わりーとか言っちゃったから、引き換えしてこないか心配だったからだ。アイツ妙みように耳がいいからな。







　　三　霧とストレンジャー







　フェリーで船ふな酔よい、海水浴に祭り、そしてクロネクロ二人組との遭そう遇ぐう……いやー、濃い一日だったわー、とりわけ最後が、特濃。

　しかし……まだだ、まだ終わらんよ！　今日という一日は。

　祭りから帰ってすぐオレは、浴衣ゆかたから黒のパーカーに着替えると、宿の裏手に向かった。上に瓦かわらの乗った漆しつ喰くいの壁が続いている。すぐ後ろに木立を背負って立ち、早さつ速そくトレーニングを開始。まずは腕立てからだ。

「──ふっ、ふっ、ふっ！」

　短く息を吐きながら、リズミカルにこなしていく。もうすぐ消灯時間だからそう長くはできなさそうだが、昨日はサボっちまったしな、ちょっとでもやっとかないと。万ま里り王おとプラトーンっていう、わかりやすい脅きよう威いが目の前に現れたことで、危機感と一いつ緒しよにやる気が到来。

　けど、なんでかな、それなりにやってんだけど、さっぱり成長してる気がしねーんだよな。腕とかぜんぜん細いままだし。よく漫画とかじゃ『そして一年後──』とかって、見違えるように強くなってて、手から気だか波動だか光だかビームだかを出したりするよーな必殺技を会得してたりするけど、あーゆーのって、どんな修行したらイイんだ？　少なくとも腕立て伏ふせじゃ無理な気はする……やっぱ滝に打たれるとかか？

『──おいユーマ、なにしておる？』

　五十回を突とつ破ぱしたくらいで、頭上からそんな言葉が降ってきたので動きを止めた。あれ、この声って……立ち上がってキョロキョロするオレ。

『上だよ、うーえ』

　導かれて視線を向ければ、塀へいの上、瓦にちょこんと腰を下ろした小さな影があった。モノクロのドレスにガラスの目。そろえた両りよう膝ひざに両りよう肘ひじを乗せて、花のように開いた両手に顎あごを乗せた姿勢でオレを見下ろしている……

「先生じゃねースか！　どーしてココに？」

『お前たちのことが気になって、接続してみたんだがな。部屋に誰だれもおらんから、ぶらぶらと散歩して来たのよ』

「あれ、どこ行ったんだろ」

　連れションとかかな？

『ともかくお前、腕立てなんぞして、どうした？』

「え、いや、フツーに筋トレっすよ。らしくねースか？　自分の弱さでくやしい思い何度かして、結構こりたんで。ちょっとは強くなっときたいかなって」

『無意味だな』

　マトリ先生（人形）はヒラリと飛び降りてくると、クルクルクルと回転、ピタリと華か麗れいに着地をキメた。オレの心の中の審査員たちが、ズラリと十点満点の札を上げる。

『いかに生者に近いとはいえ、お前はゾンビだ。その体はこの人形と同じように、限られたリソースによって維い持じされ、それが多いか少ないかの違いに過ぎぬ。死の理に縛しばられておるのに変わりはない』

　先生の言葉を聞いて、オレの頭上にエクスクラメーションマークが浮いた。

「ええと……え、つまり？」

『ゾンビがトレーニングして筋肉が増えるというのは、妙みような感じせんか？』

「あー、まあ、言われてみればそんな気も……」

『本来なら、肉体的な痛みや苦しみがあるというだけでも、かなり上等だ。生前と比べれば、その辺の反応もかなり鈍にぶくなっておるだろう？　それでもまあ、規格外のゾンビであるお前ならば、ひょっとしたら成長するのかもしれん。だが、いずれにせよ酷ひどくゆるやかなもののはず。腕立てや腹筋ではどうにもなるまい』

　うへえ、今までやってきた鍛たん錬れんは全て無む駄だだったってコト？　それもショックだが、それより途と方ほうに暮れる。

「じゃ、じゃあオレ、これ以上強くなれないんスか？」

『肉体的にはな』

「マジスか……未来が見えねー！」

　オレは愕がく然ぜんとしてよろめいた。これって、ロープレで例えるなら、敵をいくら倒してもレベルが上がらない状態ってコトだろ？　致ち命めい的てきなバグじゃねーか。そんなんラスボスどころか、最初のイベントすら危ういぞ……

『慌あわてるな。肉体的にはと言っただろう。自律型のゾンビが、半自律型と比べて莫ばく大だいなリソースを食うのは、この世界と魂たましいを結びつける重要なインターフェース、脳の機能を維持するためだ。それは完全自律型のお前とて同じ。知識や知能、反射神経や心構えなどを磨みがくことだけはできる。つまり──』

　先生がまとう気配が変わった。気安いカンジが薄れて、針のような凄すごみを帯びた。

『お前に必要なのは筋トレじゃなく、実戦経験ということだ。私も暇ひまではないが、少しだけ付き合ってやろう。さあ、構えなさい』

「え、ちょ……えと」

　いきなりな展開に面めん食くらいながらも、オレは殺気に圧されるように身構えた……身構えさせられた、っていうべきかな。

「……いいんスか、先生、その人形って、大事なモノなんじゃ？　攻こう撃げきしづらいんスけど」

『何かを大事にするというのは、鍵かぎをかけた倉に仕し舞まい込むことではない。使いどころを誤あやまらないということだ。若者のためになるのなら、何を惜おしむことがある……って、お前なあ、そんな言葉は──』

　ヒュッ！　先生の姿が……消えた!?

『私に一いち撃げきでも入れられる奴やつの言うことだぞ？』

　声はオレの真横からした。とっさに向き直りながら、チリチリと身を焦こがす殺気の源泉に向けて、反射的に拳こぶしを繰くり出だす。やらなきゃやられる感！

　──スパッ！　目にも留まらぬ一いつ閃せんが翻ひるがえり、繰り出したオレの手首が切きり裂さかれる。ほぼ同時に、わずかな微び風ふうと共に迫せまってきた一撃が、ズバッ！　オレの喉のどを切り裂いた。血がほとばしる。タンッ、肩に軽い感かん触しよく。

「ぐふっ!?」

　喉を押さえながら振り返る。オレの手首を一ひと太た刀ち、喉を二太刀で切り裂いた、血ち塗まみれたカミソリを手にした人形が、肩を蹴けって跳ちよう躍やくし、空中でクルリと半回転、着地したところ。ガラスの目がオレを見つめる。

『再生しろ。待ってやる』

　手加減してくれたんだろう、傷はそれほど深くない。これなら簡単だ。

「オスマン・トルコッ！」

　呟つぶやくと、シュバッ！　再生するオレ。

「なんだ、それは？」

　訝いぶかしげな先生。

「え、わかんねースか？　この単語に含まれた、微び妙みようなエロスが。これで再生するんスよ、オレ。準備ＯＫス」

「そ、そうか……なんかようわからんが、なら行くぞ」

　と、シュタタタ！　先生が向かってくる。風のように。くっ、ただでさえ速いのに、あれだけ小さいとほとんど見えない。

　ブンブンヒュバ、オレの繰り出す攻こう撃げきはことごとく空を切り、スパパパッ、先生の攻撃はオレの体を切り裂いていく……

「なめこじる！　ミルクセーキ！　企業アナリスト！　濡ぬれ甘あま納なつ豆とうォォ！」

　再生、再生、再生、再生する……さすが先生だぜ、これで弱くなってるのか？　ってぐらい強い。

　繰り出される攻撃の一撃一撃には、貴重な教えが含まれていた。下へ手たに踏み込むなとか、適当な攻撃をするなとか。少しでも気を抜くと、すぐに厳しい叱しつ咤たのような一撃が飛んでくる。学ぶことがあまりにも多いことにビビらされる。

　そのうちオレは気づいた。先生の弱みは、リーチの短さだ。攻撃を放つためには、オレの間合いの深くまで踏み込んで来なければならない。だからたまに、オレの拳こぶしや蹴けり、攻こう撃げきを放ったそこを足がかりにする。

　ならば──ヒュアッ！　オレは左拳を、わざとゆるく繰くり出だした。そうとは気づかれない程度にだ。先生がオレの狙ねらい通り、その拳を足がかりにしようと跳とんだ。今だ──カクンッ、拳を下げる。先生がバランスを崩くずす──瞬しゆん間かん、ギュバッ！　体を半回転させ、左拳を引きながら右拳を繰り出した。宙ぶらりんな状態の先生へと。

　トンッ！　軽い感かん触しよく。甘すぎるオレのストレートに押されるように、先生はふわりと宙を飛んで、クルクルと回転し、スタッと塀へいの上に着地した。オレの心の中の審査員一同が、立ち上がって拍はく手しゆをした。金メダルだ。

『──やれやれ、お前は甘いなー、機会と見たら全力でとりに行けよ』

「無理ッスよ……先生だって女の子だし、殴なぐれませんよ、全力では……」

　オレは見上げながら、荒あらい息をつく。

『ふふん、可愛かわいい奴やつだ。嫌きらいじゃないぞ、そういうのは。さて、教えるべきことは教えた。一を聞いて十を知るも、百を聞いて一を知らぬも、お前次第だ』

　シャキン、カミソリをしまいながら、先生は言った。

「うおー先生、なんかマジに先生みたいッス！」

『どういう意味だ、どういう。小さいからって馬ば鹿かにしおって、まったく……ま、良い。そろそろ客が来るんでな、戻るぞ私は』

「客？」

『個人的な友人だ。精進せいよ、ユーマ』

　オレは先生に頭を下げる。

「あざっした！」

　先生は小さな片手を振ると、トコトコと瓦かわら屋根を歩いて去って行った。

　塀に背中を預けるように腰を下ろすと、ふー、と熱っぽい息を吐はいた。心地よい疲労が全身を浸ひたしている。今夜は良く眠れそうだ。心構え、度胸、勇気……オレの武器は、そうしたものらしい。ありがと先生、勉強になった。

　しばらくそうして夜空を見上げ、火ほ照てった体を休めていた。耳に届くのは、夜風にそよぐ草の音とか虫の鳴き声とかの、かすかな夜の音……と、ガチャリ、扉とびらの開く音がした。壁の向こうからだ。

　オレはピクリと顔を上げる。

「──お、思ったより広いじゃーん！」

　この声……ヅカ!?　そして、

「わあ、星がすごく綺き麗れいですよ、お姉様！」

「そうね、でもあまりのんびり見てもいられないわ。消灯時間過ぎちゃうもの。早く入っちゃいましょう」

　無む邪じや気きで明るい声と、それに答える淡たん々たんとした声……こ、これは！　耳を澄すますオレ。

「うあーっあぁー、ひーん、超しみるよー！」

　チャプ、チャプ……

「痛そうね」

「ほんと、体洗うのが、マジで拷ごう問もんでさー！　日焼け止め塗ぬってたんだけどなあ……汗で流れちゃったかな？　って、そーゆー高たか峰みねさん、あんま焼けてないね？」

「私はパラソルの下に居た時間の方が長かったから」

　……この壁一枚隔へだてた向こうに何があるのか、もはや言わずもがなだった。女湯の露天風呂パラダイスだ。でも、なんでだ？　風ふ呂ろは海水浴の後にさっと入ったはずじゃ……そうか！　祭りに行って埃っぽくなったから、もう一度ってコトか！　盲もう点てんだったぞ！

　ククク……これはこれは……マトリ先生は、オレは知識や経験を磨みがくべきだと言った。ならエロも磨かないといけねーってコトだろ！　これは神の賜たま物ものだ！　修行せよということだ！　するぞオレは！　修行する！　疲れてなんか要らんねーぜ！

　……え、消灯時間？　ああ、ギリギリだよ、それがどうしたっていうんだ！　修学旅行の夜ってのは、いわば青春のロスタイムなんだ。つまり全力で挑いどまなくちゃならないってコト。

　海水浴んとき高峰に怒られたコトを思い出さないでもなかったが、考えてみればアレは本当に事故だったワケで、一回怒られたなら一回覗のぞかないとフェアじゃなくない？　オレ理論的に考えて。

　つーわけで、ゆっくりと壁に手足をかける……ふっ、この程度の壁でオレを阻むつもりか？　オレを止めたければ、万ばん里りの長ちよう城じようでも築くんだな！

　ビョンと跳とび上あがって瓦かわらを摑つかみ、懸けん垂すいの要領で体を持ち上げたら一気に覗けるかもしれないが、そんなコトをすれば気付かれてしまうだろう。こいつはシリアスなスニーキング・ミッションだ。

　壁の向こうから聞こえてくるのは…

「──よく見ると高峰さんて、結構筋肉ついてるね。何かやってる？」

「少しだけ、運動とか」

「スタイルよくて羨うらやましいなー、アタシちょっと胸小さいからコンプレックスで……つーか、ソファイアちゃんの、やっぱすっげーね、お湯に浮いてんじゃん……ね、ねえねえ、ちょっと触らせてもらってもいいかな？」

「え、ええ、構いませんけれど……」

「マジで？　やった！　じゃ、シツレーしまーす」

　ザバザバ……

「う、うおーなんだこりゃ！　埋うまる！　指が埋まる！」

「ひゃん、オオツカ様、お、おやめ下さいそんな!?」

　バチャバチャバチャ……

　──ヒャアァァァ!?　早く、早くしないと、見逃しちゃう！

　焦あせりで狂くるいそうになりながらも、辛しん抱ぼう強く片手を伸ばし──よし、瓦かわらの縁に指がかかった！　すぐさま両手でぶら下がり、ゆっくりと体を持ち上げていく……ちょ、下か半はん神しん様、先せん端たんが壁に擦こすれて痛いんスけど！　邪じや魔ましないで下さいよ、もう少しですから！

　うおお、総力を振り絞れ、上腕二等筋ンンンンンン……！

「──ふじどの」

　斜ななめ後ろからそう声をかけられた次の瞬しゆん間かん、自分でもどーやったか覚えてないが、オレは風呂場の壁から遠ざかり、森の木こ陰かげにひそんでいた。とにかく必死だった。心臓はドクドクで呼吸はハァハァ……バ、バレてないだろうな？　今度見つかったらマジでオレの信頼がボトムレス失しつ墜つい。

「もがもが……」

　オレの片腕に抱きかかえられ、もう片手で口を押さえられたカナちゃんが身じろぎをしている。ケーサツが見たら問答無用で手が後ろに回りそうな絵ヅラだ。

「シーッ！　静かに、喋しやべるなら小さな声で！」

　カナちゃんはコクリと頷うなずいた。そっと地面に下ろす。

「ぷあ……ふじどの、かくれんぼしてたですか？」

「あ？　あー、まあ、似たような状態だな……」

「へいきなのです。カナはふじどのとしか、おはなしできないので」

　えーと、なんか前もそんなようなコト言ってたけど、それってつまり、カナちゃんの声はオレにしか聞こえないって意味だろうか？

　眉み間けんにしわを寄せているオレの手を取ると、カナちゃんはぐいぐいと引いた。

「ふじどの、いくです。ちちうえにあうです」

「とと、ちょっと待ってくれ！　落ち着くんだ！」

　目の前にエロスが……修行があるんだ！

「だめですか？」

　カナちゃんが首をかしげている。

「えと……そもそも、キミってナンなんだよ？　壁をすり抜けたり、オレとしか話せないとか、なんつーか……ちょっとフツーじゃないぜ？」

　カナちゃんはちょっと考えてから、オレへとぺこん、頭を下げた。

「カナといいます」

「い、いや、名前はわかってる！」

「すきなたべものは、ちちうえがついてくれる、おもちです」

「へー、もちか。ウマいよねつきたてのヤツって……イヤ、そうじゃなくて！」

「しゅみは、ちちうえがおしえてくれた、おりがみです」

　まあ、父上が大好きだってのは把は握あく。

「違う、そういうコトが聞きたいんじゃなくてだな、えーっと──」

　……舌足らずな言葉を根気よく聞き出していくと、どうやらカナちゃんはだいぶ昔に死んだ女の子っぽいコトが判明した。つまり幽ゆう霊れいってコト。やっぱそーだったか……まあゾンビもいるんだから、幽霊もいて不思議じゃないだろう。

　あ、コレって一応、心しん霊れい体験に入るのか。まったく怖こわくねーな。オレからすれば生きてる人間とぜんぜん変わらない。触れるし、体温だってある。

「──幽霊ってさ、どんなカンジなの？　苦しかったりする？」

「くるしくはないです。すこしさみしいです。でもカナはずっと、びょうきでうごけなかったので、あまりかわらないです。いまうごけるのは、うれしいです」

　ピョンピョン跳はねるカナちゃん。う……なんかヘヴィーな人生だったっぽい。

「あ、じゃあさ、カナちゃんのオヤジさんってのも、もう死んでる？」

「はいです」

「どういう人なん？　名前とかさ」

「えーと……やさしいです。かおはこわいです。なまえは、はたもりです。みなは、あじゃりさまとよんでました」

　アジャリサマ？　名前がアジャリなのか？　ハタモリ・アジャリさん？　なんか……アフリカかどっかの人か？

　カナちゃんはまたオレの手を引っ張り始めた。

「さあいくです、ふじどの」

「ちょ、ちょっと待ってってば……なあカナちゃん、それ明日じゃダメ？」

　オレはチラチラと風ふ呂ろ場ばの方を見ながら語る。もう出ちゃったかな？

「いそがしいですか？」

「うん、もうすぐ消灯時間だしさ。それにこれからオレ、あの壁の向こうに行かなきゃなんだよ。それは約束なんだ。決してたがえることのできない、自分との約束さ……」

　……あ、あれ、無反応？　明らかに名ゼリフでしょコレ！　子どもには難しすぎたか。

「いそがしいですか……」

　細い眉まゆ毛げを寄せ、顔を伏せるカナちゃん……ぬうっ！　罪悪感パネェ！

「あーもう、んな悲しそうな顔すんなって！　明日はずっと付き合うからさ。絶対。約束するから、な？」

　そう言ってオレが頭を撫でてやると、カナちゃんは小さな首を頷うなずかせた。さて、幽霊の迷子なんて初めてだし、勝手がわからない。自由時間で足りればいいんだけどな。高たか峰みねの水着姿が見られなくなるかもしれないのは惜おしいが、泣く子には勝てない。

「……にしても、わかんねーな、オヤジってそんなに会いてーモンか？」

　カナちゃんくらい小さいと、そうなのかな？　オレはどうだったろう？　思い出せない……今や家に居ない方がフツーだからな、慣れちまった。オヤジは元気で留守がいい。

「あいたいです。あえないのは、さみしいです……ちちうえはカナがしぬとき、さみしいのでいくなといいました。ちちうえもきっと、いまごろ、さみしいです」

　カナちゃんの言葉に、ちょっとしんみりするオレ……んー、なんて健けな気げな子だ！　『オヤジうぜえ』とか、『下着一いつ緒しよに洗わないでキモイ』とか言っちゃう女の子には見習わせたいトコだぜ。

　しきりに感心しているオレへと、カナちゃんはおもむろに問いかけてきた。

「ふじどの、かべのむこうに、いくですか？」

　おっとそうだ、早くしねーと！　決意を漲みなぎらせるオレ。

「おう行くぜ、誰だれがなんと言おうとな！」

「おてつだいするです」

　と、カナちゃんはなんのつもりか、小さな両手を向けてきた。

「え、なにを……って、うォわ!?　浮いてる！」

　オレの体がフワリと宙に！　どうなってんだ!?　無重力ってこんなカンジか？

「むーむむむ！」

　カナちゃんは両目を閉じていて、その額には玉の汗あせが浮かんでいた。

「お、おい大だい丈じよう夫ぶかよ、スゲーつらそうだぞ、無理すんな!?」

「むむむ……！」

　聞こえてねえ！

　オレはそのままフワフワと宙を滑すべっていく……おいカナちゃん、どこまで運ぶ気だ？　と尋たずねようとして、既すでに壁の上まで来てることに気づいた。やべえ、ここで何か言ったらバレちまうじゃねーか！　おい、もうイイって、やめてくれ！　ジタバタするオレ……と、壁を越えたところで、フッと体に重みが戻ってきた──いかん、落っこちる！　なんの──バァンッ！　よし、後ろ受け身成功！

　──と、身を起こしてふと視線を向ければ、湯に浸つかった三人娘がこっちを見ていた。

「……いやー、ごめんごめん、部屋間違えちゃった！」

　イヤァな沈ちん黙もくが舞い降りる……くそっ、この言い訳はダメだ！

「ほうほう、ここが女湯ですかースバラシイ景色ですなー、あ、ほら見なよ、ブーゲンビリアの花が咲いてる！　月明かりに、映えてるゥー！」

　三人の目がそっちに向いた瞬しゆん間かんに逃げようと思ったが、見たのはソファイアだけだった。冷や汗ダラダラダラ……
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「ふじく──」

　高たか峰みねの言葉が発せられる寸前に、ドヒュン！　オレは飛んだ。危機的状じよう況きようにおける限界突とつ破ぱ、つまり火事場のバカぢからってヤツで、風ふ呂ろ場ばの壁を乗り越える。おお我が肉体よ、こんな力があるなら最初から出しとけ！

　カナちゃんの姿は消えていた。大だい丈じよう夫ぶだったのかな？　無理してたみたいだったけど……てか、大丈夫じゃないのはオレだな。ヤベェヤベェ、どうする？　高峰、ものっすごい冷たい目してたぞ。多分オレが向けられた中でもトップクラスのヤツだ。ツンドラ気候だ。

　どう言い訳する？　風呂場の壁を乗り越えて侵しん入にゆうしてしまった、それっぽい理由……これって難しいぞ！　『受け身の練習をしていた』……いや無理がありすぎる。『壁登りの練習をしていた』……何のためにだよ。『月が綺き麗れいだったから』……ワケわからん……あー！

　マジに悩なやみながら、とりあえず部屋に帰り着くと、カンヤ含む同室の三人が、浴衣ゆかたから動きやすい服に着替えてるトコだった。あれ、どっか行くのか？　まあどうでもイイ。それより言い訳考えねーと。クールなヤツをだ。

「あれユマっち、どこ行ってたんだよ、メール見てねーの？」

　あー、ケータイ……覗のぞき途と中ちゆうでブルったりしてバレるといけないから置いてったんだ。

「部屋におきっぱだった」

　四つの布団ふとんが敷しかれた広間を横切り、窓際の椅い子すに腰を下ろして、オレはブツブツと答えた。言い訳、言い訳……

「先に行ったかと思ってたわ。さっき〝キモ実〟から連絡あったんだぜ、今からやるってよ。ほら、行こーや？」

　ピクッ、カンヤの言葉に、オレの意識は一いつ瞬しゆん、思考の海から帰ってくる。

　──キモ実。キモだめし実行委員会の略。

　大おお仰ぎような名前だが、別に学校側に承認されてるわけじゃない、非公式の団体だ。でも結構歴史は古いらしい。

　何年前かは知らないが、修学旅行に行った当時の二年生たちが、スゴいキモだめしをやったそうだ。どこがどうスゴかったのかは知らないが、そのウワサを聞いた後こう輩はいたちが、先せん輩ぱいたちにノウハウを聞きに行ったのが始まりだという。以降、各部活や生徒会の内部でひそかに受うけ継つがれてきたらしい。

　その秘密結社めいた一団〝キモ実〟が、ついに動くというのだ。

　修学旅行前に予告のメールが来てから、正直オレも楽しみにはしてた……が、タイミングが悪すぎだ。オレは今から、東大入試レベルの難問を解かなきゃいけねーんだ。

「パス」

　短く返すと、カンヤは目を丸くした。

「え、ちょ、それマジで言ってん？」

「マジ」

「ホントにいーのかよ？　高たか峰みねさんも来るらしいぜ？」

　──ビョイィィン！　オレはびっくり箱の中身のように椅い子すから立ち上がった。キモだめしに高峰が加わり最強に見える。この魅み力りよくには抗あらがえない。

「それを先にＹＥＡＨ！」







　キモ実の本領は、別に怖こわい肝きも試だめしを企画するってトコにはない。消灯時間後に堂々と肝試しを行いながら、センセーらには一切気づかせないという離れ業をやってのけるトコにある。それを成功させるためには、オレたち参加者にも守らなきゃいけない手順があった。

　つっても別に複雑なモンじゃない。先に届いたメールに参加希望の返信をすると、幾いくつかの指示と移動ルートが書かれたメールが来るから、それに従って集合場所まで行くだけだ。一いつ斉せいに移動すると絶対バレるので、大体は部屋ごとにバラバラに向かう。その辺も指示がある。センセーらの行動を見張ってる監視役が何人かいるんだろう。まったく徹底してる。

　オレらは指示された通り、かけ布団ぶとんの下にバッグやら予備の布団やらを詰つめてもっこりカモフラージュしてから、指定のルートを辿たどって宿を出た。

　少し雲は出ているものの、降るような月と星の光で夜空は明るい。見上げていると背筋がブルッとなるような、神話的な星空だ。でも電灯とか家の明かりが少ないので、地上は逆に暗かった。本来、地上って夜空より暗いんだなー……町にいるとわかんねーもんだ。

　無言で歩くうちに波の音が強くなってきて、やがてオレらは集合場所へと辿たどりついた。昼間たっぷり遊んだ浜を見下ろす坂の上、木立の中に数十人の生徒たちが集まってザワザワしている。思ったより少ないような気もするが当然参加は自由だし、誰だれとも接点がないよーな、以前の高たか峰みねみてーな生徒は呼べないわけで……ま、こんなもんか。

「──よっ、おめーらも来たか」

　と、クラスメイトの男子連中に声をかけられ、カンヤと二人のルームメイトと一いつ緒しよに混ざり込む。

「やっぱり俺おれは、ソファイアちゃんかな」

「鉄板だな。でも高峰さんもかなりイイぞ」

「あー見た見た、可愛かわいいよな！」

　会話を聞くだに、誰とペアになりたいかって話題のようだ。やれやれ、高峰も人気者になっちまったモンだぜ。

「なあ、高峰ってドコにいる？」

　おもむろにオレが尋たずねると、一人が木立を見渡して言った。

「えーと、確かさっきあの辺に……ほらアレ」

　お、いた。

　微び妙みようにどのコミュニティにも属さないような位置取りで、上はワイシャツ、下はロングスカート、飾り気のないトートバッグを片手に下げて佇たたずんでいる。相変わらず地味な服装だが、メガネがないのは、ちょっとは慣れたってコトかな？

　教えてくれた男子に礼を言ってから、タッタッタ、小走りで近寄った。

「よっ、カーノジョ！　可愛いねー、オレとお茶しなァい？」

　前世紀のナンパ文句で話しかけると、じとっ！　冷たく湿しめった視線が返る。

「お茶は〝する〟ものじゃなくて〝飲む〟ものよ」

　ぬう、ワサビ並みにツーンとしてやがるぜ。

「ご指摘ドーモ……珍しいな、オマエがこんな校則違反アウトローなイベントに参加するなんて」

「大おお塚つかさんが誘さそってくれたの」

　なるほど。ヅカは人を誘うとき、結構有無を言わさないようなところがある。高峰も断りきれなかったよーだな。そのくせ人にイヤがられないのは、ヤツの人ひと柄がらのなせる業だろう。ともかくヅカ、良い仕事グツジヨブだ！

「……で、なんの用ですか？　覗のぞき魔まさん」

　うう、なんて目でオレを見やがる。ケツの穴にツララを突っ込まれた気分だ。

　オレはチラチラと周囲を見渡し、近くに人が居ないのを確認すると、切り出した。

「違うんだよ高たか峰みね、ちょっと聞いてくれ──」

　言い訳は思いつかなかった。こうなったら、素直が一番だ。オレは正直に話した。飛行機で、旅館で、風ふ呂ろ場ばの裏で出会った、父親を探す幽ゆう霊れいの少女の話を。最初のうちは『はいはい』みたいな態度だった高峰だが、途と中ちゆうでふと顔つきが変わった。

「──確かにそう言ったのね？　あじゃりさまって」

「え？　あ、うん。なんか変な名前だよな」

「多分名前じゃないわ。阿あ闍じや梨りというのは、高位の僧そう侶りよの尊称よ……その女の子、此こ処こには呼べない？」

　思案顔で言う高峰。

「あー、無理なんじゃないかな、他の人いると。そんなコト言ってたし」

「なら待つしかないか……」

　お、この反応は、もしや？

「信じてくれるのか？」

「まだわからないことが多すぎるけれど、取とり敢あえずはね」

　やったぜオイ、正直に話すってマジ大事だな！

「んじゃさ、オレの濡ぬれ衣ぎぬって晴れたよな？　覗のぞき魔まとか不ふ名めい誉よな呼び方やめてよね！」

「うん、まあ……いやちょっと！　お風呂は普ふ通つうに覗こうとしたんでしょ？」

　クッ、高峰がずっと何か考えてるっぽいので、この隙すきにウヤムヤにしようと思ったが、失敗だったか！　やっぱ正直すぎるのも考えモンだな。

「そのアジャリとかいうの、そんなに気になるん？」

　オレが尋たずねると、高峰はぽつりと言った。

「……その子のお父さんというのが、私の探しているネクロマンサーかもしれない」

「え!?　ああ、お坊さんだって言ってたっけ、そういえば……」

　昨日高峰が言っていたコトを思い出す。もしそうなら、カナちゃんって相当古い幽霊だったんだな……

「──おーいユマっち、そろそろクジ引きにいこーぜ？」

　と、カンヤが呼びに来たので、会話中断。順番とペアを決めるクジ引きのコトだ。

「後でメールするわ」

　高峰が小声で言う。

「オマエはもう引いたの？　何番よ？」

　高峰は頷うなずいて、指に挟はさんでいた二つ折りの紙切れを、開いて見せてくれた──〝四番〟。

　……よし、四番な、四番。

　カンヤと連れ立って、数人のキモ実メンバーを中心にできている、人だかりの中へと入る。あの箱の中には順番が書かれた紙が二枚ずつ入っていて、同じ番号を引けば、はれてペア成立って形式だ。

　キモ実メンバーの女子が持ってる箱の穴に手を突っ込む。穴に手を突っ込むとか、ちょっと興こう奮ふんするが……ゴソゴソ、指先に幾いくつか紙片の感かん触しよく。

　フッ、オレと高たか峰みねはかなりデスティニーな関係だ。こういう時……どういうわけか……引いてしまう……引いてしまうのだ……どういうわけだかな……引きたくなくとも引いてしまう。オレらはそういうような星の下……勝って……勝って……勝って勝って勝ちまくる……そういう星の下に生まれておる……！　では証明しよう……オレの大言……シュバッ！　と引いて、バッ！　開く──〝二番〟！

「ノウッ!?」

　思わず仰のけ反ぞって叫ぶオレ。

「なに荒あらぶってんのよ？」

「こんばんは、フジ様」

　続けざまにかけられた声に、ガックリと肩を落としながらそちらを見れば、半はん袖そでのＴシャツにジーンズ姿のヅカと……お、ソファイア、来てたのか。まあそりゃそーだわな。高峰がいるならコイツも来るだろう。こっちは長袖のＴシャツにキュロット。二人ともちょっとした荷物を手にしている。

「おー、いや、なんか運命に翻ほん弄ろうされてさ……オマエらもう引いた？　何番？」

「はい、今引いて参りました。わたくしは七番です」

「アタシ四ばーん」

　ちぇ、どっちも違うか。せめてなあ、この二人のどっちかとだったらまだよかった……ってオオォォォォイ!?　ヅカ、オメーが高峰とペアかい！

　クッ、欲しい、あの紙切れが欲しいぞ！　どう交渉すればイイんだ……幾らだ？　二千円までなら出す……オレが悶もん々もんと思い悩んでいると、クジの箱を持ったキモ実の女子が、交換しようぜと話している男子らに注意を飛ばすのが聞こえた。

「すみません、番号の交換はやめてもらえませんか？　一応全部こっちで控ひかえてるんで」

「え、だ、ダメなの？」

　思わず尋たずねるオレ。

「さっきそちらの、ソファイアさんのペアを巡めぐってオークションが始まりそうだったから、止めたところなんです。収拾がつかなくなるので」

　あー……なるほど、容易に想像はつくぜ。

「その節はお騒がせしてしまい、申し訳ありませんでした……」

「いえいえ、いい肝きも試だめしにしましょう」

　ソファイアが女子に頭を下げている。まあコイツが謝る必要はないんじゃねーかとは思うが、可愛さはときに罪ってコトか。あと男破威オツパイが。

　くっそー、仕方ねえ、こうなりゃ誰だれでもイイか、女子なら！　『キャーコワーイ！』とかって抱きつかれて、『大だい丈じよう夫ぶだ、オレがついてる』とかって頼れる男アピールしたら、『やだ、かっこいい……』とかなっちゃっても、知らないんだからね！







　ややあって、ついに肝きも試だめしがスタートした。浜まで下りてから海沿いに進み、別の坂を上がったトコがゴールだそうだ。

　一番目のペアが出発して少し経ってから、キモ実メンバーのＧＯサインを受けて、オレらも浜へと下り立った。

　生なま臭ぐさいってのとはちょっと違うような、潮しおの匂においが鼻び腔くうを満たす。

　ざっざっざ、砂を散らす足音。ざーざーざー、穏おだやかな波の音色──そして、ハァー、オレの深いため息。

「──ホントさー、なんでオマエとなんだよ……」

　さっきから何度目かになる文句をこぼすと、隣となりを歩くカンヤが苦笑いを浮かべた。

「や、おれだって出来れば女の子とがよかったけどさ……ま、いーんじゃん、これはこれで。楽しく肝きもを試そうぜ？」

　うう、そーだよなカンヤ、オマエだってオレと同じ苦しみを味わってるんだよな……それなのにオレを励はげましてくれるとは、なんという思いやりだ！　わかったぜ、受け入れるよオレも、この過か酷こくな運命をよ！

　……にしてもなー、どーなんスかね、浜辺でキモだめしって。ぶっちゃけあんま怖こわくないんじゃね？　山に比べると物もの陰かげ少ないから視界も通るし、何か得体の知れないものがひそんでそうだなって恐きよう怖ふがないんじゃ……なんて思っていた時期が、オレにもありました。

　いや、正直ナメてましたわ、夜の浜辺！

　砂浜はまだいい。白い砂に月光が反射して明るいし、その美しさは幻想的ですらある。問題は海だ。暗い。スゲー暗いんだ……沖に行くほどに黒くなって、水平線で夜空と溶とけ合あっている。向こうから幾いく重えにも寄せてくる波の音が、計り知れない広大さを感じさせる……夜の海さんマジパネェす、超コエーす！　ガクブルっすわ！

　海の方を見ないよう、手にした懐中電灯の照らす先に視線を固定しながら足を進める……イヤでも脳裏に浮かんでくるのは、開始直前にキモ実の数人が話してくれた、海にまつわる怪談の数々だ。

　曰いわく、ある男が水死する直前に、恋人と海をバックに撮とった写真には、波間からオイデオイデするみたいな白い手が無数に写っていた、とか……

　曰く、溺れて死んだ青年の下半身に女の死体が抱きついていて、その死体の死亡推定時刻は青年のものより随分と前だった、とか……

　キモ実のキモだめしは、オドカシ役を使わない。怖こわい話とロケーションで怖がらせるのが伝統だ。聞いたときにはウソくせーとか思ってたが、この状じよう況きようで思い返すとヤバかった。グラビアの全ぜん裸らより、リアルのパンチラの方が興奮するのと同じ原理か。

「──おいおい、なに怖がってんだよ？」

　オレが無言で歩いていると、カンヤが笑いを堪こらえるように言った。

「ばっ、おま、どうやってオレが怖がってるって証しよう拠こだよ!?」

　所々裏声になりながらオレは返す。

「思いっきり動どう揺ようしちゃってんじゃん。ダイジョブだって、この世にユーレイなんか居やしねーっつの！」

　は？　何言っちゃってんのオマエ、オマエの目の前にいるオレはゾンビだし、ユーレイも居るってのフツーに。

「だから、怖がってねーし！　誰だれがユーレイなんか……ユーレイなんか怖くねェェエ！　ヤローぶっ殺してやる！」

「いやもう死んでるし、無理じゃね？」

「生いき霊りようかもしれねーじゃねーか！　ええい、とにかく出てくんなよ、いいか、絶対出てくんなよ！　フリじゃねーからなコレ！」

　周囲に向かって念を押すオレ。

「あはは……あ、ユマっちあそこホラ、水際に白い手が！」

　ビクウッ!?

「あ、ゴメン、流木だったわハハハ」

「おいばかやめろ！　マジでやめろ！」

「あ、ユマっちの背後に！」

　ビクウッ!?

「夜の闇やみが広がってるぜ？」

「ヒィッ……ってフツーじゃねーか！　怖そうに言うなよ！」

「あははは！」

　──とか、他愛もない会話を交わしながら足を進めることしばし、随ずい分ぶん経ったように思えるが実際はそれほどでもないだろう、浜の半なかばまで来たところで、カンヤが唐とう突とつに足を止めた。

「お、おいユマっち、見てみろよ、海！」

「ちょっと、もうね、ヤメテもらえませんかそういうの！　警察呼びますよ！」

　オレは断固として見ずにザッザッザ……

「いや、ちげーよ、怖くないから！　怖くないから見てみ？」

　くっ、これ以上ゴネたらチキン野や郎ろう認定されちまう。仕方ないので足を止め、恐おそる恐おそる振り向いて見れば……うお、スゲエ！

　沖の方、黒々とそびえる離れ小島──瓶へい霧む島じまとかいったっけ？　そこに向かってオレらの居る浜辺から、月光を受けてキラキラ輝かがやく、白い砂の道が出現していた。

「昼間はこんな道なかったよな？　どーなってんだ……」

　──そう呟つぶやいたカンヤの姿が、オレの視界の中でいきなりぼやけた。

　いや、カンヤだけじゃない。周囲を見渡せば、全てがぼんやりし始めていた。降り注ぐ月光が、幾いく筋すじも線のように見える。

「な、なんだこれ……霧きり？　なにいきなりモヤってきてるわけ……？」

　周囲を見渡しながらオレは呟く。風もないのに霧は流れて、あちこちで不気味な渦うずを巻いている……

「お、おい、カンヤ、早く行こうぜ……おい、カンヤ？」

　背筋にひんやりしたものを覚えながら呼びかける。

　……答えはない。

　霧はどんどん濃くなってて、もう手を伸ばしたら触れそうなほどだった。輪郭の朧おぼろなカンヤの影かげは、ぼんやりと突っ立ったままだ。その手にした懐中電灯から放たれる円錐状の明かりは、海の方を向いている。

「お、おーいカズヤさん？　もしもし？」

「──なあ、ユマっち」

　と、霧の向こうから返事があって、ホッとするオレ。急にマジな声になってるのは、またオレをビビらせようとしてんだろう……こ、コノヤロウ！

「オマエな、突とつ然ぜんの霧に乗じてオレを怖こわがらせようとするのはやめろ！　確かに見事だけどよ、そのアドリブ能力は！　スゲーけどやめてホントお願い！」

「ワリ、ユマっち、一人で行ってくれ……バーチャンが呼んでんだ、おれ行かねーと……」

　オレの文句を華か麗れいにスルーするその声は、ひどくウツロなカンジだった……ザ、ザ、ザ、足音が霧の向こうに遠ざかって行く……あの島へと続く道へ。

「お、おい、何言ってんだオマエ……おい、カンヤーッ!?」

　カンヤのバーチャンって、確かカンヤが小学生の頃に亡くなったはずじゃ……『おれバーチャン子だったからさ、当時は泣いたモンよ』って、いつだったか話してた……ゾワァッ！

『不ふ二じ由ゆう真まよ……』

　名前を呼ばれて、ビクッとなった。ぼんやりとにじんだ、ホラ貝の音色っぽい声が、霧の向こうから響ひびいてくる。

「だ、誰だれだ!?」

『さあ、疾とく来たれ……我が楽土に……夢を現とせんがため……』

　……あれ？　この声とこの状じよう況きよう、なんかデジャヴ感じるんだが……あっ！　昨日の夜見た夢だ！　呪のろわれた生命体、不二ＵＭＡを生み出した、罪深いヤツだ！

　そう気づいたとき、オレは見た。幾いく重えにも幾重にも、天から何本もの梯子はしごがかけられたように降り注ぐ月光の向こう──離れ小島からドワワワワ、壁のようにそそり立った濃密な霧のヴェールが、海面を覆おおい尽つくしながら、音もなく押し寄せてくるのを！

「うわっぷ!?」

　慌あわてて両腕で顔をガードしたオレを、霧がモワッと包み込む。

　う……なんだ、急に眠ねむ気けが……意識が、まるで……霧に溶とけるように……







　──私たちの番が来た。

　浜に下りてゆっくりと歩きながら、しばらくは風が気持ち良いとか、思ったより怖こわいとか、夜の砂浜ってロマンティックだねとか、他愛もない話をしていた。ほとんど私は相あい槌づちを打っていただけだったが。

　ふと会話が途と切ぎれ、少しの間があってから、大おお塚つかさんはそれまでの明るさとは打って変わった神しん妙みような態度で、ぽつりと切り出した。

「ねえ、こんなふうに高たか峰みねさんと二人っきりになれるチャンスってあんまりないし、この際だから聞いときたいコトがあってさ……ちょっと変なコト聞くカモだけど、いい？」

　和やかだった空気が、シンと張り詰めた気がした。ザ、ザ、ザ、二つの足音が砂を踏んでいく。

　返事までに少し間をもたせて、その間に私は覚かく悟ごを決めた。裏表のない彼女が、こういう含みのある言い方をするのは、珍しいように思えた。何か核心的なことを聞かれる予感がしたからだ。

「……うん、良いよ、どうぞ」

　私がそう答えても、大塚さんはしばらく唸っていた。

「うーん……何かクールな聞き方ってないかなーと思ったけど、アタシあんまそういうの考えるの得意じゃないから、単刀直輸入に聞くね？」

「あ、うん……ええと……」

　やや迷ったけど、おずおずと言った。

「大塚さん、それ、直入ね？　単刀直入……直輸入だと貿易になっちゃう」

「どえ!?　ずっと間違えてたよ！　うわー、今までバカ丸出しだった!?」

　頭を抱える大塚さん。こんなの誰だれにでもある類の覚え間違いだと思うけど、どうしよう、慰なぐさめた方がいいんだろうか。

　私が手を出したり引っ込めたりしていると、大塚さんはケロッと顔を上げ、

「ま、いいや、今いま更さら恥ずかしがってもしょーがない……そんで、ズバリ聞きますけども！」

　……うっ、来る！

　私は一息つくと、頭の中で質疑内容をシミュレートし、幾いくつか用意した答えを展開しながら口を開いた。

「──ええ、どうぞ。何かしら」

「高たか峰みねさんってさ、ユマっちのコト、好きなん？」

「……………………ふえっ？」

　我ながら間の抜けた声が出た。てっきり万ま里り王おとプラトーンの事とか、家の事を訊きかれるものだと思っていた私は、まったく想定していなかった質問に、スコンと頭のブレーカーを落とされた。これが剣道か柔道なら、一本！　って、審判が旗を上げてるとこだろう。

「え、ええっと……え？」

　大おお塚つかさんは、混乱している私をじっと見つめてくる……その真しん剣けんなまなざしを受けて、不意に私は気付いた。そうか、ひょっとして、大塚さんは不ふ二じ君の事が……

　勘働きで至った推察は、続く大塚さんの台詞せりふによって肯定された。

「アタシねー、二ヶ月くらい前、ユマっちに告コクったんだ。フラれちゃったけど」

「……そうだったんだ」

　私は何とか平静を保ちながら返す……フラれた？　大塚さんが？　不二君なら即ＯＫして成仏してしまいそうなものだが。

「ん、そーだったのだ……そんとき、高峰さんのコト好きなのかって聞いたら、ユマっち、わかんないってゆーのよ」

　わかんない……か。

　まだ上う手まく働かない頭の片かた隅すみに、他愛もない思念が浮かぶ……これってひょっとして、ガールズ・トークってやつなのかな？　私みたいな朴ぼく念ねん仁じんの人生に、そんな女の子らしいシチュエーションが訪れる日が来るなんて、思ってもみなかった。

「でもねー、多分ユマっちは、高峰さんのコト好きなんだろーなって思うの。そんで、高峰さんの方はどうなのかなって思ってさ、聞いてみたワケ……なんかごめんね？　急に」

　私は首を振り、心の中で深呼吸をした。私の特技の一つ、〝心の中で深呼吸〟。戦う前とかに覚かく悟ごを決めたり、感情を抑おさえなければならないときには、それなりに便利だ。

「──別に、私は好きじゃないわ」

　はっきりと言った。有無を言わさないように。

　……ごめんなさい、大塚さん。貴女あなたの真剣な質問に、私はウソで答える。

　本当の答えは〝私にもわからない〟だ。不二君のことを考えるとき胸にかすかに沸わき起おこる、焦しよう燥そうにも似た名もない感情。これが恋心と呼ぶべきものなのかどうか、わからない。でもそれすら、口に出すわけにはいかないのだ。用心してし過ぎることはないのだから。

「──え、マジで？」

　と、大塚さんが目を丸くするのに、私は続ける。

「最近なんとなく一いつ緒しよに居ることが多いけど、それは本当にただなんとなくで、付き合ったりとかそういうつもりはないの」

　……かすかな胸の痛み。幻まぼろしのように淡あわい痛み。

　大おお塚つかさんは眉み間けんにしわを寄せて言った。

「……うーん、そーなのかー……困った」

「何が？」

「いやー……アタシね、二人は鉄板だと思ってたのよ。だから今日高たか峰みねさんに聞いてみて、ちょっとでも脈ありっぽい言葉が聞けたら、それで諦あきらめようって決めてたの。まあ二人が仲良くなるなら、いっかなーって……まさかこんなキッパリ否定されるとは思ってなかったから」

　大塚さんは言葉を切ると、消え入りそうな声で言った。

「それだったら、アタシ、もうちょっと頑がん張ばってみよっかなー……やっぱりまだ、好きなんだよねー……ね、アタシ、どうしたらイイかなあ？」

「え、ええと……」

　いや、私に聞かれても……え、どうしよう、これは、やばいんじゃないか？　大塚さんみたいな美人に強く迫せまられたら、不ふ二じ君じゃなくても傾かたむいてしまいそうなものだ。止めないと、不二君が死んでしまう。

　……でも何て言えば良いの？　『私は不二君と付き合うつもりはないけど、不二君とは付き合わないで欲しいの。理由は言えないけど』って？　なんだそれ、意味がわからない……

　──と、私が精神的に右往左往しているうちに、気が付けば周囲の風景は一変していた。

　星月夜は妖あやしく煙り、あらゆるものの輪りん郭かくが霞かすんでいる……なんだ、この霧きり？　海から上がってきたのだろうか、山から下りてきたのだろうか。それにしても随ずい分ぶんいきなり……

「……あれ、大塚さん？」

　見れば、大塚さんの背中はゆらゆらと、霧の向こうに消えかけていた。私が足を止め周囲を見渡す間も、止まらず進んでいたようだ。

「オハナが……呼んでる」

　背中越しに返る大塚さんの言葉は、私への返事というよりは、うわ言のようだった。

「オハナ？」

「オハナは飼い犬。黒いラブラドール・レトリバーで、アタシが生まれたときから一緒で……スッゴク仲良しで、アタシが中学校に入る前に、心臓の病気で……ううん、違う……今もずっと一緒、そうだよね、オハナ……」

　霧の向こう、大塚さんが向かう先に目を凝こらしても、何も見えないし、何も聞こえない。大塚さんの足音と、波の音だけがしている。霧が音を吸うのか、それらはどちらも遠い……

「──お姉様！」

　切せつ迫ぱくした響ひびきを含んだ声に、私は弾はじかれたように振り向いた。

「ソファイア！　どうしたの！」

　霧きりを裂さいて走ってきたソファイアは、余程急いだのだろう、荒あらい呼吸を繰くり返かえしている。

「ご無事でしたか！　霧の濃いところに入ってはなりません。幻まぼろしに囚とらわれてしまいます。同級生の皆様も、既すでに……」

　ソファイアが語る間に、その背後、霧の向こうから続々と人ひと影かげが現れた。砂をかき混ぜるような不規則な足あし跡あとを立てながら、私たちの左右を通り過ぎていく。口々に誰だれかの名前や、楽しげな笑い声を、ブツブツと口の端はしからこぼしながら。その呟つぶやきが積み重なって、周囲にさざなみのように広がっていた。

　これは……操られているのか？　一いつ瞬しゆん身構えたが、襲おそってくる様子はないようだ。

『霊的に心構えのある者ならともかく……ザッ……普ふ通つうの人間ではひとたまりもなかろう……ザザザッ……お前たちといえど、長くはもたんぞ……ザザッ……』

　ソファイアの片腕に抱えられた人形が、言葉を継つぐ。その声は、昨日聞いたときよりも不ふ鮮せん明めいになっていた。壊こわれたラジオのようだ。

「先生！」

『ザッ……なにせこの霧、細くなっているとはいえ、私の霊導索ラインを押し潰さんとするほど強い……ザザッ……情報伝達用媒ばい体たいの奔ほん流りゆうだからな……各々の意識の表層を読み取り、その願望を映し出して心の隙すきを作り出し……ザッ……より支配を強めていく……何を企たくらんでいるかはわからんが……ジジジ……止めるには、虜とりことなる前に、術者を見つけ出して叩たたくしかないぞ……気張れよ、ユキジ、ジジ……』

「委細、了解しました」

　私が答えると、力尽きるかのように人形の首がカクリと落ちた。

　脇わきを過ぎていく同級生たちを横目に、彼らが向かう先に向き直る。

「さて……どこまで広がっているのか知らないけれど、霧に飲み込まれた人全員がこうなってるとしたら、一人一人対応するのは不可能に近いわね。急ぎましょう」

　ソファイアが頷うなずくが早いか、私は砂を散らして駆かけ出だした。幾いくつもの人影を左右に追い越して行く。珊瑚さんごが砕くだけてできた白砂は、霧の中に幾いく筋すじも差し込んでくる月光を受けて輝かがやき、浜全体がかすかな光を帯びているかのようだ。

　ゴウゴウと逆巻く音が聞こえそうなほどの霧が、濃のう淡たんマーブル模様になって流れていく。薄いところを選んで走るうちに、やがて見えてきた風景……あれは、昼間見た離島か。確か瓶へい霧む島じま。神社の禰ね宜ぎさんは、聖域だと言っていた。そこへと向かって、この浜辺から、昼間にはなかったはずの、砂の道が伸びている。こういう風に、潮しおの関係で地続きになる島が、世界をはじめ日本にも幾つかあるらしいとは、聞いた覚えがある……

「──おーい、高たか峰みね！」

　不意に聞こえてきた声に、私の足は止まった。

「不ふ二じ君！」

「え、どちらにです？」

　一いつ緒しよに足を止め、周囲を見渡すソファイア。

　霧きりの向こう、島の方を向いた、不二君のシルエットがある。

「あの島、スゲーんだ！　なんでも夢が叶かなうんだぜ！　オレちょっと行ってくるわ！」

「こ、こら、ちょっと待ちなさい！」

　くっ、不二君も囚とらわれてる！　私は急いで指先から霊導索ラインを生み出した。霧のせいだろう、光の糸は儚はかなげに明滅しているが、オーダーを出すのに支障はなさそうだ。生きた人間をどうこうするほどの霊導索ラインを生み出すことは私にはできないけど、ゾンビである不二君ならなんとかなるだろう。腕を振りかぶる。

「『命オー令ダー──』」

　ソファイアが焦あせった声を上げた。

「お姉様っ、そちらには誰だれもおられません！」

　その言葉の意味を理解するより前に、

　──バチッ！

　私の五感が、ショートした！




　──雨が降っていた。

　夜半過ぎより降り出した霧きり雨さめが、私が手にする火明かりを照り返し、夜明け前の闇やみに白くぼんやりと浮かんでいる。その淡あわい光の中で、旅装に身を包んだ私は、眼前に聳そびえ立たつ山門を見上げている。しっとりと濡ぬれた瓦かわらは黒々と夜の色を湛たたえ、寂さむ々ざむとした風情があった。

　長らく過ごした古巣を出るとなれば、後ろ髪引かれるような思いもなくはない。だが急ぎ発たねばならぬ。大だい衆しゆう院いんから炊煙が上がるも間もなくぞ。見つかっては騒ぎになろう。

　一いつ瞬しゆんの瞑めい目もくのうちに、まなうらに思い描く。

　掃そう除じが行き届いた、石いし畳だたみの境けい内だいを。大だい伽が藍らんの千せん手じゆ観かん音のん像ぞう、その神がかった御姿を。修行、苦楽を共にした同胞らの顔を。私がこれより捨てるものたちを。

　……まぶたを開くと、踵きびすを返し、石段を下りゆく──




　……これは、何だ？

　砂の上に崩くずれ落おちて、〝私〟は全身を硬こう直ちよくさせた。突とつ然ぜん頭に流れ込み始めた覚えのないヴィジョンと、それに伴ともなう脳の軋きしみ……これは何だ？　誰かの記き憶おくなのか？　でも何な故ぜ？　〝私〟の中にはもう、ズルワーンはないのに？

　ソファイアがお姉様と叫ぶのが聞こえる。世界が明滅する……




　──ふと足を止めた。

　眼下の踊り場に、ぽつん、と明かりが見える。

　何者だろうか。弟子たちには感付かれてはいないはずだが……船出の刻限もある故ゆえ、悠ゆう長ちように構えてもおられず、私は再び歩み出した。

　互いが手にする明かりが、互いを照らす距離まで近づけば、旅装の男と知れた。

「波は多た守もりどの、お久しぶりです」

　男はそう言うと、傘かさのつばを上げて顔を晒さらしてきた。これといって特とく徴ちようのない顔立ちだが、目の下に酷ひどい隈くまがある。何か長なが患わずらいでも抱えているのかと思うような面相だった。

「……得える真まどのか？　これは驚いた──」




　……抗いようもなく、それは〝私〟の脳に流れ込み続ける。

　ソファイアが〝私〟を抱き起こし、揺ゆさぶる感かん触しよくが──また、すぐに、遠くなる……




「──近くまで来たので、様子はどうかと、ふと気に掛かったので寄ってみたのですが……いずこへ？」

　得真どのが、私の格好を見て言った。

「長旅に御ご座ざる。折せつ角かくの御来訪、歓かん迎げいしとう思うが、寺には戻もどれぬで、さて困った」

「一体どうなされました？」

「このままでは術が完成せんのです。後あと僅わずかといったところで御座るが」

　得真どのは、私の根黒万思惟ねくろまんしいの師だ。元々は流れの薬師であり、病弱な娘の為ために薬の処方を頼んでいた間あいだ柄がらだった。敢あえ無く娘が死に、悲ひ嘆たんに暮れていた私に、見返りを求めずに様々な術を御教授下さった恩人である。以来私は、涅槃ねはんの彼方かなたへ逝いってしまった娘を黄よ泉みがえらせるための、新たな術の完成に心血を注いできた。

「おお、あの術がついに!?」

「あれを完成させるには、健すこやかなる夢を山と集めねばならぬ。されど今、天下は麻あさの如ごとく乱れ、止むことなき戦乱に疲れ果てた民の心は、わずかな希望の光すら灯すことはない。このままでは術の完成より先に、私の寿じゆ命みようが来てしまう。故ゆえに、場所を移しまする。行く先は決まっておらぬが、戦せん禍かのない……とまではいかずとも、少ない場所まで行く心算にて」

　得真どのは目を見張った。

「何もかも、捨てると仰るのですか？」

「貴殿から反はん魂ごんの左道を授かろうと決めたとき、僧としての潔白さはとうに捨てた。娘の為ならば致し方なし」

「それほどに、佳か奈などののことを……」

「佳奈は、幸せになって然るべき娘でありました。あれほど気立てがよい娘が、女子の幸せを何一つ知らぬまま、苦しみ抜いて死ぬようなことは、あってはならぬ」

　見詰め合う視線の間に、さあさあと霧きり雨さめが降りしきる。

「……決意は固いようですな」

　得える真まどのの言葉に、私は一つ頷うなずいた。

「私は貴殿のように、長い命を持ってはおらぬ故ゆえ、今こん生じようの別れとなるやもしれぬ。最後にお会いできて、良う御ご座ざった。いずれ御み仏ほとけの思おぼし召めしであろう」

　得真どのは頭を振ると、しみじみと言った。

「寂さみしくなりますね。どうか、お気をつけて──」




　……記き憶おくが飛ぶ。

　走馬灯のように閃ひらめいて、万まん華げ鏡きようのように回る。〝私〟の思念は、激流に飲み込まれた木の葉のように、ただ虚こ空くうを舞いながらそれらを見つめる……




　──この島に流れついて十数年。

　余よ所そ者ものの私を受け入れてくれた民たみは、心安らかで、よき夢の持ち主たちであった。大半は漁師たちだ。私は彼らの願望を少しずつ叶かなえ、より強い願望を次々に引き出した。彼らは私を、神の使いと崇あがめた。

　……しかし、足りなかった。この身は既すでに老いさらばえて病を患わずらい、術の完成にはまだまだ時がかかる。何もかもが足りなかった。

　私は板の間に敷しかれた布団ふとんの上にまどろみながら、開け放たれた障しよう子じ戸どの向こうに、夏の日差しが白く照る庭を見やる。赤い花が咲いている。波の音がする。

「……佳か奈な」

　娘の名を呟つぶやく。その姿を夢想する。

　どこにおる、佳奈。

　私はこれほど遠くまで来てしまった──




　……そして〝私〟は、正気を取とり戻もどす。

「お姉様、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　誰だれかが私の体を揺ゆさぶっている。

　此こ処こが何ど処こなのか、〝私〟は何をしようとしていたのか……混こん濁だくした意識の中、徐じよ々じよに自分の記憶が蘇よみがえってくる。

　砂で形作られた道の途と中ちゆう、濃く淡あわく流れる霧きりの中、幾いくつもの人ひと影かげが歩いていく。倒れかけた私を支えているソファイア……そうだ、私は不ふ二じ君にオーダーを出そうとして……私の指先から力なく垂れた霊導索ラインが、儚はかなげに明めい滅めつして消えた。

　ぼんやりとした頭で思考する。

　霊導索ラインは意識と魂たましいに直結する術だ。誰だれかの記き憶おくが流れ込むとするなら、此処から以外あり得ない……つまり、混線したのではないだろうか。同じく情報伝達用媒ばい体たいである霧きりを介かいして、この霧を出している波は多た守もりと、私の精神が……

「ええ、大だい丈じよう夫ぶよ……ありがとうソファイア、不ふ二じ君は？」

　そう返しながら、ソファイアの腕の中からよろりと立ち上がる。

「先ほどから、フジ様はこちらに居られません。恐おそらくお姉様は……」

　皆まで言われずとも理解できた。囚とらわれかけていたのだ。

「恐ろしい術ね、これは……似ているわ、〝最も忌むべき秘薬ゾンビパウダー〟に」

「はい、早く止めなければ……ああ、お、お姉様、霧がっ!?」

　ソファイアの切せつ羽ぱ詰つまった声に、その視線の先を見れば、島から大量の霧が降りてくるのが見えた。私が何か反応を返すよりも早く、霧はまるで雪崩なだれのように押し寄せてくると、全てを飲み込んだ。

「う、ぐうっ……！」

　意識を吹き飛ばさんとする怒ど濤とう──強きよう烈れつな酩めい酊ていに、私は必死に抵てい抗こうする。下した唇くちびるを思い切り嚙かみ、その痛みに集中してひたすら耐たえる。

　数秒が、長い。

「……セブン？」

　ソファイアの呟つぶやきが聞こえる。

「ああ、行かないで下さい……わたくしを一人にしないで……」

　フラフラと、島に向かって歩き出すソファイア。その横顔は涙なみだに濡ぬれている。気き丈じように振ふる舞まっているが、この子の中にはいつも、セブンを失った悲しみがあったのだろう。

　駄だ目めだ、強すぎる。これほどに絶対的な力とは思わなかった。甘く見ていたわけではなかったけど……く、意識が……消えていく……

「──さあ、高たか峰みね、一いつ緒しよに行こうぜ」

　霞かすむ視界の中、目の前に不二君が立っているのが見えた。にっこりと人ひとなつっこい微笑ほほえみを浮かべながら、手を差し伸べてくる。

「オマエの心の、もっと深いところまで。オマエの願いが、全て叶かなう場所まで……」







　　四　ワールド・エンド







「──かみね、おい、高たか峰みね？」

　不ふ二じ君の声が聞こえて、私は薄っすらと目を開けた。

　斜しや陽ようが差し込むバスの車内が、鮮あざやかなオレンジ色に染まっていた。人ひと影かげはまったくない。私は最後尾の一番端はしの席にいて、壁にもたれかかっている。眠気を誘さそうような振しん動どう。

「ん……」

　斜ななめになった身を起こす。ぼんやりした視界をスライドさせれば、隣となりには着き丈たけの短いジャケットにミリタリーパンツという出で立ちの不二君と、その向こうにはパンパンになったビニール袋が幾いくつか。

　目頭を押さえ、ぬかるんだ思考を確しつかりさせようと試みる。

「……わたし、ねてた？」

「おう、グーグー寝てた。もうじき着くぜ？」

　からかうような不二君の口調にむっとして、おかげで少しシャッキリした。そっか、駅前まで買い出しに行ってたんだっけ……と、ふと自分の服装を見下ろしたとき、私は目を見張った。フリルのスカートにデニムのレギンス、シャツワンピースにパンプス……

「何よこれ!?」

　こんな女の子らしい服、デートにでも行くみたいな……今まで外に出るときは、いつ襲おそわれても良いように、それなりに動きやすい服を選んでたのに。おかげで完全に目が覚めた。

「え、なにがどうした？」

　不思議そうな顔をしている不二君に問いかける。

「……ねえ、私、今日ずっとこの格好だった？」

「え？　そうだけど」

　……そっか、そうだったような気もする。まあ良いか。着慣れてない感じだから、やや恥ずかしいけど……って、あれ？

「これ、お母さんのだ……」

　首元を飾かざる、ブルーシルバーの輝かがやきに視線を落として、私は呟つぶやく。

「そのペンダント？」

「うん、貰もらったのよ昔。凄すごく大事にしてたんだけど……でもこれ、どこかで無くしちゃったような気が……」

　──ブーッ！

　バスのブザーが鳴り、私の思考は中断された。

　降車ボタンに伸ばした腕を引きながら、不ふ二じ君が言う。

「見つかったなら良かったじゃねーか」

「まあ、そうなんだけど……」

「似合ってるぜ」

　さらっと言われたので、反応が遅れた。

「……あ、ありがと」

　と、バスが停車したので、不二君はビニール袋を両手一いつ杯ぱいに持って立ち上がった。私が一いつ瞬しゆん言葉に詰つまったのは、悟さとられずに済んだだろうか。

「半分持つわ」

「ん？　いいってこんくらい、軽いよ」

　私の申し出に不二君は爽さわやかに笑うと、危なげない足取りで通路を歩いて行く……な、なんか今日の不二君、ちょっとおかしくないか？　なんというか……真面目？

　やや戸と惑まどいながら、不二君に続いてバスを降りる。

　町外れの夕陽は、町中で見るより鮮あざやかな気がする。人も車も通らない、暖色に包まれた畦あぜ道みちを、二人でテクテク歩いて行く。

「──なあ」

　と、不二君がぽつりと切り出した。

「さっきオレ、似合ってるって言ったけどさ……それってペンダントだけの話じゃなくて、今日の高たか峰みねのカッコ、全部な、スゲー似合ってるよ」

　……慣れてないんだからやめてよ、対応に困るでしょう！

「な、なによ、変なタイミングでお世辞なんか言って、疚やましい事でもあるの？」

「ねーよ、お世辞じゃねーし……オレな、今日オマエと一いつ緒しよに居て、ずっと考えてたコトがあるんだよ」

「なに？」

　尋たずね返かえすと、しばらくの間があった。そのまま歩いて、五歩くらい進んでから、不二君は口を開いた。

「あのさ、オレ……」

「──おらァッ！」

　不二君の言葉を遮さえぎって、気勢のこもった声が響ひびき──ドン！　私は突き飛ばされた──くっ、パンプスだから踏ん張りが利かない！　何度かたたらを踏んでから、なんとか体勢を整えて振り向けば、

「おゥおゥ、相変わらず楽しそうにしてンじゃねェか！」

　岸きし谷たに万ま里り王お！　切っ先を下、逆さか手てに持たれて振り下ろされたナイフ、その手首を不二君が摑つかんで止めていた。さっきのは不ふ二じ君が、私を守るために突き飛ばしたんだろう。ドサドサと、不二君が手にしていた荷物がアスファルトに落ちる。

　──と、間かん髪はつ容いれず私の耳じ朶だに、もう一つ届く声。

「高たか峰みねのお嬢さん、今日こそは渡して頂きますよ、ネクロノミコンを」

　万里王の後ろに立つ、ピシリと背筋の伸びた影かげ──プラトーン。

　そして更に、

「ふん、我輩も、実験の続きをしに参ったぞ、ユキジ・タカミネよ」

　シルクハットのツバを指で挟はさみ、わずかに持ち上げながらヴィクターと、

「シロネクロたちよ、覚かく悟ごせよ……我が剣の錆さびにしてくれる」

　抜き身の宝ほう飾しよく剣けんを携たずさえたリロイ・アルトゥールまでもが、田舎道の左右から姿を見せた。ガードレールをひらりと跳び越えてくる。万里王＆プラトーン、ヴィクターに、リロイ……三方から浴びせられる殺気は、夕陽を歪ゆがめるほどの濃密さだ。

　くっ、待まち伏ぶせか……まずい！　早く応戦しないと、不二君が殺される！

　片手で眼鏡めがねを払い捨て、

「『自己制セルフオー──』」

「──よせ、高峰！」

　私が術を発動しかけるのを遮さえぎって、不二君が叫んだ。

「こんなヤツら、オレ一人で十分だぜ！」

　なにを馬鹿な！　と、私が返しかけたとき──それは起こった。

　不二君が万里王のナイフを持つ手首を、両手で持った──と思った次の瞬しゆん間かん、残像が残るほどの速度で身を進めた。万里王の体がブンと回転し、次の瞬間には地面に叩たたき付つけられている──合気道、四方投げ。あまりに綺き麗れいな、お手本のような。呻き声か、悲鳴か、万里王の口が何かを発すより大分早く、不二君は流れるように身を沈めながら、ドゴッ！　その顎あごへと拳こぶしを打ち下ろした。地が震ふるえるほどの剛ごう拳けん。

　一度手足を痙けい攣れんさせて動かなくなった岸きし谷たに万里王を他よ所そに、不二君はプラトーンへと音もなく駆かける。夕陽を照り返す両目の輝かがやきがヴン、と空間に軌き跡せきを残し──

　……あまりにも一いつ瞬しゆんの出来事だった。何が起きたのかもよくわからなかった。不二君の抜き手、肘ひじが雷らい光こうの如ごとく閃ひらめいて、プラトーンが、ヴィクターが、次々と地面に崩くずれ落おちた。

「き、貴様──！」

　その時になってようやく、最後の一人になったリロイが反応を見せた。獣けもののような前傾姿勢で真っ向から駆け来る不二君に向かって、切り上げの一いつ閃せんを放たんとし──その刃やいばが風を生むよりも速く、不二君は間合いの内側に居た。

「ぐ、ううっ……」

　鳩みぞ尾おちに拳を叩たたき込こまれたリロイがズルズルと崩れ落ち、白目を剝むく寸前に呟つぶやいた。

「つ、強、すぎる……」

　不ふ二じ君は一度息を吐はき、

「……守りたいモンがあるんでね」

　呆ぼう然ぜんとして、二の句が告げずにいる私を振り向いて、不二君は微笑ほほえんだ。

「どーよ？　ずっと練習してるし、結構強くなったろ？　オレ」

　……結構ってレベルじゃないんですけど!?

「ちょ、ちょっと待って……」

　頭がおかしくなりそうだ。額に手を当てて停止しかけた脳みそを動かそうとするが、思考回路は上う手まく回ってくれない。

「──なあ、高たか峰みね」

　顔を上げると、不二君が目の前に居た。呼吸が止まりそうになる。

「オレ、考えたんだけどよ……人間になるの、しばらく保留で良いわ」

「……ど、どういう意味？」

「なんつーかほら、これからオマエと一いつ緒しよに戦ってくんなら、やっぱ人間に戻るより、ゾンビのが便利だしさ……オマエを守りたいんだ」

「ちょっと待ってよ！　私は──」

　身を引こうとした私の手を、不二君が取った。

「オマエ、オレが人間に戻ったら、姿消すつもりだろ？」

　真剣なまなざしが私を貫つらぬく。私は真っ直ぐ受け止めることができなくて、目をそらす。

「そ、そんなこと……」

「ゾンビのままでいることが、オマエとの絆きずななんだったら、オレはまだゾンビのままで良い。いつかオマエが、オレから離れられなくなるまで……言ってる意味、わかるか？」

「……やめて」

　私は〝心の中で深呼吸〟した。

「オレは、オマエのコトが──」

「やめてっ[image: !!!]」

　……これほど大きくて、みっともないほど必死な声が出たのは、不二君が死んだとき以来だったように思う。不二君の力が緩ゆるんだ隙すきに、私はその手を振りほどいた。

「……下らない」

　一いつ滴てき、つーっと流れる涙なみだをそのままに、私は不二君を睨にらみ付つける。

　確かにこれは、私の下らない願望そのものだった。いつだったか、思ったことがある。不二君がゾンビのままでいれば、人間に戻らなければ、ずっと私の傍そばに居てくれると、そう思ったことがあった。下らない考え。

「……こんな絆は要らないわ。どれほど思い描いても、貴方あなたが不幸になる道は選ばない」

　お母さんのペンダントを握にぎり締しめる。

「このペンダントは、確かに私の宝物だった……でもそれは想い出。私の頭の中の理想や想い出を、勝手に掘り返さないで。惨みじめな気持ちになるだけよ……私は絶対に、不ふ二じ君を人間にするわ！　何があっても！　どんなことがあっても！」

　周囲、見慣れた風景が霧きりにぼやけていく。私の叫び声に震ふるえるように。その中で不二君は、困ったように微笑ほほえんでいた。

「泣くなよ。オレはオマエが、そんな顔しなくていいようにって思って頑がん張ばったのに、本ほん末まつ転てん倒とうじゃねーか」

　何も言えない私へと、霧へと溶とけながら、不二君は微笑んだ。

「オマエのコト、守りてーんだ、オレは」

　わななく唇くちびるを結ぶことはできたが、涙はもう一ひと粒つぶ、抑おさえようもなく零こぼれた。




　目が覚めて、心臓が十回ほど打つ間、私は横になったまま泣いていた。

　悲しいというわけでも、嬉うれしいというわけでもない。ただ、感情が揺ゆさぶられたときに流れる透とう明めいな涙は、随ずい分ぶん久しぶりで新しん鮮せんだった。

　身を起こすと、まず自分の姿を見下ろした。肝きも試だめしのときの格好に戻っている。夢からは醒さめたと思っていいだろう。

　それから辺りを見渡した。

　白い砂に澄すんだ波が寄せる、そこは小さな浜辺だった。すぐ後ろに南国の木々が繁はん茂もし、頭上まで梢こずえが伸びている。重なる葉を透すかして差し込む月光が濃い霧に浮かび上がり、銀色の雨のようだ。霧の向こうに、白い砂で出来た海の道が続いている。おそらく、瓶へい霧む島じまだ。操られて歩かされてきたのだろう。

　周囲にはたくさんの人ひと影かげが倒れていた。同級生たちだ。見れば、その体を包み込むように、いっそう濃い霧が立ち込めている。繭まゆのようにも、アメーバのような不定形生物に捕ほ食しよくされているようにも、彼ら自身が霧を出しているようにも見える。その中に不二君の姿を見つければ、胸が締め付けられる思いがした。

　私は立ち上がり、指先から霊導索ラインを伸ばした。

　屍造術プラストミツクを使うとき、シロネクロは霊導索ラインを通して死者の魂たましいと語り合い、記き憶おくや名前、未練などを聞き出す。ゾンビである不二君の夢になら、干かん渉しようできるかもしれない。また混線してしまう可能性もあるが、直接あの霧に触ふれるよりはいいはずだ。

　どんな夢を見ているのだろうか。人の夢を覗のぞくというのは趣味が悪い気もするけど、四の五の言っていられる状じよう況きようじゃない。

　ヒュッ、不二君に霊導索ラインを飛ばす……







　──目の前、超至近距離に高たか峰みねの顔があった。

　頰ほおは上気しまくりで、瞳ひとみは潤うるんで艶あでやかだ。はだけた制服シャツの胸元からはブルーのブラが覗のぞき、黒のニーソを履はいた美しすぎるフトモモがオレの片脚を挟はさんでいる密着状態。当然スカートはオレの脚あしによってたくし上げられた状態で、絶対領域とか呼ばれる部位はかなり広がってしまっている……どこを見ても生なま唾つばが出てくるエロい姿だ。

　ここはオレの部屋だった。活字離れの世相が反映された、漫画ばっか並んだ本ほん棚だな。ちょっと錆さびかけのスチール弦げんが張られた、埃ほこりを被かぶったエレアコ。

　ベッドのフレームに背中を預けるようにして、制服姿のオレは金かな縛しばりになったように動けないでいる。高峰の体と重なった場所が、火を発しそうなほどに熱かった。

「ふじくん……」

　熱を帯びた高峰の声は、オレの脳みそを溶とかすみたいだ。思考はドロドロでまとまらない。やわらかいし、いいにおいがします！　スメルイズグッド！

　期末テストの勉強を一いつ緒しよにしてたはずなのに……どーしてこーなった？




　思えばオレん家に、高峰が勉強教えに来てくれるってなったときから、ちょっとは期待してたんだよな。自室に気になる女の子と二人きり。考えるなって方が無理だろ。

　悶もん々もんとしながら、最初は数学やり始めたんだが、色々な記号がエロく見えて困った。πとかＸとかＹとか、エロ過ぎでしょ……パイは言うまでもなくエロいし、エックスは最初の一文字をセに変えるだけで……な？　Ｙはちょっと上級者向けかもだが、じーっと見てるとほら、見えてこねーか、女の子の内うち股またに！　うおお、エロスが高まる……あふれる……

「──ちょっと、集中しなさいよ！」

　怒る高峰。

「い、いや、ちょっと、状じよう況きよう的に無理っつーか……」

「どうして？」

　オレは両手を左右の床ゆかについて足を放り出し、だらけた姿勢をとった。

「そりゃ、オマエさー、家族が誰だれも居ない家に女の子が来るって、男としちゃ考えちゃうモンだよ、そーゆー展開」

　メガネの奥おくに表情を隠かくし、押し黙る高峰……やべ、怒ったかな？

「──あ、あの、高峰サン？」

　沈ちん黙もくに耐えかねてオレが口を開いたとき、

「わかったわ」

　高峰は突とつ然ぜんメガネを外した。ブレザーの上着を脱いでリボンに手をかけ、シュルッ……

「…………ぶっ!?!?!?」

　高たか峰みねがオレを見つめてくる。緊きん張ちようと恥じらいが同居したその表情は、オレをドキリとさせ、言葉は喉のどにつっかえる。

「……キス」

「え、え、あ、え？」

「しよ？　キス……」

　そう言いながら、高峰はローテーブルを越えてくると、硬こう直ちよくしているオレに体を重ね……

「ちょちょ、ちょっとちょっとちょっと、高峰さァァン!?」

　コトここに至って、ようやくオレはとてつもない出来事が進行していることに気付き、巨きよ大だいな焦あせりに見舞われた。　お、オッ、オマエ、い、イイのかよ、こんなあっさり！




　……で、今に至ると。

「やべぇよ……やべぇよ……オレ、死んじゃうよンなコトしたら！」

　ドッドッドッ、肋ろつ骨こつの内側で心臓が暴あばれている、ドッドッド──

「死ぬって、どうして？　私も……心臓、破は裂れつしそう」

　至近距離、高峰が首をかしげるドッドッド──

「い、いやいや、そ、そういうコトじゃなくてオ、オレ、ゾンビだから！」

「……なにそれ、映画の話？」

　え、あ、あれ？　オ、オレって、ゾンビじゃなかったっけドッドッド──

「ゾンビとかそんなの、現実にあるわけないでしょう？　ねえ不ふ二じ君……イヤならちゃんとそう言ってよ。そうしたらやめるから……ねえ、イヤなの？」

　ドッドッドッ間近で見上げてくる目線ドッドッドッヤベェ抗あらがえねえドッドッド──

「い、いや……イヤじゃねーよ、イヤなワケねーだろ……」

　ドッドッドッオレは両手をドッドッドッゆっくりと持ち上げドッドッドッ密着した高峰の背中にドッドッドッ回してドッドッド──

「不二君、だめ！」

　──バァンッ！　入り口の扉とびらが開き、ビックリして固まるオレと高峰の前に飛び込んできたのは……えっ、高峰!?　高峰が二人になった！　乱入してきた方の高峰は、ワイシャツにロングスカートという、あまりそそらない格好だ。

「それ以上したら死んじゃうわ！　思い出して、キミはゾンビなの！」

　エロい方の高峰がそちらを一いち瞥べつ。

「何言ってるの？　ゾンビとか、現実にそんなコト、あるワケないでしょう！　ねえ不二君、キミはこれから私とイチャイチャするのよね？　したいんでしょう？」

　そう言いながら、オレに強く密着してきた。うああ……やわらかい！　溶とける、脳みそが溶ける……

「えへへ、したいですう、死体なだけに……」

　部屋の入り口に立つ地味高たか峰みねの方が、くっと喉のどを鳴らす。

「不ふ二じ君、それは現実の私じゃないのよ！」

「現実ってなあに？」

　オレに全身スリスリしながら、エロ高峰が勝かち誇ほこったように言う。

「大切なのは、不二君が幸せでいるコトじゃないの？　貴女あなたにとっては、そうじゃないの？　私は不二君を幸せにしてあげるわ。色んなコトをしてあげる……ねえ不二君、全部使っていいのよ？」

　エロ高峰の指が、オレのベルトにかかる……あっファー!?

「わ、私は……」

　……二の句が継げない様子の地味高峰は、全身に不安と焦しよう燥そうをまとい、今にも崩くずれ落おちそうに見えた。その姿を見たオレは、一つ息を吐はくと、半裸高峰の両肩に手を置いて、ガバッ！　少し体を離すようにした。

「……不二君？」

　オレはうっそりとしながら言った。

「やっぱ……やめとく……」

「どうしたの？　したくないの？」

　エロ高峰の言葉に、オレはガバッと顔を上げて訴えた。切に訴うつたえた。

「んーなワケねーじゃん!?　お、お、おおオレだってなあ！　オレだってヤリてーよ！　喉から手が出るほどヤリてーよ！」

　ぶわっ！　言ってるうちに、オレの両目からは、うっ、涙が止まりません……十六年の長くもねー人生の中で、下か半はん神しん様の導きに自らの意思で逆らうのは、初めてのコトだ。

「でもなあ、オレは……オレは、やっぱゾンビなんだ！　認めたくねーし、今すぐ人間に戻りてーけど……八や尾お先生をこの手で倒しちまったコトも、セブンさんや瑠る衣いちゃんが死んだことも、なかったコトにはできねー、それだけは許されねー！　色んなものを、あの人たちから預かったんだから！」

　自分がチャラけたヤツだってのは、わかってる。痛いコト、ツラいコト、悲しいコトは少ない方がいいし、できるならテキトーな人生を過ごしたい。けど、チャラけてない人が、世の中にはたくさんいる。

「オレの甘ったれた夢だけで、あの人たちの生き様を裏切るコトだけは、できねーんスよオォォーッ！」

　──ブワァッ！　次の瞬しゆん間かん、リアルそのものだった全ての風景が、霧きりとなって消え失せた。使い古したベッドも、ＨＤＤを人に見られたらヤバすぎるＰＣも、部屋に馴な染じんだテーブルも、ぜんぜん手に馴染まないギターも……そして、二度と見られないかもしれない、エロすぎる格好の高たか峰みねも。

　……うああぁぁ！　据すえ膳ぜん……マジ食いたかったスあァァァッ！




「ううううああ……」

　夢から覚めると、とりあえずオレは暗い浜辺に体操座りスタイルになって慟どう哭こくした。

　やわらかかったなあ、エロ高峰……イイ匂においだったなあ、エロ高峰……うう、エロ高峰……ここに神しん殿でんを建てよう……

「ええと……不ふ二じ君？」

　ガクンと下がったオレの肩を撫なでるような、遠えん慮りよがちな高峰の声がかけられる。

「今は、少しだけ、泣かせてくれ……」

　高峰はオレの横にしゃがむと、顔を覗のぞき込こんできた。

「……泣くほど惜くやしかったの？」

「当たり前だろ!?」

「……。さっきまで結構良いこと言ってたのに……」

　呆あきれを含んだ高峰の声──それに、舌足らずな声が続いた。

「──ないてるですか？」

「え？」

　驚いて顔を上げたオレの頭に、ぽんぽんと二度、柔やわらかい、小さな感かん触しよくがあった。

「よしよし、げんきだすです、ふじどの」

「うわ、カナちゃん!?」

「え、この子……!?」

　高峰もオレと同じように、目を丸くしている……あれ、高峰にも見えてるのか？

「はいです。カナはくるしいとき、ちちうえに、あたまをなでてもらったです。げんきがでます。ふじどのはでましたか？」

「あ、ああ……ありがとな。元気出たぜ。でも、なんで……あれ？」

「……そう、貴女あなたが佳か奈なちゃんなのね？」

　高峰がなにやらえらく感かん慨がい深げに言うと、当のカナちゃん本人も、不思議そうな顔で小首をかしげた。

「たかみねどのにも、カナがみえるですか？」

「ええ……多分この霧きりのせいね」

「霧の？」

　オレが尋たずね返かえすと、高峰は語った。

「本来、肉体を持たない魂は、強固な現実には介かい入にゆうすることができないものよ。でも夕暮れや夜間、夜明け前、霧や暗くら闇やみの中……そういう〝曖あい昧まいな領域〟は辺リン獄バスにつながるから、ほんのわずかに影えい響きようを及およぼすことができるの。後、この霧きりは霊導索ラインと同じように、魂たましいをつなぐ力を持つわ。その二つの要因が重なって、彼女は今この場所においてのみ、確かな存在に成り得るのではないかと思う」

　オレとカナちゃんは、互いに見み詰つめ合った後、ハモった。

「「わからないです」」

「まあ仮説にすぎないけど……カナちゃん、貴女あなたは不ふ二じ君にとり憑ついていたのね？」

　カナちゃんは頷うなずく。

「ずっといっしょにいました」

「それで不二君にだけ、強く干かん渉しようできたんだわ。不思議なのは、どうやって辺リン獄バスから戻って来られたのか、ってことだけど……わかる？」

「むー」

　カナちゃんは難しそうな顔をした。

「カナは、ずっとくらいところにいたです。ちちうえとやくそくがあったので、まっていたです。でもすこしまえ、ひかりがみえたです」

「……光？」

「はい。いなびかりのようです。カナがそちらにむかうと、ふじどのがいたです」

　今度は高たか峰みねが難しそうな顔をしている。感性に恃たのむところの大きな子ども説明の難解さが、彼女の知性の前に立ちはだかっているようだ。

　しばらく思案顔だったが、高峰はふと顔を上げた。鈍にぶ流る島じまに続く白砂の道に目をやると、続けた。

「……っと、悠ゆう長ちように検証している暇ひきはなさそうね。この手の術は、時間が経つほどに効果深度を増していくわ。一度戻って体勢を立て直したくはあるけど……難しいかしら」

　オレは辺りを見回しながら言う。

「皆を放って置くってのは、ない選せん択たく肢しだろ？」

　モワモワと霧をまといながら、浜辺に倒れているクラスメイトたち。周囲にも霧は立ち込めてるけど、彼らの周囲にはそれに輪をかけて、不自然に濃い霧がまとわりついている。まるで霧の布団ふとんで眠っているみたいだ。

「そうね……行くしかないか」

　──と、クイクイとオレの袖そでが引っ張られた。カナちゃんだ。じっと見上げてくる瞳ひとみ。

「ちちうえにあいたいです……すぐそこです……」

　オレは膝ひざを屈くつすると、カナちゃんと目線を合わせて、安心させるように微笑ほほえんだ。

「おう、約束したもんな」

　高峰はふと息を吐はいた。

「取とり敢あえず、ソファイアを起こしてみましょうか。私たちだけだと、戦力的に不安だし。まだそれほど深くは囚とらわれてないはずよ」

「戦力、か……」

　そーなんだよなー、カナちゃんの目の前で、〝ちちうえ〟と戦うことになるかもなんだよなー、気が進まないぜ……

　と、オレの表情を読んだのか、ふと高たか峰みねが言った。

「まあ、行ってから考えましょう。波は多た守もりの狙ねらいも、まだわからないもの」

「……そーだな」

　ソファイアは、探すまでもなく見つかった。仰あお向むけに倒れている。遠目に見ても、霧きりにモウモウと包まれていても、辺りが暗くても、もう見るだけで一発でわかったのはどうしてか？　ヒント・男を破は壊かいする威い力りよく。

　オレたちが何気なくソファイアに歩み寄ると──ブワッ！　ソファイアに覆おおい被かぶさるようにたゆたっていた霧が、まるでアメーバか何かの生き物のように広がった！

「う、うわっ!?」

　オレが叫ぶが早いか、瞬またたく間きに霧はオレと高峰を取り込み……




　……リーリーリー……ジジジ、リーリーリー……ジジ……




　……虫の声がする。

　都会の明かりに狂ったセミの声が、かすかに混じる。夏の夜の歌声だ。

　蒸すような暑さと濃のう密みつな草の匂においに包まれて、辺りは暗い……

「な……なんだコリャアー!?」

　困こん惑わくしたオレの叫びが、夜の木こ陰かげに響ひびき渡わたった。頭上には木々の梢こずえ、幾いく重えにも重なる新緑の向こうに、天の川が見える……おいおい、どこだよコレ!?　どーなってんだ!?

「……どうやら、うちの庭みたいね」

　落ち着いた声が聞こえて、空に向けていた視線を向ければ、少し離れたところに──

「おお、高峰！」

　そう言われてみれば、少し離れたトコにレンガ敷じきの道が続いてるし、確かにこりゃあ、高峰ン家の庭だ……じゃあ向こうに見えるあの明かりは、高峰邸か？

「どーなってんだコレ？」

「さっきも言ったけど、あの霧は魂たましいをつなぐわ。私がキミを起こしたときと同じ……此こ処こは多分、ソファイアの夢の中よ」

　高峰はそう言うと、警けい戒かいしながら歩き出した。

「おいおい、マジかよ……」

　オレもシュバババと周囲に威い嚇かくの構えを向けながら後に続く──森はすぐに途と切ぎれた。オレたちは、邸てい内ないから溢あふれ出だす光の中に歩み出たところで、足を止めた。

　縁側の向こうにガラス戸があって、その向こうがリビングだ。まだ三日帰ってないだけなのに、ひどく懐かしく感じる。こうやって薄うす闇やみに身を沈め、ガラス一枚隔へだてて見上げていると、暖かい光に包まれたあのリビングこそが現実で、こっち側が悪い夢のように思えてくる。

　リビングにはソファイアの姿があった。ソファーに腰を下ろしていて、その顔には安らいだ表情があって、テーブルにはティーカップと、クッキーの乗った皿が置かれている。

　そして……ああ……

　ソファイアの傍かたわらには、あの人が立っている。そこに居るのが当然とでもいうように。

　大きな体をトレンチコートに包み、決して必要以上の主張をすることはなく、影かげのように主に寄り添っていたあの人。無口で表情もないから、一見恐おそろしげだけど、その奥おく底そこにはいつも、包み込むような優しさがあった……名門アクセルロッド家の誇ほこるナンバーズの一人、ソファイアを守り、守り続け、そして逝いった人……即すなわち、セブンさん。

「う……」

　オレの唇くちびるから呻うめき声ごえがこぼれた。今すぐ駆かけ寄よりたい衝しよう動どうに、何とか抗あらがう。

　高たか峰みねの言うとおりこれがソファイアの夢だとして……オイオイ、ちょっと待てよ……この夢から覚めさせるって、そりゃひどすぎやしねーか!?

　──と、凍こおりついたオレの横を高峰はスタスタと通り過ぎ、土足のまま縁側に上がった。

「お、おい、ちょ──!?」

　オレが声を掛けるのと、高峰がガラガラッ！　ガラス戸を開くのは同時だった。

「あ、あら……お姉様、お帰りなさいませ。ええと……どうして庭から？」

　ソファイアが困こん惑わくの表情を浮かべながら腰を上げるのを真っ直ぐに見つめ、高峰は静かに言った。

「ソファイア、私の言うことを信じられる？　私がこれから貴女あなたに言うことは、貴女にとってはとても残ざん酷こくで、到とう底てい信じられないことだと思う……それでも、信じてくれる？」

「え、あ……はい……ええと、なんでしょう？」

　何か予よ兆ちようめいたものを感じているのか、そう返すソファイアは、ひどく心細げだった。

　高峰は一度細く息を吸ってから、核心を告げた。

「これは全部、貴女が見ている夢なの」

「……っ！」

　ソファイアの顔が歪ゆがむ。畳たたみ掛かけるように高峰が続ける。

「セブンはもう、この世には──」

「いや！」

　ソファイアが叫び、両耳を押さえて蹲うずくまる。長い金髪がキラキラと軌き跡せきを描く……

　──ズドンッ！　高峰の家が轟ごう音おんと共に揺ゆれた。それが踏み込みの音だと気づくよりも早く、オレの体は動いていた。ソファイアの傍かたわらで静せい寂じやくを保っていたセブンさんが、黒い稲いな妻ずまと化して高たか峰みねへと向かう、静が動へと切り替わるコンマ数秒の間に、オレは高峰と自分の体を入れ替えている──メギャッ！　オレの胴どうにめり込む拳こぶし！　イ、イテェぞクソ、ちょっと夢とは思えない痛さだ、が……

　軽い。

「──不ふ二じ君！」

　高峰が叫び、

「セ、セブン!?」

　ほぼ同時にソファイアが叫んだ。

　その間に繰くり出だされているセブンさんの拳打四発を、パパパン、オレは両手で捌さばいている。一いち撃げきごとに殺しきれない威い力りよくが、オレの掌を痺しびれさせる。そしてギュルン、セブンさんが回転するのに合わせてオレも回転──バギャッ！　繰り出された蹴けりがぶつかり合い、ミシリと脛すねの骨が軋きしんだ。

「ソファイアッ！」

　オレは、尚なおも繰り出されるセブンさんの猛もう攻こうを、右に左に捌きながら叫ぶ。

　さっきまでオレは、ソファイアの目を覚まさせるのは可か哀わい想そうだと思ってた。でも、高峰の言葉を聞くうちに、そう思った自分が今じゃ恥ずかしい。高峰は覚かく悟ごを決めていた。あれは、ソファイアを悲しませる覚かく悟ごを決めた声だった。冷れい酷こくさの奥おくには愛情があった。ならその痛みをオレも負わねーと、サイテーの卑ひ怯きよう者ものになっちまう。

「本物のセブンさんの拳はな、こんなモンじゃねーぞ！　マジで重火器レベルだぞ！　オマエの方がセブンさんのコトはよくわかってるかもしんねーけど、この拳に関してだけは、オレだって譲ゆずれねーのよ！　オレはあの人の、最後の弟子だからさあ！」

　ド、ド、ドンッ！　セブンさんの拳を捌さばく、捌く、捌く……本物に比べたら、悲しいほどに軽い拳を。
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「ソファイア、オマエ、諦あきらめてんじゃねーぞ！」

　オレは叫ぶ。

「あ……諦める……？」

　呆ぼう然ぜんとしたソファイアの呟つぶやきに、叩たたきつけるように続ける。

「夢で逢あいたいって願うコトは、現実で逢えないって思ってるってコトじゃねーか？　オレはまだ諦めてねーんだ！　また逢えるかもとか思ってんだよ！　あの人に逢えるかもと、心の何ど処こかでよ！」

　繰り出されるセブンさんの攻こう撃げきが、徐じよ々じよに鈍にぶりだした。その拳を泣き声に例えるなら、最初の泣きじゃくるような勢いはもうない。もう、ぐずっている程度だ。

「諦めないでくれよ、オマエが諦めたら、誰だれがセブンさんを蘇よみがえらせるんだ？　オレに諦めさせないでくれ。オマエは、アクセルロッドの天才的な、ネクロマンサーなんだろ……」

　……気がつけば、セブンさんの動きは止まっていた。ハァハァハァ……オレは荒あらい息を繰くり返かえしながら、いつの間にか濡ぬれていた頰ほおを、両手で拭ぬぐった。

「──ソファイア」

　高たか峰みねがそっと言葉を放てば、ソファイアは落らく雷らいを受けたようにビクリとした。

「お願い、力を貸して」

　高峰の言葉に続く、沈ちん黙もくは一いつ瞬しゆんだった。ほんの一瞬だけ目を閉じてから、ソファイアはきゅっと唇くちびるを結んで微笑ほほえんだ。泣いているように。

「……心得ました」

　決然と言葉が放たれると、ボッ！　周囲の風景が霧きりに解けた。

　たった一言で良かったのかもしれない。高峰に望まれれば、自分の持ってるモンは何だって惜おしいとは思わないだろう。朗らかな笑顔も、甘い夢も。

　ソファイアはそういう女の子だった。




　……オレはガバッと身を起こした。

　濃い霧に包まれた小さな浜辺、月光の雨が音もなく降りしきっている。

　一度頭を振ると、体のあちこち、セブンさんに拳こぶしを打ち込まれた箇か所しよに触さわってチェックする。痛みの残ざん滓しはまだ熱くこもっているが、傷きず跡あとがないコトをさみしく思う。

「……ソファイア？」

　オレとほぼ同時に起きた高たか峰みねが呼びかける。

　ソファイアを覆おおっていた霧のヴェールは、もうなかった。その目が薄っすらと開いて、どんな宝石よりも綺麗なんじゃねーかと思う青色が覗のぞいた。

「お姉様。お手数をおかけして、すみませんでした」

　重たそうに身を起こすその頰ほおを、流星のように一筋、零こぼれ落おちた涙なみだ。落ちたら真しん珠じゆになりそうな雫しずくだった。

　高峰は何度か、何かを言いかけたが、結局口を開かずに、ただ頷うなずいた。

　ソファイアの視線が、ふとオレを向いた。

「フジ様も、ありがとう御ご座ざいました。わたくしも信じます。貴方あなたが信じたことを」

　オレは急に恥ずかしくなって、ハハと笑った。

　ぶっちゃけ、なんつーか……ガラじゃなかったかもなー、あんなのは。

「──ところで、カナちゃんは？」

　高峰の言葉にハッとなった。え、いない!?　慌あわてて視線を泳がせると、島の中心へと向かう方、生おい茂しげる木々が生み出す闇やみの奥おく、遠ざかる小さな背中が見えた。

「カナちゃん！」

　立ち上がりながら声をかければ、カナちゃんは闇やみを背負うようにして、一度こっちを振り向いて、ペコリと頭を下げた。

「おせわになりました。ちちうえに、あいにいくです！」

　待てと声をかけるより先に、そのまま走って行ってしまった……くっそー、子どもって悩なやんだり躊躇ためらったり我が慢まんしたりしねーからなー、機動力高すぎ！







　　五　悪人面バツドメンフォーエヴァー







　ソファイアに軽く事情を説明して、カナちゃんの後を追った。

　森に入るとすぐ、石段が上へと伸びている。その一番下の段を、オレの靴くつ底ぞこが踏んだ瞬しゆん間かん、ボッ！　闇やみの中に青白い光が生まれた。

「おわっ!?」

　ボボボボボ……石段の左右、今にも枯かれかけた花を思わせる石いし灯どう籠ろうが次々に灯り、朽ち果てた石段を浮かび上がらせた。苔こけ生むしてところどころ崩くずれた細い石段が、暗い森の中うねりながら伸びている様は、遥はるか太古に死んだ、巨きよ大だいな蛇へびの白骨のように見えた。

「誘さそっているのかしら……」

　高たか峰みねが呟つぶやく。

「電灯が要らなくて、結構なコトじゃねーか。行こうぜ」

　タンタンタンタン、オレは再び走り出す。まだカナちゃんとは、そう離れてないはずだ。足はそれほど速くないからな……ほら、見えた！

　──と、その背中が、ボフッ！　濃こい霧きりの中に消える。

　石灯籠の青白い光をにじませて、行く手には濃のう霧むが広がっていた。数段上で階段は途と切ぎれて踊り場になっており、その全域が白く煙っている。一いつ瞬しゆん躊躇ためらったが、オレは速度を落とさずに駆かける。

「不ふ二じ君！」

　諫いさめるような高峰の声に、背中越しに返す。

「どの道、波は多た守もりとかいうオヤジんトコに行くには、突っ切るしかねーだろ！　寝たらまた起こしてくれよな！」

　──ボフッ！

　感触すらあるほどの霧が、オレの体を叩たたいた。視界が覆おおわれていく……




　──薄暗い中に、ピンポンパンポーン……

『え皆様ァー、本日はご来場、真に有難う御座います。迷子の御報せを致いたします……』

　言い慣れすぎたんでちょっと変化つけてみましたってカンジの、変なイントネーションのアナウンスが薄っすら聞こえてくる。それが聞き取りにくいほどキャーキャーワイワイ、子どもが大勢はしゃいでるっぽい声も一いつ緒しよに。ガタタン、ガタタン、ガタタン……なんか窮きゆう屈くつなトコに座ってるケツの下から、一定のリズムで震しん動どうが伝わってくる……

　……どこだココ!?

　焦あせりながら周囲の闇やみをキョロキョロ見渡していると、ブワッ！　カマボコみたいな半円状の光が迫ってきて、一気に広がった。

　──一いつ瞬しゆんの眩まぶしさにホワイト・アウトした視界が、じわっと戻ってくる。

　ガタタン、カタタン、カタタン……オレは列車に乗っていた。列車っつっても普ふ通つうのじゃなくて、子ども用の小さなヤツだ。壁はなくて、頭上に幌ほろがついている。座席は小さくて一人乗りがせいぜい、前の席の背もたれに膝ひざがゴツゴツ当たるし、震しん動どうでケツがズリ落ちそうだし、乗り心地がいいとは、お世辞にも言えない。カーブを描く線路の後方を見れば、今しがた出てきたらしいトンネルの出口があった。

　どっかの遊園地のアトラクションかな……と思ったら、その通りっぽかった。豊かに生おい茂しげる木々の向こうに、ゆったりと回る観覧車や、ジェットコースターのレールが見え、楽しそうな笑い声が風に乗って届いてくる……ってあれ、なんかこの風景、見覚えが……

「あ、ここ、ファニーパークか!?」

　そうだ、最近閉園になったはずの遊園地だ。間違いない。遊園地のゾンビか？　このアトラクションは確か、フローラル・エクスプレスとかって名前だったはず。園の外周を回る線路を、列車はのんびりと進む。

「──誰だれかの夢みたいね」

　と、背中を叩たたいたその声に首を動かせば、おお、後ろの席にいつのまにやら高たか峰みねが！　子ども用の乗り物にチョコンと座っている姿は、普段のクールな立ち振る舞いとのギャップがあるせいか妙みように可愛かわいい……ていうか、狭せまいんで胸が！　胸が強調されてる！　寄せて上げるってのは結構効き目あるんだなー、実感として理解できた。

「オマエも来たのか」

「キミ一人では行かせられないしね。ソファイアには、霧きりの外で待機してもらってる」

「誰かの夢ってさ、これ、オレやオマエじゃないよな？」

「多分ね。意識はしっかりしてるし、夢に見るほど遊園地に来たいと思ったことはないわ」

　高峰は語りながらも、油断なく周囲に目を配っている。オレも一いつ緒しよになって見回す。大体用心深く、ちょこっと高峰の胸の谷間を気にしながら。

　そのうちガタンゴトン、ゆるやかに進む列車は、スワンボートが幾いくつも浮かんだ大きな池の淵ふちをかすめ、オモチャみたいな駅舎に入って停車した。ワーワーと降りていく数人の子どもたち。とりあえずオレらも降車し、改札を模した出口へと向かった。

　出口の隣となり、入り口に、子どもたちが並ぶ列がある。その脇わきに、一人の女の子がいた──何気なく目が合ったオレは、ピシリと固まった。

　周りの子どもたちより、ほんの少しだけ年上。Ｔシャツ、チェックのスカートに、縞しま々しまのニーソ。フワフワの髪の毛がおっとりした顔立ちに似合っている。将来はきっと美人になるだろうと予感させる。穏おだやかな性格の、きっとイイお母さんになるだろうと思わせる女の子。

　……唇くちびるが、その子の名前を勝手に紡つむいでいた。

「瑠る衣いちゃん……」

「えっ？」

　瑠衣ちゃんはオレの呟つぶやきを拾うと、もともと大きな目を更さらに丸めた。

「何ど処こかでお会いしましたっけ？」

「え、ああー……君のお兄さんの、知り合いってゆーか……」

　オレはなんて答えるべきかわからず、どもりながら返す。

　瑠衣ちゃんは驚きの表情を浮かべた。

「ほんとですか!?　わ、すみません、しらなくて！　えと、お兄ちゃん、何かご迷めい惑わくかけてませんか？」

　不安そうに言う。

「い、いや、うん、大だい丈じよう夫ぶだよ」

　正直言うとカナリ迷惑蒙こうむってるが、んなコト言えない。

「そうですか、ああよかった……」

　瑠衣ちゃんはにこっと笑った。

「お兄ちゃん今トイレに行ってて、もうすぐ戻ると思うんですけど……あの、この乗り物って、お兄さんたちみたいな大人の人たちも乗るんですね。わたしも好きなんですよ。よく子どもっぽいって言われるんですけど。楽しいですよね、これ」

　ウキウキと語る瑠衣ちゃん。遊園地来られて嬉うれしい感を、全身から発散している。

　オレの隣となりで、高たか峰みねがポツリと呟いた。

「ねえ、この夢って、多分……」

　ああ……言いたいコトはわかる。オレは黙だまって頷うなずいた。

　この瑠衣ちゃん、オレや高峰のコトを知らないってコトは、本物じゃーないんだろう。瑠衣ちゃんの夢を見るヤツなんて、一人しか思いつかない。

　オレらの思おも惑わくを肯こう定ていするように、瑠衣ちゃんは人ごみの方に視線をやり、手を振った。

「あ、お兄ちゃん！」

　……ウゲッ!?　やっぱり万ま里り王おだ！　こっちに向かって大おお股またで歩いてくるその姿は、身にまとうオーラからして完全に周囲から浮いている。オレの耳に勝手にテーマソングが流れ始める。ゴッドーファーザー、愛のテーマだ。遊園地にいていい人種じゃない。

「もう遅いよー、待ちくたびれちゃった！　ねえねえ、お兄ちゃんの知り合いの人たちがいたよ？」

　オレらを片手で示し唆さする瑠衣ちゃん。

「あァン？」

　瑠る衣いちゃんの隣となりまでやってきた万ま里り王おが、オレと高たか峰みねを睨にらみ付つけてくる。オレは反射的に会え釈しやくをし、高峰は睨み返した。

　一いつ瞬しゆんの間があってから、万里王は首をかしげた。

「いや、知らねェ奴やつらだ。オラ瑠衣、行くぞ」

「えっ？　わたし、フローラル・エクスプレス乗りたい……」

　万里王は戸と惑まどう瑠衣ちゃんの手を取り、やや乱暴に引いた。

「良いから」

「──あ、こら、待ちなさい！」

　高峰が二人を追って駆かけ出だした。オレも慌あわてて続くが、入り口の方は子どもたちの列が邪じや魔まで進めない。やや迂う回かいする形で出口から飛び出したときには、二人の姿は人ごみの向こうに消えようとしていた。

「あの反応を見るに、薄々気づいてるみたいね、これが夢だって」

　走りながら語る高峰。

「なんでアイツがこの島にいるんだろ……やっぱり覚さまさせないとダメかな？」

　併へい走そうしながらオレ。

「多分ね。彼が目覚めることで、此こ処こから抜け出せるはずよ」

　だよねー……なるべく関わりたくなかったが、仕方ない。

　子どもたちが列を成すゴーカートの前を過ぎ、フランクフルトやアイスクリームを売ってるカラフルな売店の脇わきを駆かけ、今時見ないような古めかしいお化ばけ屋や敷しきの横を抜けた。女の子たちの夢を乗せて回るメリー・ゴー・ラウンドを迂回し、楽しげな悲鳴が木霊こだまするジェットコースターのレールの下を潜くぐった……想い出の輝かがやきをそのままに纏まとった風景には、遊園地を楽しむ年齢はやや過ぎてしまった、オレの心すら躍おどらせる力があった。

　オレはここに、高峰と来たかったコトを思い出した。まさか夢の中で来られるとは思わなかった。しかも万里王の。少し想像してたのとは違うけど、なんとなく感かん慨がい深い。

　やがてオレらは遊園のシンボル、大観覧車の下へとやってきた。大空に弧こを描いてゆったりと回る姿には、王の風格があった。

　油断なく周囲に目を配りながら、高峰が呟つぶやく。

「こっちの方に来たと思ったんだけど……」

　乱れた息を整えつつ三人キョロキョロしていると、オレの視界の隅すみを何かが横切った──タン、軽い着地音、反射的に目を向ければ──高峰の隣に万里王が立っていた。片手を高峰の首に回し、もう片手に持ったナイフを、高峰の喉のどに突き付けたまま、

「動くなよ、エロゾンビィ……ったくよォ、何しに来やがったクソガキども」

　クソッ！　観覧車乗り場に続く階段から、飛び降りてきやがったのか！

「……瑠衣ちゃんは？」

　と、人質に取られたまま高たか峰みねが尋たずね返かえす。

「テメェらが追ってくると思ったんでな、観覧車に乗せた……てかおい、刺さすぞコラ？　マジ肝きもの太ェクソアマだなテメェは……質問に質問で返すンじゃねェ！　何しに来たって聞いてンだよ俺おれァよ」

「オマエの目え、覚まさせてやるタメだよ！」

　オレが切り出す。

「はァ？」

　万ま里り王おは片方の眉まゆ毛げを上げ、人を小馬鹿にするような顔をした。

「良いか万里王、あのな──」

「サンをつけろ！」

　夢の中なのに!?

「万里王サン、信じたくねーかもだが、コリャ、アンタが見てる夢なんだよ！　この遊園地も、瑠る衣いちゃんも、全部！」

「ヘェー？　此こ処こが夢の中だって？　ンならよ、このまま俺の手が滑すべって高峰の首をスパッとやっちまっても、手ェ叩たたいたら元通りってか？」

　万里王がわずかに手を動かせば、高峰の首にナイフの切っ先が数ミリ埋うまった。

「や、やめろ！」

　オレがそう叫ぶのと、

「やってみたら？」

　高峰が静かにそう言ったのは、同時だった。同時で真逆だ。

「高峰!?」

　オレが目を丸くするのに、高峰は続ける。

「正直どうなるかはわからないけど、試してみなさいよ。それで私が無事だったら、貴方あなたはこれが夢だと認める？」

　──一いつ瞬しゆんの間があって、

「ケッ！」

　万里王の舌打ち直後、ドンッ！　高峰がオレの方へと突き飛ばされてきたので、慌あわてて抱き止めた。フー、背筋が冷たくなったぜ……目の前で高峰にナイフ向けられるってのは、夢でだってゾッとする。

「止めといてやらァ、多分普ふ通つうに死ぬぞ。俺の夢っつっても、オメェらの魂たましいにとっちゃリアルな出来事だ。ったく、どうやって入って来やがった？」

「……貴方、気づいてたのね？」

　オレの腕から立ち上がった高峰が、険しい表情で言った。

「此処が夢だって？　あァ知ってる。知っててやってんだ。良いから失せろ、放っとけや」

　万ま里り王おは憎にく々にくしげに言うと、ナイフをヒュルル、器用に指の間で回転させ、懐ふところに納めた。

「そういうわけにもいかないのよ。私たちは先に進まなければならない。そのためには、貴方あなたの目を覚さまさせる必要があるの」

「そっちの事情なんざ知るかボケッ！　俺おれに関係あるか！　今日は瑠る衣いの誕生日だからよ、折せつ角かく穏おん便びんに済ましてやろうってんだ、ブチ殺されたくなかったら消えろ！」

「……この世界も、あの瑠衣ちゃんも、本物じゃねーんだぞ？」

　と、オレ。

「本物だとか、偽にせ物ものだとか、誰だれが決めンだよ、え？　オメェか？　神様か？　この世界が辺リン獄バスの果てに通じてないって証しよう拠こでもあんのか？　あの瑠衣が偽モンだって証拠は？　そもそもテメェらが本物だって誰が決めンだよ？」

　万里王の目は、焦しよう燥そうと暗黒に浸ひたされてグルグルしていた。

「右も左もわからねェ世の中でよォ、これで良いって心に決めたンならよォ、それがウソだろうと本当だろうと、気合い入れてやり遂とげるしかねェだろうが……もう一度言うぞ？　今すぐ消えろ、さもなきゃブチ殺す」

　……これでイイんだって、心から頷うなずけるものがあるのは幸せかもしれないな。譲ゆずれないものがあるから人は生きていけるんだし、だから、どうしようもなく避さけようもなく、戦いが起きるのかもしれない。

　そんなコトを思いながら、でもオレは言った。

「これでいいワケねーだろーが」

「あ？」

　万里王の、さっきのナイフより鋭するどい目がオレを貫つらぬく。オレはその視線を押し返すように前に出た。

　甘い夢に浸るのがいけないワケじゃない。そのせいで背を向けてしまうモノがあることが問題なんだ。

「アンタがこっちを選ぶってコトは、本物の瑠衣ちゃんが見捨てられるってコトだ。それを見過ごすワケにはいかねーよ」

　短いため息が聞こえたと思った次の瞬しゆん間かん、閃せん光こうのように伸びてきた片手に胸むら倉ぐらをガッ！　と摑つかまれた。グンッ！　すぐさま引き寄せられ、ゴッ！　衝しよう撃げき！　目から火花が散る。顔の真ん中に頭ず突つきを受けたっぽい。リアルな痛みと鼻血。

「うっとおしいぞ？　誰に説教してんだエラそうによ調子コイてんじゃねーぞコラ！」

「あ、アンタが狙ねらってるネクロノミコンは、オレの中にある！」

　オレが引かずに睨にらみ付つけると、間近の万里王の表情は怪け訝げんそうに歪ゆがんだ。

「なんだと？」

「ちょっと、不ふ二じ君！」

　後ろから上がる高たか峰みねの声に、オレは片手をパーにして向けつつ、

「ネクロノミコンは辺リン獄バスに通じてて、オレが看取った人の魂たましいを導く力があるんだ。アンタにも伝えただろ、瑠る衣いちゃんの言葉。ずっと待ってるって。オレは確かに本物の瑠衣ちゃんと話をしたんだ。あの瑠衣ちゃんがいる限り、オレはアンタに瑠衣ちゃんを見捨てさせるワケにはいかねえんだ！」

　オレと万ま里り王おの視線は互いを見み据すえたまま動かない。凍こおりついたような沈ちん黙もく。睨にらみ合あうオレらのバックに、観覧車は悠ゆう然ぜんと回っている──と、カンカンカン、軽い足音が、観覧車乗り場の階段を駆かけ下おりてくるのが聞こえた。

「お兄ちゃんやめて！」

　万里王が舌打ちをする。

　瑠衣ちゃんはオレらの傍そばに駆け寄って来ると、オレの胸むな倉ぐらを摑つかみ続つづける万里王の腕に小さな両手を重ね、真しん剣けんなまなざしで言った。

「わたし、暴力はきらいだよ。暴力を振るうお兄ちゃんも、きらい。わたしのためでも、やめてほしいよ」

　万里王はオレを睨み付けたまま。

「すっこんでろ瑠衣！　コイツらは敵だ」

「……ごめんね、わたしみたいな何も知らない子供が言うのは我わが儘ままかもだけど……きらいなんだもん。それだけは、覚えておいて欲しいの。皆幸せなのが、一番すきなの」

「やめろ！」

　万里王の苦しげな怒ど号ごう。瑠衣ちゃんは微笑ほほえむ。

「……今日、すごく楽しかったよ。ありがとねお兄ちゃん、わたしの誕生日だから、遊園地に連れて来てくれたんだよね？」

「やめろっツッてんだろうが！　俺おれァ本当は、お前を此こ処こに連れて来てやれなかったじゃねえか……あの日、仕事だからって……」

「でも今日、連れてきてくれたよ？」

　──世界が解け始めていた。

　風景が霧きりとなって流れ去っていく。楽しげな子どもたちの笑い声も、走るジェットコースターのゴウゴウという轟とどろきも、お化ばけ屋や敷しきから聞こえてくるヒュードロドロなミュージックも、遠く遠くなって、渦うず巻まく霧の中に沈しずんでいく……そして、瑠衣ちゃんも。

「瑠衣ッ！」

　万里王が名前を呼んだ。

「──今度は、本物の私も、連れて来てあげてね？」

　その声と、朗らかな微笑を記き憶おくに残して、瑠衣ちゃんも霧に解けた。
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　──オレと高たか峰みねは、ほぼ同時に身を起こした。大だい蛇じやの背骨みたいな階段の途と中ちゆう。踊り場だ。ここはもう遊園地じゃないのに、まだあの楽しげな喧けん騒そうが耳の奥おくに残っていた。

　オレと高峰の視線の先、身を起こした万ま里り王おはぼんやりと虚こ空くうを見つめながら、

「……チッ！」

　舌打ち一つ響ひびかせた。階段に腰を下ろしたまま、片手で胸ポケットからタバコを取り出して咥くわえると、百円ライターで無む造ぞう作さに火をつける。タバコは嫌きらいだけど、その仕草は妙みようにカッコよく見えた。小さな火が、霧にポッとにじんだ。

「テメェらさえ来なきゃなァ……」

　ヤニ臭くさい煙とともに、吹き出す呟つぶやき。

「ま、でも、確かにありゃ、俺の見てた夢だったんだな……瑠る衣いのヤツなら、最後にああ言うだろうなって、俺にはわかってたしな。一字一句よ」

「……瑠衣ちゃん、マジイイ子だよな。アンタの妹とは思えねーわ」

　オレが言うと、万里王はカカカと笑った。

「俺ァよ、誰だれボコろうと、心が痛んだこたァねェんだ。親とか先公がやめろやめろって言うがよ、どうしてやめなきゃいけねェのか、わからなかった」

　万里王はタバコをスパァと吸って、霧の中にヤニを混ぜ込むように吐はき出だす。

「きっと俺ァ、母親の腹ン中に、善意ってヤツを忘れてきたんだろうよ。で、その分をな、瑠衣が拾って生まれてきたんだ。つまりアイツは俺おれの良心ってコトよ。テメェらは全員、瑠る衣いに感謝しなきゃいけねえ。アイツが居なかったら、今頃世界滅ほろんでんぞ。俺が滅ぼしてる」

「──意外にナイーブですね。らしくありませんよ」

　いきなり飛んできた声に視線を向ければ、霧きりの漂ただよう階段を上って来るソファイアの姿、その傍かたわらには……

「おっ、プラトーンさン！」

　万ま里り王おがシュタッと立ち上がった。

　うわ、プラトーン、まだそのお面してんのかよ！　シリアスさとか夢の余よ韻いんとか台無しなんだが。

「ご無事でしたか。心配しておりました」

　ソファイアが言うのに、ゾロゾロと立ち上がるオレら。

「……どういう状じよう況きようかしら？」

　高たか峰みねの問いに、プラトーンが答える。

「うちのだらしないゾンビが起きそうにないので、周囲の森を見回って戻ってきたところ、お嬢様と鉢はち合あわせしましてね。あわや戦せん闘とうというところまでいったんですが、今は落ち着きいたので、話を聞かせてもらっていたんですよ」

「今は緊きん急きゆう時じですので休戦し、共きよう闘とうしないかという話をされていたところです」

　ソファイアの言葉を受けて、プラトーンは頷うなずいた。

「マァジスかァ!?」

　万里王が目を剝むく。

「だってコイツら、後から来たんスよォ？　俺らのが先に見つけてたってのに、此こ処こまで来て横取りされちまったら──」

　プラトーンは素早く片手を振ると、ラインを飛ばした。

「『指オー令ダー・艱難辛苦マツクスペイン』、万里王」

「イギャアアァァアイッ!?　オッゴッゴェ！」

　突とつ然ぜん汚い悲鳴を上げて倒れた万里王が、エビのように身を反って悶もん絶ぜつし始めた。なんていうか、これはひどい……人間ってこんな動き出来るんだ……

「……横取りとは、どういうことです？　わたくしたちは先ほど貴方あなたから、自分たちはあらゆる願いが叶かなうという島があると聞いてやって来たのだと伺うかがいましたが」

　ソファイアが険しい表情で言うのに、プラトーンはお面の奥おくでため息をこぼした。

「やはり自分の意思で喋しやべるゾンビというのは、不便ですね……廃はい棄きしますか」

「アッアアヒィィッ！　ジイィィヌッデ！　ジヌァウ！」

　オレは万里王の状態が気になってオロオロしてる。おい、イイのかよコレ!?　死んじゃう万里王が死んじゃう！　もう死んでるけどもっと死んじゃう！　てか顔キメェ！

「プラトーン、もう止めなさい。いくら岸きし谷たに万ま里り王おでも、死者を冒ぼう瀆とくされているのは、見ていて気分が悪いわ」

　高たか峰みねが顔をしかめて言う。

「おっと、失礼しました」

　プラトーンは片手を振ってラインを消した。

「グッハ、ゲッホハ……おゥゲッ……テメェら何見てんだ見世物じゃねェぞ殺すぞ！」

　すぐに上体を起こした万里王が、オレらに向かって唾つばやらなにやら液体を飛ばしてくる。キタネーなオイ！　オレは高峰を庇かばいつつちょっと下がる。てか結構元気だな……もうちょっとほっといても大だい丈じよう夫ぶだったんじゃねーか？

「それで、どういうことか、説明してもらえる？」

　高峰の追求に、プラトーンは肩をすくめた。

「まあ、仕方ありませんか……どのような願いも叶かなえるという常世の島と、其そ処こを統すべる魔霊リツチの伝説は、さる筋では古くから有名でしてね。申し上げていなかったことは、魔霊リツチは数年に一度、その力を保つため、周辺の民たみの夢を集めに現れるということ。そして、その夢の力を集めた集積体が存在するらしいということです。私たちの目的はそれですよ。貴方あなたがたはご存知なかったようなので、あわよくばこっそり持ち帰ろうと思っていたのです」

　高峰がため息をつく。

「やっぱり裏があったのね」

　くっと下した唇くちびるを嚙かみ締しめながら、ソファイアが言う。

「……なんと義に疎うとい方々でしょう」

「な、なあ、魔霊リツチってナンだ？」

　オレの問いかけに、高峰が答えてくれた。

「さっきも言ったけど、本来幽ゴー霊ストというのは、基本的には現実に対して影えい響きよう力りよくを持たない、幽かすかな霊れいのことを指すの。それに対して、規格外の力を有し、現実に強い干かん渉しようを及およぼしてくる霊のことを、そう呼ぶのよ。天てん賦ぷの才を持つ屍霊術師ネクロマンサーが、強きよう烈れつな未練を残して死んだときに成ると言われているわ」

「──プラトーンさァん！　ゲホッ！　や、マジでね、スンマセンした！」

　復活した万里王が、揉み手でもしそうなカンジで、プラトーンの傍わきに走った。

「あのですねェ、スゲェ特ダネがありますんで、それに免めんじて御ご勘かん弁べん願いてェんスけど……」

「ほう、なんでしょうね」

　ビシッ！　オレを指差す万里王。

「なんとネクロノミコンは、あのエロゾンビの中にあるそうなんスよ！　マヌケが、自分で口滑すべらせやがった！　どォスかコレ？」

　あ、くっそ、あのヤロー！　オレは拳こぶしをギリリ……

「ああ、そうですか……まあ、想定の範囲内ではありますよ」

　プラトーンは驚きもせずに返す。

「知ってたんスか!?」

「確証はありませんでしたがね。まあ、今後はそれを軸じくに作戦を立てられますから、悪くない情報です。廃はい棄きはしないでおいてあげましょう」

「ウィィス！」

　責めるような高たか峰みねの視線を感じる……だ、だってしょーがねーじゃん！　あんときはああするのが一番だと思ったんだ！

「さて、シロネクロの皆様、それでは一ひと先まず、波は多た守もりとやらを倒すまで共きよう闘とうという形で、宜しいですかね？」

　プラトーンが言うのに、高峰は訝いぶかしげに目を細めた。

「今いま更さら何？　信用できるわけがない」

「ほう、ではあなた方だけで戦うと？　これほどの術を操る魔霊リツチ相手に勝算があるとは、なるほど、流石さすがに天才と呼ばれる方は違いますね」

　からかうようなプラトーンの言葉に、高峰は黙だまって目を尖とがらせる。

「しかし、戦うことはできても、後ろのお二人を守りきることが、貴女あなたにできますか？　貴女の戦い方は、誰だれかを守るには向かないのでは？　我々は狙ねらいも、手の内も、ほぼ晒さらしました。既すでに脅きよう威いではないでしょう？　その上で共通の、それも、未知で強きよう大だいな敵がいるというこの状じよう況きようで、いがみ合うメリットがあるでしょうか？　二正面作戦は愚ぐ策さくですよ」

　回る回る、プラトーンの舌。ウサギの面が小憎らしいほどに。

　高峰は一つ息をついて言った。

「……もう隠かくしていることはないでしょうね？」

「ありません」

「……良いでしょう、取とり敢あえず今は、貴方あなたの口車に乗ってあげる」

「結構。では早さつ速そく向かいましょうか。あまり悠ゆう長ちように構えていられないようです」

「あ、そだ、カナちゃんを追わねーと！」

　プラトーンの言葉に、急いで駆かけ出けすオレ。

「そのカナちゃんと言うのは、話にあった、波多守の娘さんのことですね？　まあそれもそうなのですが……気づいていませんか？　霧きりが濃くなってきています」

　プラトーンも走り出しながら語る。

　……うわ、マジだ、気づかなかった！　オレたちの周囲を包む霧はどんどん濃くなっていた。まるで海の中を泳いでいるような錯さつ覚かくすら覚える。こりゃ急がないとヤバそうだ。

　走ることしばし、ふと気になったので、オレは口を開いた。

「なあ、プラトーン、アンタも夢見たのか？」

　この機械じみた冷静さを持つ底知れないクロネクロは、一体どんな夢を見たんだろう？

「見ましたよ。最悪でした。最悪だったので、起きられましたが」

「え、幸せな夢じゃなかったのか？」

「幸せでしたよ。望むままの夢でした。〝幸せ〟だったから、〝最悪〟だったんですよ」

　オレの頭の上にデカい〝？〟が浮かんだが、解消されるコトなく会話は終わる。その短いうちに、頭上に終点が見えて来たからだ。

　石段を上り切った先には、木々の梢こずえがわずかに開け、月明かりが差し込んでいた。

　左右に伸びた、古びた石組みの壁。古い砦とりでか城しろ跡あとのような、無骨な風情がある。ツタが生えて苔こけむして崩くずれかけたそれは、周囲から押し寄せてくるパワフルな南国の緑を阻はばもうとして敗北し、飲み込まれてしまったというような様子だった。正面にアーチがあり、そこが入り口らしい。そして……

「──カナちゃん！」

　アーチの向こうに駆け込んでいく小さな影かげに、オレは叫んだ。







　　六　ドリーム・マスター







　カナちゃんに続いて中へと駆かけ込こんだ。

　四方を壁に囲まれた、広い空間。かつてここに、何かの建物があったんだろう。今は草木に覆おおわれ、石造りの土台と短い石段だけが、かろうじて面おも影かげを留めている。

　土台の上、霧きりの流れを隔へだてた向こう、差し込む月光に照らされた大おお柄がらな人ひと影かげが、こちらに背を向けて座っていた。朝日色の衣の裾すそが石台の上に広がっている。頭には、なんていうのか知らないけど、細長い頭ず巾きんみたいな被かぶり物ものをしている。

　あれが波は多た守もりか……伝説の屍霊術師ネクロマンサー。サスガに雰ふん囲い気きあるぜ。

「──ちちうえ！」

　広間の中心でカナちゃんが叫んだ。思いのたけをぶつけるような、短くて濃い叫び声だった。何年？　何十年？　何百年？　あの子は待ったのだろう？　一目散に人影の方へと駆けていく──と、オレの脇わきから飛び出した黒い影が、ガッ！　その小さな体を捕つかまえた。

「おおっと待ちなァ！」

　万ま里り王おだった。その腕の中、カナちゃんがジタバタしている。

「なんですか？　はなしてください！」

「ま、万里王？　何してんだ？」

　オレは戸惑いの声を上げる。

「おいガキ、サンはどうした？」

　面めん倒どうなヤツだなァ！

　他の面子が遅れて広場に入って来ると、その中からプラトーンがスタスタと前に出て、万里王と並んだ。

「よくやりました、万里王。気が利きましたね」

「いやァ、娘がいて、そのオヤジが相手だってんなら──こうするのが常道ってモンでしょうよォ！」

　シャキンッ！　万里王が片手でナイフを抜き払い、カナちゃんの細い喉のどに刃を向けて持った。オレらは息を呑のむ。

「やっぱり、彼らとは、相容れないわ……！」

　高たか峰みねがイライラとして呟つぶやく。

「さて波多守さん、娘さんの命が惜おしければ、貴方あなたが創っている術を此方こちらに渡して下さい。ハッタリではありませんよ。こちらの万里王は、小さい子の体を切り刻むのが何より好きな殺さつ人じん鬼きです」

　一いつ瞬しゆん、『え？』という顔をした万ま里り王お。プラトーンがその脇わき腹ばらを肘ひじで突つくのが見える……ん、なんかコレ、演技っぽい？

「──おっ、おう、ダァイ好きだぜ俺おれァ、三度のメシより、ガキの体ズタズタにするのがよォ！　ナンつーか、そう、生きてるって実感がするんでな！　フハハ……てなモンよ。オトーサンさァ、早ェとこ渡しちまいな！　おうガキ、テメェも早く泣き叫んでアピールしろや、オトーサンに助けてってよォ！」

「はなすです、ろうぜきもの！」

「お、おい、動くんじゃねェコラ……危ねェだろうが、刺ささったらどうする！」

　火がついたように暴れるカナちゃんを、御ぎよしかねている様子の万里王。アイツってなんか、小さい女の子には優しいのか？　生きつ粋すいのお兄ちゃんってコト？

　波は多た守もりは、立ち上がることも、振り向くこともしなかった。

「……良くぞ参った、不ふ二じ由ゆう真まよ。待っておったぞ」

　うお、シブい声だ……って、こっちに語りかけててイイのかよ？　娘を人質に取られているとは思えない冷静さだ。

　オレはプラトーンと万里王、カナちゃんの方が気になりながら返す。

「……アンタ、昨日夢の中に出てきたヤツだろ？」

「然さ様よう。確認させてもらった。御前が秘法を受け継ぐ者なのかどうかを」

　秘法ってのは……ズルワーンのコトか。

「そして、確かに御前の中にそれはあった。それさえ手に入れれば、我が夢想の力は更さらに強大なものとなるだろう。この国全土を覆おおうほどに」

「そう、貴方あなたも不二君のネクロノミコン狙ねらいと言うわけ。つまり私の敵ということね」

　高たか峰みねが言う。

「フジ様を呼び寄せるために、数多の人を巻き込んだと言うのですか？」

　ソファイアが問いかける。

「そうだ。我が力は区別がない。霧きりはただ流れ、覆おおい尽つくすのみよ」

「おいおい、よしてくれそーゆーの……罪悪感がスゲーんだよ！　狙うならオレだけにしてくれっての！　いや、そもそも狙わないで下さい！」

「──オウオウオウ！」

　万里王が割って入ってきた。

「オッサンよォ、俺たちを無視するたァ良い度胸じゃねェか……そんなに娘の血が見てェか、アアン？」

「……御前たちは、先ほどから何を言っておるのだ？　それは私の娘ではないぞ」

「は？」

　オレは眉まゆ根ねを寄せる。

「佳か奈なは、ずっと私の傍わきにおる。ほれ、この通り」

　──ヴァサッ！　大きな鳥の羽音にも似た音を立て、波は多た守もりの片腕が振られた。翻ひるがえった服の袖そでが、虚こ空くうを撫なでて行き過ぎれば、誰だれもいなかったはずのそこに、突とつ如じよとして一人の娘の姿が現れた。

　カナちゃんに似てるけど少し大人びた顔立ちは、息を呑のむほどに美しい。虹にじを編み込んだかのように華はなやかな着物を着込み、扇おおぎを手にして微笑ほほえんでいるが、その視線はどこか遠くを眺ながめている。長くてたっぷりある髪は、夜を流れる川のようだ。

「それは、だれですか!?」

　万ま里り王おの腕の中、動きを止めたカナちゃんが叫ぶ。

「御前こそ何者だ？」

　波多守の言葉からは、何の温度も感じられなかった。依い然ぜん、振り向こうともしない。

「カナです、ちちうえ！　カナがカナです！」

「佳奈は此方こちらだ。御前など知らぬ」

　カナちゃんは万里王の腕の中で俯うつむいた……あ、ヤベェ泣きそうになってる！

「……お、おい、コリャどういうことだ？」

　万里王が、斜ななめ後ろのオレらを向いて、ヒソヒソと言う。

「多分、不ふ二じ君や貴方あなたの場合と同じよ。どちらかが、波多守が想像した佳奈ちゃん。おそらく……あちらが」

　高峰が答える。

「なるほどな……おうテメェ波多守ィ！　それでも父親か？　オラ良く見てみろや、こっちが本物だっつーの！　泣きそうになってんじゃねェか、可か哀わい想そうに！」

　いやいや、ナイフ突きつけながら言うセリフじゃないだろソレ！　さっき泣けとか言ってたクセに！

「ちちうえ！　カナがカナです！　それはちがうカナです！」

　これまで接してきて、聞き分けのイイ子っぽかったカナちゃんが、ついに絶ぜつ叫きようした。子どもらしく泣なき喚わめく姿に、その裏側にあるさみしさに、オレは焦しよう燥そうを覚える。

「違わぬ。佳奈は泣きはせぬ。いつも笑っておる。御前は佳奈ではない」

　ヴァサッ！　波多守が再び片腕を振った。

「私の前で佳奈の名を騙かたること、罷まかり成ならぬ」

　霧きりをピリピリと震わせるほどの怒ど気きが、その声には込められていた。

　──何か来ると思った瞬しゆん間かん、ズドン！　と地面を震わせ、同心円状の波動が、座ったままの波多守から放たれた。近くに雷かみなりが落ちたかのようだった。やや離れていたオレたちすらよろめかせるほどの衝しよう撃げき。

　万ま里り王お、プラトーン──そしてカナちゃんが、嵐あらしの中の木の葉のように、宙を舞うのが見えた。数メートルほども吹き飛び、草地に倒れ付す。

「カ、カナちゃん！」

　急いで駆かけ寄より、抱き起こす……そ、そんな……

「どっ、どど、どうしよう高たか峰みね、息してないし、脈もない！」

「落ち着いて、元々幽ゴー霊ストよ」

　あ、そ、そうか……！

「でも、目覚めねーぞ？」

「多分、心に強いショックを受けたからだと思うわ。幽霊にとっては、精神的な傷がダイレクトなダメージになるのよ」

　そうか、よっぽどツラかったんだな。そりゃそうだよな。オレはカナちゃんの小さな体を横たえると、一度頭を撫なでてから立ち上がった。

「……アンタ、自分の娘もわからねーのか……？　この子がどんだけアンタに逢あいたがってたか、見せてやりてーよ……」

　オレがワナワナとして、何とかそれだけ口にすると、波は多た守もりは淡たん々たんと言った。

「見たくもないわ」

　──プチッ！

　堪かん忍にん袋ぶくろが切れる音がした。

「──テメェェーッ！」

　ダダダダダダッ！　湧わき上あがる衝しよう動どうのままに、波多守に向かって駆かけ出だす。一応オレも、一般にキレやすいといわれるところの、昨今のワカゾーなんで。目の前で女の子を衝撃波でブッ飛ばすオヤジなんか見た日には、ノルアドレナリン垂れ流し状態。

「……来るか、不ふ二じ由ゆう真ま。元より大人しく渡すとは思っておらぬ。始めると致いたそう」

　波多守はそう言って立ち上がると、バサリ、迎むかえ撃うつようにオレを振り向いた。オレのオヤジぐらいの年齢か、カナちゃんが顔が怖こわいと言っていたが、確かに迫はく力りよくのある、厳格そうな顔をしている。そして──

　キキキーッ！　オレは急ブレーキをかけた。石段の下くらい。

　オレは波多守を見て、思わず目をそらしてから、もう一度波多守を見た。

　……変わってない。二度見しても。

　オレの心の中で、戸と惑まどいが怒りを凌りよう駕がした。

「──どうした不二由真、来んのか？」

「い、いや、ア、アンタがどーしたよ、ソレ!?」

「それとは？」

　波多守が言うのに、オレは叫んだ。突っ込まずにはいられなかった。

「ナンで下半身が丸出しなんだって言ってんだよ！」







　上半身はフツーのお坊さんっぽくて、あの前掛けみたいなヤツとかもしてるのに、布の長さが不自然に足りなくて、下半身だけが見事に丸裸だった。その部分だけちょっと霧きりが濃くて、うまいことモザイクみたいになっているが、風が吹くたびにハラハラする。

[image: ]

「逆に問おう。何な故ぜ御前らは下を穿はいておる？」

「いやいやいや、何そのハイテナイのがフツーみたいな言い方!?　オカシーだろ！」

「おかしくはない。素す肌はだを出すことによって、大気中の微び細さいな流れを感じ、より精せい緻ちな術の制動を行うことができるのだ。根黒万鎖ねくろまんさならば、肌を晒さらすものであろう？」

　オレは思わず背後を振り向き、高たか峰みねとソファイアを見た。

　耐性のない高峰は言わずもがな、純じゆん朴ぼくなソファイアはまともには見られないようで、チラチラと視線を泳がせていたが、オレの視線に気づくと二人してブンブンと首を振った。

　だよなあ……視線を波は多た守もりに戻す。あんま戻したくねーけど。

「な、なら上を脱いだらいーんじゃねーんスか？」

　圧あつ倒とうされて思わず敬語。

「下の方が敏びん感かんである故ゆえな」

　オレは頭を抱えた。

「じゃあなんで上だけ着てんスか……」

「袈け裟さは私が仏僧であることの証。それに、此これまで脱いでしもうては、野の獣けものと変わらぬではないか」

　波は多た守もりは語りながら、一歩一歩、石段を降りてくる。うん、他人の哲学はわからん！

「さて、そちらから来ぬなら、私から参るぞ……出でよ、〝根来彼方にらいかないの秘法〟」

　バサリと裾すそを払い、胸の前に片手を上げた。霧きりに煙る星空に向けるように開かれた掌てのひらの上に、キィンと澄んだ音と共に、現れたもの。

　アレは……光の玉？　無数の光の糸が寄り集まるその中心に、夜の闇やみを払う強い輝かがやきが宿っている。まるで化学の教科書で見た、原子だか電子だかの図のような……あれ、どっかで見たような……？

「化け楽らく天てん魔ま法ほう──『湊みなとの天てん狗ぐ風かぜ』」

　ギュルルルッ！　波多守の言葉を受けて、光の玉の周囲を舞う光の糸が、回転を早めたと思えば──ドゥッ！　先ほどカナちゃんを、ついでに万ま里り王おとプラトーンを吹き飛ばした衝撃波が、間近のオレを襲おそう──が、その寸前、オレは背中に二つの優しい感かん触しよくと、そこから流れ込む力を感じていた。

「『命オー令ダー・筋力増強ハイストレングス』、不二君！」

「『勅オー命ダー・歴戦の勇士ギデオン』、フジ様！」

　メリリ！　全身の筋肉が、はちきれんばかりにパンプ・アップ！

「ウォォォオオオッ！」

　オレは咆ほう哮こうし、手刀一いつ閃せん振り下ろす──ズバァッ！　向かい来る衝しよう撃げき波はを切きり裂さいて左右に流しながら、ズダン！　地を蹴けって走り込み、波多守の胴に向かって拳こぶしを繰り出す。

　カナちゃんが気絶してて良かった。オレのパンチ、今ちょっとこらしめるってレベルじゃないかも知れない。まあオレは生徒思いの小学校の先生でも、児童相談所の職員でもねーし、別にイイよな。この下半身丸出しオヤジに、カナちゃんの痛みを教えてやんよ！

「膂りよ力りよくを増したか、ならば……化け楽らく天てん魔ま法ほう──『十じゆう丈じよう四し郎ろう怪かい力りき無む双そう』」

　波多守が呟つぶやき、ズドンッ！　オレの拳が炸さく裂れつ──だが、波多守は倒れない。それどころか、微び動どうだにしない。片手でオレの拳を包み込むようにして受け止めている……ウソだろ、高峰とソファイアのダブルオーダーを片手で!?

「どうした、現世を生きる根黒万鎖ねくろまんさは、この程度か？」

　メリリリッ！　拳が軋きしむ。異様な力だ。このままでは握にぎり潰つぶされるだろう──タンッ！　捕つかまれた手はそのままに、オレは片足を持ち上げ、ヒュボッ！　流れるように首を刈かる蹴りを放つ……

「──『指オー令ダー・刃走破ブレードランナー』、万里王！」

「クッソがァ、ブチ殺すァ！」

　プラトーンのオーダーと共に、叫び声をなびかせて駆かけ込こんできた万ま里り王おが、同時に刃やいばを振るった。オレの片足とそのナイフが、まるで鋏はさみの刃のように、波は多た守もりの首を左右から狙ねらう──オレの手が離されたかと思えば、ドッカァンッ！　胴どう体たいに凄すざまじい衝しよう撃げき、血を吐はきながら宙を舞う。殴なぐられたんだろうが、至近距離で大たい砲ほうぶっ放されたと言われても信じる威い力りよくだ。ぐるぐる回る視界の中で、万里王が手首を摑つかまれているのが見えた。残る片手が、疾しつ風ぷうのようにナイフを抜き払い、波多守の胴体へと突き込もうとしたところで──ボボンッ！　万里王の全身が、紅ぐ蓮れんの炎に包まれた！

「ぐわあっ!?」

「刃は向むかうならば容よう赦しやはせぬ。化け楽らく天てん魔ま法ほう──『釣つり鐘がね七なな巻まき悋りん気きの炎ほのお』」

　万里王を焼いた炎は、蛇へびか龍りゆうか、生き物のようにうねり、宙を舞っているオレへと向かってくる──両腕を交差して受ける。まぶたを焼く光、全身を覆おおう灼しやく熱ねつ──炎の洗礼が過ぎて、そのまま草地へと叩きつけられる。

「──グハッ！」

　肺の中の空気が、一気に吐き出される。高たか峰みねとソファイアが、オレを案じる声がする……

「どうした、秘法を使わんのか？　相手にならんぞ」

　消し炭になりかけ、ミディアムウェルダンってカンジの万里王を放り捨て、波多守はゆっくりと歩いてくる。まるで見せ付けるかのように……くそ、下半身丸出しの変態オヤジのクセに、なんだこの強さ！　シュール過ぎるぞこの状じよう況きよう。

「ゴホッ！　オ、オレはちょっとゾンビだけど、ただの高校生なんでねえ！　秘法とかワケわかんねーんスわ！　どうやるか教えてくれ！」

　オレも下脱げばいいのか？

「秘法から呼び掛けはあらぬか？　ならば、御前は相応ふさわしい使い手ではないということよ。早々に私に譲れ……化け楽らく天てん魔ま法ほう──『名刀折おれ継つぐ丸まる』」

　波多守の片手に霧きりが収束し、シュラアッ！　一本の日本刀になった。冴さえ冴ざえと濡ぬれたように輝かがやくその刃……ゾクリ、オレの背筋が冷え込む。あれはなんか、ヤバそうだ！

　──と、ゴウッ！　オレの髪を揺ゆらして、突とつ風ぷうが吹いた。とびきり可愛かわいくて勇ゆう敢かんで、真っ直ぐな突風が。

「『自己制圧セルフオーダー・身体能力調整アジヤスト』！」

　ロングスカートを残影のように翻しながら、高峰が両手のナイフを繰くり出だす──ガギ、ギギ、ギンッ！　刃がかち合えば、幾いくつも幾いくつも、虚こ空くうに火花が咲く。

　く、高峰が応戦してくれてるんだ、この隙すきにエロいコト考えねーと……でも、ああ、高峰が、高峰がヤベェ！　ハラハラ気分で妄もう想そうどころの騒ぎじゃねーぞ！　目の前で気になってる女の子が日本刀で襲おそわれてるときエロいコト考えられるほど、オレも悟さとり切れてねーし！　それに加えて、波は多た守もりのオッサンだよ！　今にも霧の向こうに、ブルンブルンと暴れ回っているアレが覗のぞきそうで、まったくエロい気分になれない！

「──大だい丈じよう夫ぶですか!?　『勅オー命ダー・神は癒されるラフアエル』、フジ様！」

　お、おお、ソファイアの温かい力が、ジワジワと流れ込んでくる！　岩がん盤ばん浴よくってこんなカンジか？　行ったことねーけど。でもオレ、今全身大おお火傷やけど状態だから、オーダーじゃあ、そう簡単には治らないかもな……と、うわ、高たか峰みねが圧おされてる！

　キン、キン、キン──ギィンッ！　波多守の刃、幾度目かの閃ひらめき、ひときわ高い鋼の断だん末まつ魔まが轟とどろいた。ヒュンヒュンヒュン、宙を舞うアレは……高峰のナイフの刃だ。信じらんねえ、ナイフを斬きりやがった！　なんつー切れ味だよあの刀、比ひ喩ゆでもなんでもなく、まさしく鉄をも切きり裂さくってヤツだ！

　オレの中に脹ふくれ上あがる焦しよう燥そうが、見ている時間の流れを遅くする。全てはスローモーションの中に埋まい没ぼつしていく。

　ヒュルリ、波多守は風が流れるように推進、バランスを崩くずした高峰の脇わきを駆け抜けながら、シュバッ！　綺き麗れいな抜き胴どうを放った。まごうことなき必殺の一いち撃げきだ。高峰が血を吹きながら真っ二つになる未来まで、オレには容易に想像できた──が、波多守の手に握にぎられていたはずの刀は、高峰の胴に届く寸前に、ブワッと霧に溶とけていた。

　ど……どうなったんだ!?

「むう」

　波多守が呟つぶやいた。ヤツにとっても想定外ってコトか？　いや、マジにゾッとした……全身から冷や汗が吹き出したわ。心臓の鼓こ動どうが鳴り止まない。

　そこから、波多守は防戦一方になった。高峰が繰くり出だす攻こう撃げきを、ひたすらに避け続けている。その姿を見ているうちに、オレは気づいた。

「あ、あれ、ナンか、光弱くなってねーか？」

　波多守の片手に持たれた光の糸束、さっきまでまばゆい光を湛たたえていたそれが、今や儚はかなげに明めい滅めつしていた。

「──案外早かったですね」

　半なかば独り言のつもりだったんで、答えがあったコトに驚いた。プラトーン。

「息切れしたんですよ。この霧の維い持じに加えて、あれほどの力を立て続けに行使していれば、当然です……『指オー令ダー・再起動リブート』、万ま里り王お！」

　プラトーンのオーダーを受け、ビョイン！　バネ仕掛けのように万里王が起き上がった。

「ゴホッ！　クソが！」

　開口一番に罵ば声せいが飛び出す。

「チャンスです、行けますか？」

「まァ行けますよ、あちこち炭化してますがねェ」

「『指オー令ダー・剣闘士グラデイエーター』、万ま里り王お！」

「シャァァァアッ！」

　ボロボロと炭と化した体をこぼしながら走り、ガン攻めを続ける高たか峰みねと肩を並べて、刃を振るい始める万里王。

「御お前まえも憎怨人ぞんびであったか。人なら既すでに死んでおるかと、甘く見たわ」

　猛もう攻こうを紙一重でかわしながら、波は多た守もりが言った。攻め手が一人増えたってのに、結構余よ裕ゆうがある。それもそのはず、波多守の技量がスゲェのも確かだが、高峰と万里王の呼吸がまったく合ってないんだ。下へ手たな社交ダンスみたいに、お互いの足でも踏みそうな勢いで、それぞれの攻め筋を潰つぶしている。あれは二対一じゃない。一対一×二だ。オレの見立てが間違ってないコトを証明するように、万里王の舌打ちが高らかに鳴った。

「邪じや魔まだクソ女ァッ！」

　ブォンッ！　万里王がハエでも払おうとするかのように、高峰の顔面に向かって裏うら拳けんを放った。躊ちゆう躇ちよがない。マジで狂犬。タンッ、軽いステップでそれをかわす高峰……あーあーあー、ダメだこりゃ！　高峰がフツーの状態だったらまだよかったのかもだが、セルフオーダー状態の高峰もコミュ障入ってるからな。

　ここは早くオレも加わって、二人に上う手まいこと合わせるような動きをしねーとヤベェぞ。よし、エロ妄もう想そう、エロ妄想……よし、家庭教師モノだ！　妖よう艶えんな女子大生のオネーサンと、気弱なチェリーボーイの一幕だ！




『──じゃあ始めましょうか。明日のテストは、日本史だったかしら？』

『そうです……ああ弱ったなあ、僕、自信ないです……』

『あら、どうして？』

『苦手なんです、覚えるの。記憶力なくて』

『そうなの？　こういうのはね、簡単な覚え方があるの。例えば……本ほん能のう寺じの変へん。一五八二年ね。イチゴパンツと覚えるのよ』

『えっ!?』

『ちなみに先生も今日穿はいてます』

　ピラッ！

『うわっ、ちょ、ま、まさか先生、これを見越して!?』

『ウフフ……じゃあ次、これね、天てん保ぽうの改かい革かく……一八四一年。イヤヨイッちゃう……あ、先生なんだか、ムズムズしてきたわ』

『うわあー、ぼ、僕、覚えられそう！　入ってくる、頭にどんどん、入ってくるよお！』

『あら、駄だ目めよそんな、いじったら駄目……いじるな！　一四六七年、応仁の乱、ね？』

『は、はいィー！』




　コギト・エロゴ・スム──エロ思う故ゆえに我あり──フゥゥォオオウッ！

　…………。

　……あ、あれ？　なんか治りが遅いぞ……確かに治ってはいるんだが、いつもならシュンッと一いつ瞬しゆんで治るところ、じりじりと治ってる。なんでだ？　まあ良いか、何とか動けるくらいにはなったし。

　よし行くかと立ち上がり、波は多た守もりの方を向いたとき──ビカビカビカッ！　うおまぶしっ！　なんだ!?　波多守が手にした光の玉が、ものすごい光を帯びてやがる！

「化け楽らく天てん魔ま法ほう──『和わ佐さ大だい八はち郎ろうの万まん本ほん矢や衾ぶすま』」

　──シュドドドドドドッ！　霧きりが空中で無数の矢に変化し、降り注ぐ──オレは咄とつ嗟さに、間近にいたソファイアを庇かばった。

「フ、フジ様!?」

「アタマ下げてろ！」

　背中に突き刺さる矢、矢、矢……クソッ、治ったばかりだってのに！　刺ささった後、矢はすぐに霧になって解け、後には傷だけが残る。

　高たか峰みねと万ま里り王おが踊っている。波多守を攻こう撃げきするどころじゃない。ナイフで切り払い、ステップで避よけているが、その体は傷ついていく。

　──やがて、矢の通り雨が行過ぎれば、万里王も高峰も膝ひざをつき、プラトーンは倒たおれ伏ふしていた。その中に、泰たい然ぜんと立つ波多守の姿がある。

「ぐっ……な、なんでだ!?　力使い切ったんじゃねーのかよ！」

　ソファイアの上から、ヨロヨロと立ち上がる。

　グググ、全身傷だらけの高峰が、落ちた膝を何とか持ち上げ、再びナイフを構えるのが見える。ああ、高峰無事だったか、よかった……と、セルフオーダーが切れたのか、自分で切ったのか、目に正気の光を再び灯した高峰は、荒あらい呼吸の中でおもむろに叫んだ。

「不ふ二じ君、えっちなこと、考えちゃ駄だ目め！」

　え……

　え、ええぇぇええ!?







「波多守の術は、人の願望、夢……欲望を糧かてにするものだわ。キミがそういうことを考えると、それがそのまま、波多守の力になってしまうのよ！」

「え、いや、だって……じゃあオマエたちだってそうなんじゃないの!?」

「……た、戦いの最中に、そういう妄もう想そうをするのは、貴方あなたくらいのものでしょう……」

　倒れ伏したまま、プラトーンが言う……あ、死んでなかったか、良かった。いくらコイツでも死なれたら後味が悪いぜ。

「わ、わたくしは、普ふ段だんから考えたこと、ありませんので……」

　まあソファイア、オマエはそうっぽいけどさ！

「現世を生きる根ね黒くろ万まん鎖さの娘よ、なかなかの慧けい眼がん。いかにもその通りよ。御お前まえたちの攻めは見事であった。私も霧きりの結けつ界かいを解き、全力で応じねばならぬと思うたが、助かったぞ」

　片手に輝かがやきを手にしながら、波は多た守もりは語る。

「しかし本来ならば数人で賄まかなう力を、ただの一人で満たすとは、不ふ二じ由ゆう真ま、これほど強い欲望の力を有していたとは。どうやら身を癒いやすのに必要のようだが、おかげで大分溜たまった」

「そ、それってオレが、人より数倍エロいってコト!?」

　人前で暴ばく露ろすんなよ！

「まあ、御前の中の秘法と、私の秘法が通じ合うが故もあろうがな。さて、大分溜まったが、大技を繰り出すには聊いささか足りぬか……今少し、溜めさせてもらおう」

　──シュカッ！　繰り出された高たか峰みねのナイフを紙一重で避よけながら、波多守は片手の糸束、秘法とやらを虚こ空くうへと掲かかげた。

「さあ、不二由真、此これが御前にわかろうか？　化け楽らく天てん魔ま法ほう──『乙おと姫ひめの雨あま壺つぼ』」

　ズオオオッ！　周囲の霧が黒く染まって舞い上がり、オレらの頭上に垂れ込めたかと思えば、ぽつり、ぽつりと雨が降り始めた……な、なんだ、なんのつもりだ？　ええい、考えてても仕方ねーぜ、溜ためるってんなら、溜まる前にブチのめすだけだ！

　オレは再度波多守へと向かい、高峰と二人で、波多守を挟はさみ込こむように陣じん取どった。オレも全身穴だらけだが、このままやるしかない……クソッ、エロいコト考えちゃいけねーとか、このオッサン、オレの天敵か？　無心だ、無心で戦わねーと……

「『勅オー命ダー・歴戦の勇士ギデオン』、フジ様！」

　ソファイアが絶ぜつ妙みようなタイミングでオーダーを飛ばしてくる。ヒュ、ボ、ボッ！　大おお振ぶりな攻こう撃げきは控ひかえ、コンパクトで素早い攻撃で刻んでいく。ソファイアのオーダーのおかげで、ジャブでも破壊力は十分ある。

　さっきの高峰と万ま里り王おみたいに、バラバラに攻撃してたらダメだ。波多守は強い。

「おい高峰、呼吸を合わせるぞ！」

「わかってるわ！」

　オレと高峰は何度か死地を一いつ緒しよに潜くぐり抜ぬけてきた仲だし、やれるはずだ。

　サアァァ……強まっていく雨足の中、オレと高峰は波多守を挟んで、二人で一つの機械のように踊る。高峰のナイフがスパッ、オレの拳こぶしがチリッ、波多守をかすめる──よし、いけそうだぞ！　このまま畳たたみ込こむぜ！

　高峰は一度、セルフオーダー切らしてるし、立っているのもツラいはずだ。その上全身傷だらけだし、いつまでもつかわからない。早く決めなけきゃ……って、うおっ!?　た、高峰の服、濡ぬれてスケスケじゃねーか！

　──ハッ!?　まさか、この雨！

「最初からコレを狙ねらって!?」

　オレの言葉に、波は多た守もりはニヤァッと口の端はしを上げた。

「力が溜たまってきたぞ」

「あ、アンタ、坊さんだろ！　イイのかよこんなコトして！」

　オレがわめくのに、波多守は高たか峰みねが繰くり出だすナイフを脇わきに捌さばきながら続ける。

「私は既すでに破は戒かい僧そうだ。欲望とは禁ずるからこそ高まるもの。長らくの禁欲生活で鍛きたえられた我が妄もう念ねん、決して御前にも引けをとらぬぞ。さあ、とっくと御ご覧らんじろ」

「不二君、どうしたの！　足が止まってるわよ！」

　高峰の叱しつ咤たが飛んでくる。くっ、コイツわかってねえ、濡れたワイシャツで激しい運動をする女の子が、どれほどエロティックかというコトを！　透すけて見えるブラってのはな、ある意味全裸よりレベル高えんだぞ！　今日は青ですね！

　足が止まってると言われたので、オレはとりあえず両足をシャカシャカ動かしながら、目は高峰の胸部に……ああ、見ろよほら、高峰が今攻こう撃げきしたじゃん？　下から掬すくい上あげるような一いつ閃せんを放ったじゃん？　あれ避よけられたから、攻撃っていう観点から見るなら意味ないよね？　でもさ、胸が透けてんだぜ？　意味があるんだよ！　そこに意味が。無意味なものに意味を与える、これって人間そのものじゃねーか？　ああ、透けたブラって、人間なんだ……

　ハッ!?

　──キィィィンッ！　うわヤベェ、波多守が手にする糸束の光が、どんどん増してる！

　咄とつ嗟さに波多守の股こ間かんに注目！

「ウゲェ……」

　なんとか自分に歯止めをかけたが、あれ、かなり溜まっちまったんじゃねーか？　オレの傷は既に全快している。

「ちょっと不二君、考えちゃ駄だ目めだってば！」

　焦しよう燥そうのにじんだ、高峰の怒ど声せい。

「オ、オレだって考えたくて考えてるワケじゃねーんだって！　考えたくなくても考えてしまうものが真のエロス！」

「ばかー！」

　もうオレのエロ感性はビンビンで、高峰のその叫び声すらエロく感じちゃう。今なら結構マニアックなプレイでもイケそう。

　クソ、こうなったら時間との勝負だ。オレが妄もう想そうするのが早いか、それとも波多守が倒れるのが早いかだ。高峰も同じ考えに至ったか、オレと同時にテンポを上げた。最後の力を振ふり絞しぼるようにして。

「うおおおっ！」

「はああっ！」

　オレらの声が重なる。

　──ヒュバッ！　高たか峰みねが波は多た守もりの喉のどを狙ねらってナイフを突くのに合わせ、オレは流れるようにしゃがみながら、後ろ回し足払いを放つ──波多守は上体を低くしてナイフをかわすのと同時に、両足を持ち上げ、中空にて身を屈すような姿勢で足払いをかわす──高峰がもう片手のナイフを、波多守の胸に切り上げる。同時にオレは立ち上がりながら、高峰の攻こう撃げきの逃げ場所を奪うように推進、掬すくい上げるような肘ひじ打うちで、波多守の腰後ろを狙う──波多守の胸から血がほとばしり、オレの肘が肋ろつ骨こつと腰骨の間、柔やわらかい肉の間にめり込む。

　波多守が苦悶の声を上げる。

「ぬう、やりおる……化け楽らく天てん魔ま法ほう──『たたら火び』！」

　ゴウッ！　波多守の秘法から、一いつ閃せんの炎が間近のオレに向かって飛んだ。オレは回転しながらそれをかわすと、そのまま体重を乗せた裏拳の姿勢。同時に高峰が、波多守の腹部に向かって必殺の突きを構えている……

「──きゃあっ!?」

　悲鳴が聞こえて、オレたちはビクッとなった。オレの拳は波多守の眉まゆ毛げをチリリと撫なで、高峰の刃は脇わき腹ばらをかすったのみで、波多守の後退を許してしまう。

　くそ、しまった！　さっきの炎、狙いが妙みように甘いと思ったが、オレを狙ったんじゃなかったんだ！　オレの後ろには──

「ソファイアッ!?　大だい丈じよう夫ぶか！」

「は、はい、傷はありません！　でも、服が……！」
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　そこには、炎でＴシャツの胸元をえぐられたソファイアの姿が……う、うわ、ちょ、こぼれてる、男破威オツパイが！　他の部分はそのままなのに、胸元だけがキレーに焼き払われて、手ブラ状態。おっぱい見えるって辛いな、見えるって辛いな、下か半はん神しん様……ハッ!?

　慌あわてて波多守に視線を戻せば……うっわ、スゲェ光ってる！

「さあ整うた。我が最大の術、受けてみよ……化け楽らく天てん魔ま法ほう──『波なみ平ひら行ゆき安やす千せん本ぼん拵こしらえ』」

　波多守が片手をわずかに上げた。キィン──澄すんだ音が響ひびく。

　……雨が止んだ。

　それまで周囲を包み込んでいた霧きりが、一気に晴れた。

　朽くちた広間に月光が差し込み、星の光が降り注ぐ。それら夜空の光を受け、オレらの周囲には、無数の刃が浮かんでいた。柄つかも鍔つばもない、反身の刃が。それら全ての刃が、ギラリと輝かがやいてオレたちに切っ先を向けた。あの刃一本一本が、鉄を切きり裂さく力を持つのか？　全身から血の気が引く。

　千回切り刻まれたら、人間はどうなるんだ？　高峰はどうなる？　ソファイアは？　やめてくれ。どっちを守るべきかなんて選せん択たく肢しを、もうオレに突きつけないでくれ……そもそも、オレは耐たえられるのか？　ずっと気になってたんだけど、何かを思う間もなく殺されたら、再生リジエネレーシヨンできるのか？　でも、再生したらまた、波は多た守もりの力になっちまうし。

　……詰つんでるじゃねーかコレ！

　とさり、軽い音がした。高たか峰みねが膝ひざをついている。限界が来たっぽい。ソファイアが駆け寄ってくると、その肩を抱くように支えた。

　シィィィィン……刃が鳴るような沈ちん黙もくに、

「──オウオウ、待ちな波多守ィ、そう焦あせるこたァねェだろう、あァ？」

　ＫＹ気味な声が響ひびいた。

　ボロボロの万ま里り王おは、石台の上にいた。虹にじのような着物を着て、閉じた微び笑しようを浮かべたままの、佳か奈なさんだという女の子と肩を組み、その喉のどに刃を突きつけていた。

「こっちなら文句ねェだろ、ええ？　オトーサンよオ！」

　波多守が、火の出るような目で万里王を睨み付ける。

「手を放せ」

「……いやはや、凄すさまじい力ですね。これでまだ余力を残しているというのだから信じられない。そんな恐おそろしい相手を前に、切り札を手離すほど、私たちは勇ゆう敢かんではありません」

　伏ふせていたプラトーンが、地面に胡坐あぐらをかくように座りながら言った。仕立てのいいスーツがボロボロだ。

「〝根来彼方にらいかないの秘法〟と仰おつしやいましたか。それを此方こちらに寄よ越こしなさい。先にそれを渡せば、娘さんを放そうではありませんか」

「おゥ早くしろや。俺おれァもう、死んでも良いからテメェが大事にしてるモンをズタズタにしたくてしかたねェ気分なんだ。それができりゃあ、死んでも良いくらいカッカしてんだよ。早くしろ。五秒数えてやる。数え終わったら殺す。ゴォ……ヨォン……サァン……」

「何を勘かん違ちがいしている？」

　怒ど気きを孕はらんだ波は多た守もりの声。

「ニィィ……」

「勘違い？」

　プラトーンが尋たずね返かえす。

「イィィィチ……」

「──佳か奈なは、強いぞ」

　波多守の言葉と、ほぼ同時に。

「ゼ──ロオォォォオォォッ!?」

　カウントダウン終了寸前、宙を舞った万ま里り王おが、勢いよく石台に叩たたきつけられた。

「ガハッ!?」

　ナイフを持つ万里王の手首を片手で摑つかみ、佳か奈なさんだという女の子は、まるで木の枝でも振り回すような気安さで、万里王を振り回す。穏おだやかな微び笑しようを浮かべたまま、ブオン！　万里王の体を持ち上げては──グシャッ！　石台に叩きつける。ブオン！　持ち上げては──ベシャッ！　叩きつける……万里王の腕が、妙みような方向に曲がっている。心が薄ら寒くなる光景だ。やがて飽あきたのか、香奈さんは万里王を放り捨てた。湿しめった音を立てて転がる万里王。

「私が手を放せと言ったのは、着物が汚れるからという、ただそれだけの意味だ。あの子はそれを嫌きらうのでな……」

　波多守が呟つぶやく。佳奈さんへと注がれるその目には、何ど処こを見ているのかわからないような、不思議な遠さがあった。

　一いつ瞬しゆん絶句した後、プラトーンは肩をすくめた。

「やれやれ……お手上げですね」

「──あれが、カナちゃんだって？」

　オレは言った。

「そうだ、いつも微笑みを絶やすことなく、私の傍そばにおる。あれが香奈よ」

「ちげーよ」

　妙な確信があった。波多守の遠い目が、オレにそれを与えた。

「本物の女の子ってのは、笑うだけじゃねーんだ。泣いたり、スネたりするもんだろ。でもそういうのも可愛かわいいんだよ。ただ笑ってるだけなら、そりゃ人形だ」

　こと女の子に関しては、オレだって言えるコトあんだぜ。

「……あれは佳か奈なだ。人形ではない。私の大事な娘だ」

　波は多た守もりは眉まゆを寄せて言う。不快そうに。あるいは何かに耐たえるように。

「オレは辺リン獄バスの暗くら闇やみを知ってる。何もかも奪い去るような、さみしいところさ。あんなトコで何百年も、アンタに会いたいって待ってた女の子の方が、本物じゃねーのか。アンタの傍に居て、アンタの苦しみも知らずにただ笑ってた女の子より、アンタの傍に居たいって泣いてくれる女の子が本物じゃねーのか。怖かったんだろ、最初、振り向くのが。あっちが本物だったらどうしようって、怖かったんだろ。なあ、思い出してみろよ、アンタの──」

「黙れい！」

　──キュドドドドドドドドドッ！　オレの全身が射い抜ぬかれる。大量の刃やいばが突き立って、ハリネズミか何かみたいになってる。耐えろオレ。意識を失ったら終わる。刃によって地面に縫ぬい止とめられているから、倒れこまなくてイイのが幸いだ。

「ど、どーしたよ……いきなり怒って……へへ」

「御前に……御前に佳か奈なの何がわかる！　利いた風な口を叩たたくでない！」

「い、今のアンタよりは……わかるぜ？　ごぷっ……ア、アンタの娘は、こんな状じよう況きようで、ニコニコ笑ってられる子じゃ、ねーんだ……」

　よし、いいぜ、もっとオレにこい。バッチコイ。高たか峰みねとかソファイアじゃなくて、オレを狙ねらってくれ。まだ無数の刃が空中に浮かんでる。怖がるなよオレ、震えてんじゃない。追い詰めてるのはこっちだ。オレの武器は度胸、そうでしたよね、マトリ先生。

　ズル、ズルル、足を引きずるように、波多守に向かって歩く。ブチブチブチ、体のどっかがちぎれるのも構わずに。

「アンタがマジに、そっちがホンモノだって思い込んでるのか……それとも思い込もうとしてるのか、ま、どっちでも同じだ……一発ぐらいブン殴なぐらなきゃ気が済まねーぜ……そうすりゃ、夢見がちなアンタの目も、覚めるかもしれねーしなァァァアッ！」

　オレは吠ほえて駆け出した。ソファイアのオーダーが残ってなければ、一歩も動けなかっただろう。てかそもそも、ゾンビじゃなかったら死んでるわな。

「不ふ二じ君、無茶しないで！　『命オー令ダー・再生リジエネレーシヨン』！」

　高峰のオーダーが飛んでくる。ありがとな、けど、今は無茶するぜ。

　ズド、ズド、ズドドシュバッ！　刃の雨が降る。太刀筋もなにもあったもんじゃない。狂ったような斬ざん撃げきの嵐あらしだ。貫つらぬかれれば貫かれたまま、縫い止められればそこを引きちぎりながら、オレも負けじと狂ったように進む。

「う、お、おぐ、おォォッ！」

　……カナちゃんが、絶望しなけりゃいいなと思う。誰だれか一人でも、自分のために必死になってくれてる人がいるとなりゃ、ちょっとは報われるんじゃないかって……ま、そんなのは、オレの自己満足ジコマンなんだろうな。

　──ガッ！　オレの左手が波は多た守もりに届いた。胸むら倉ぐらを摑つかみ取とって引き寄せながら、右腕を振りかぶる。

「──アンタの娘は、アンタが殴なぐられそうでも、笑ってんのかよ！」

　言葉と一緒に、思いっきり拳こぶしを叩たたきつけた。

　磁石の同じ極同士のように弾はじかれ合って、オレはそのまま地面にぶっ倒れた……クソッ、波多守はよろめいただけだ。サスガにダメージ食らいすぎて、いまいち踏ふん張ばれなかったか。

　息も絶え絶え、グニョグニョになった視界で、波多守を見上げる……ウップス！　ローアングルはインパクトでかすぎるぜ……傷とのコンボで召されそうになりつつズルズル、なんとか身を起こそうとするオレへと、波多守は言った。

「……まだ立ち上がるのか」

「な、何度だって、殴ったるぜ……カナちゃんと、アンタが、し、幸せになるまで……」

　どうしたんだよ下か半はん神しん様、立ってくれ、動いてくれ、ガクガクしてねーで！　まだ刃はあちこちに浮いてる。降りしきる月光が凝ぎよう縮しゆくし、形を成したように見える。早く再生リジエネレーションしねーとマズイが、意識がかなり朦もう朧ろうとしてるから、頭がうまくエロスに切り替わらない。

「お、オレは、諦あきらめねーぞ……諦めてたまるか……もう一度、カナちゃんの笑顔、見てーからな……ホントのカナちゃんの笑顔は、アンタの想像なんかより……もっとずっと、ずっと、可愛かわいいんだよォッ！」

　自分を叱しつ咤たするように叫んで、顎あごを突き上げるように無理やり立ち上がったとき、バサリ、波多守が無表情のまま片腕を振った。朝日色の残ざん影えいを残して袖そでが舞い──ギラッ！　宙に浮かぶ刃が、一いつ斉せいにオレへと切っ先を向けた。

「……佳か奈なを愚ぐ弄ろうするその舌、次こそ細切れにしてくれる」

　ヤベェ、来る！　耐えられるのか？　この体で！

　身構えることすらろくにできないでいるオレと、今まさに手を振り下ろさんとしている波多守の間──肌はだが粟あわ立だつほどの殺気が渦うず巻まく死地へと、小さな影が飛び込んできたのは、そのときだった。

「──ちちうえ、もうおやめください！」

　必死な叫びが宙の刃を震ふるわせる。オレを庇かばった着物の背中……

「カ、カナちゃん!?　お、おい、あ、アブネーって、くそ！」

　目が覚めたのか、そりゃ喜ばしいコトだけど、今の波多守なら、この〝カナちゃん〟を、容よう赦しやなく巻き込もうとするだろう。立っているのがやっとの体を引きずって一歩、一歩前に出て、カナちゃんを庇かばおうとするオレ。

「カナはしっています！　いちばんしっています！　ちちうえは、ほんとうはやさしいおかたです！　やまいがちなカナをたいせつにしてくれたです！　おもちをついてくれたです！　おりがみをおしえてくれたです！」

「……御前は、やはり佳か奈なではあらぬ。佳奈が私の邪じや魔まをするはずがない……！」

　そう呟つぶやきながらも、波は多た守もりの手は止まっていた。

「カナのことはわすれてても、いいです！　でも、カナがすきなやさしいちちうえを、わすれないでください！」

　涙声の絶叫が、余よ韻いんを残して消える一瞬前、オレは見た。音もなく石台を蹴けり宙を舞った万ま里り王お、黒焦げになった体の中、目だけが爛らん々らんと輝かがやいた凶相が降ってくる様を。緊きん張ちようした心が生み出す、圧縮された時間の中で。

「『指令オーダー・自然な骨の殺戮者ナチユラル・ボーン・キラーズ』、万里王！」

　ほぼ同時にプラトーンのオーダーが飛ぶ。折れたままの万里王の片腕、肘ひじから先が、メキメキメキッ！　一瞬で凄すさまじい変質を見せた。骨が肉と皮を突き破って肥大し、巨大な一振りの刀となる。

　背後から虚きょを突かれた形になった波多守は、それでも反応した。振り向きざまに片手を振り上げれば、宙に浮かんだ刀の数本が虚こ空くうを滑すべり、折り重なって盾たてとなる。

「ッシャラァァッ！」

　万里王の一いつ閃せんは、その刀の盾を残らず砕くだき割わりながら振り下ろされた──バキィィィンッ！　澄すんだ音が幾いく重えにも鳴り響き、波多守は一度呻うめいてよろめくと、尻しり餅もちをつくように後ろに倒れた。

「──ハァッ、ハァアッ！　ハァァアッ！」

　巨大な刀と化した腕を振り下ろした姿勢のまま、万里王は獣けもののような呼気を漏もらす。

「油断しましたね波多守、隙すきだらけでしたよ……どうです、私の新技の味は？　さあ万里王、早く止とどめをさしてしまいなさい」

　血に染まったスーツはあちこち破け、満まん身しん創そう痍いな姿のプラトーンが、ふらりと立ち上がりながら言うのに、万里王はヨロヨロと片手の刀を振り上げる。

「やめてください！」

　波多守の上に、カナちゃんが覆おおい被かぶさった。万里王の目が細まる。血の足あし跡あとを引きずって、ようやく三人の元に辿たどり着ついたオレは、腹に力を入れて言った。

「退どいてくれ、万里王サン」

「……あ？」

　ギン！　万里王に睨にらまれる。

「オレがやる。やらせてくれ、とどめは」

「ふ、不ふ二じ君……!?」

　オレらしくない言葉に、膝ひざをついたままの高たか峰みねが驚きの声を上げた。ソファイアも目を丸くしている。そちらを一いち瞥べつしてから、オレは続けた。

「ね、狙ねらわれたのはオレだからさ……心底ゆるせねー気分でよ。ブチ殺さなきゃ気がすまねーんスよ」

　視線を交わすコトしばし。

「……アマチャンのクセに面白ェじゃねェか。やってみろよ」

　万ま里り王おは血化粧の顔を歪ゆがめて笑うと、刀を引いた。オレは渾こん身しんの力で構えを取ると、カナちゃんと波は多た守もりを見み据すえる。波多守がまた呻うめいた。その体から血は出ていないが、赤い傷きず跡あとがバッサリとついている。

　カナちゃんが泣きながら、小さな手で波多守の頭を懸けん命めいに撫なでている。

「ちちうえ、ちちうえ……いたいですか？　カナがいたいとき、よくこうしてくれました。ちちうえ、つぎはカナがまもります……」

　波多守の目が、薄っすらと開いた。

「……佳か奈な、そうか……御お前まえが、佳奈か……」

「ち、ちちうえ？」

　カナちゃんが顔を上げ、呆ぼう然ぜんとして尋たずねる。

「そう……か、そうだった……御前は、私がついたもちを美味おいしそうに食べていた……折り紙を教えてやると、ずっとそれを折っていたな……」

　長い夢から覚めたような様子で波多守が呟つぶやく。一つ一つ言葉が紡つむがれるうちに、空中に浮かんでいた無数のつるぎが、次々に霧きりになって消えていく。周囲にはまた、濃い霧が満ちはじめていた。

　カナちゃんを片腕に抱き、身を起こす波多守。オレは構えを取ったまま言った。

「目、覚めたんだな？」

　波多守は頷うなずくと、〝佳奈さん〟を見上げた。視線を返すこともなく微笑ほほえみ続ける佳奈さん。その着物の裾すそから、じわじわと霧に変じていく。

「……私が根来彼方にらいかないの秘法を用いてこの隔かくり世よを創り上げたるは、あの佳奈の為ためだ。御前の力を求めたのもな……この霧の外に出れば、あの佳奈は消えてしまうであろう故に。それに気づいていたのに、見て見ぬ振りをしておった」

　静せい寂じやくの霧に、波多守の独白が染みていく。

「私は認めたくなかったのだ。佳奈がどのような声で何を喋しやべったか、面おも影かげすらも思い出せなくなってしまった事を。覚えていたのは、いつも笑っておった事だけ……その笑顔すらもおぼろげだった……佳奈、すまなかったな。思い出せたぞ、ようやく」

　波多守の大きな手のひらがカナちゃんの頭を撫でれば、カナちゃんの丸いほっぺに涙が伝った。その笑顔を花と喩たとえるならば、涙は花びらについた朝あさ露つゆってトコか。これ、この笑顔が見たかったんだ。見ろよ、可愛かわいいだろ。

「うれしゅうございます！　カナは……カナは、わああん……！」

　波は多た守もりに抱きつくカナちゃん。

　フゥウー……オレは血生臭い吐と息いきを吐はくと、構えを解いた。

「……おい」

　割り込んできた声にビクッとし、恐おそる恐おそる視線を向ければ、万ま里り王おがオレを白い目で見ていた。その片腕はもう元の、ひしゃげた形に戻っている。

「や、ざ、残念だなァー！　とどめさす前に、目え覚めちゃうんだもんなー！」

　額に汗を垂らしながら言うオレ。万里王は地面に血の混じった唾つばを吐いた。

「……貸しにしとくぞ」

　そう言い残して踵きびすを返すと、プラトーンの元にヨロヨロと歩き去って行った。さすがにボロボロだったからか、フゥー、助かった……安あん堵どの息を漏もらすオレの元に、ソファイアに支えられた高たか峰みねがやってきた。

「お見事でした、フジ様」

「演技だったのね。万里王たちに、手を出させない為ための」

　オレはヘトヘトの笑顔で頷うなずく。

「オマエこないだ、オレのコト庇かばったじゃん？　あんときオレ、スゲェ感じたんだよね、オマエの愛情。あれならきっと目え覚ますって、確信あったから」

「い、いや、あれは……義務感よ、義務感」

　一いつ瞬しゆん高峰の顔が赤くなったように見えたが、気のせいか。オレも朦もう朧ろうとしてるから。

「──面めん倒どうをかけたな」

　と、太い片腕でカナちゃんを担ぎ上げて肩の上に乗せた波多守が、オレらへと言った。波多守の肩の上、カナちゃんは晴れ晴れとした顔で笑っていた。

「ふじどの、みなさま、おせわになりましたです。おかげでちちうえにあえました」

「……逝いくの？」

　高峰が言う。

「うむ……長い寄り道をした。既すでに未練もない……此これは、御前たちに渡しておこう」

　波多守は再度オレたちに歩み寄ってくると、片手の上に輝かがやく光の糸束を差し出してきた。

「この島に住まう人々の、歴々、長らくの夢の精せい髄ずい。善きことの為ために使ってくれ。現世を生きる根黒万鎖ねくろまんさたちよ」

「わかったわ」

　高峰が片手でそれを受け取る。

「ふじどの、だいじょうぶですか？　ひどいけがです」

　カナちゃんがオレを見下ろして気遣わしげに言うのに、オレはノロノロと手を振った。あんま早く振ると手首から先が取れそうな状態だからな。

「なんてことねーよ。オトーサンと会えてよかったな」

「はいです、ありがとうです」

　その満点笑顔に、鼻の奥おくがツンとする。

「……じゃあな、カナちゃん。楽しかったよ」

「またです、ふじどの」

　小さな手が振られる。遠くに行く人にまたと言われると、心が温かくなる。根拠のない約束だってイイさ。そこに願いと優しさがあるなら。

　……と、カナちゃんがふと口にした。

「そういえば、なぜちちうえは、したをだしているですか？」

　うわ、そこ突っ込んだらダメ！　あああ、折せつ角かくの感動的なシーンが！

「うむ、一言で申さば、趣味ぞ」

　──え!?

「佳か奈なは嫌いやか？　このような父は」

　オレなら絶対に嫌だからせめてパンツ履はいてくれと懇こん願がんするトコだが、カナちゃんはぶんぶんと首を振った。

「んーん、ちちうえなら、いいのです！」

　天使かよ!?　ま、まあいいか……カナちゃんがイイならそれでイイよもう。何百年ぶりかしらねーけど親子のご対面だ、オレも突っ込まずにそっとしといてやるよ……ああもう、波は多た守もりが下履いてたらフツーに泣けるシーンなのに、やるせねえ……

　──シュゴオッ！

　周囲の霧きりが凄すさまじい速度で流れ始めた。高たか峰みねが手にした光の糸束が高速で回転し、霧のヴェールを巻き取っていく……霧が晴れた後には、波多守とカナちゃんの姿は、もうなかった……うわー、しまらねえ、しまらねえよ!?

　──そして、柔やわらかな鼓こ動どうが、オレの胸の奥を打つ。とくんと。




「──ちちうえ」

「如何いかがした」

「カナはしあわせものにございます」

「……何な故ぜそう思う。外にも満足に出られぬ身でか？　私は口く惜やしゅうてならぬ」

「はい。ちちうえがおりますれば、さみしゅうございませぬ」

「…………………………然さ様ようか」




　──幽かすかな囁ささやきだけが稲いな妻ずまのように耳に残り、遠ざかっていった。

　ザンザンザン、遠い波の音。リーリーリー、夜虫の声。わずかな風に揺ゆれる草の音色。空気はやや涼すずしい。夢の終わりの寂せき寞ばく感かんが、この広間には満ちていた。

「……どうだった？」

　高たか峰みねが尋たずねてくるのに、オレは首をひねる。オレの中にあるズルワーンの端たん末まつは、二人の魂を受け入れたんだろうか？　瑠る衣いちゃんやセブンさんのときと比べて短かったけど。

「いや、どうだろう、多分？　声が聞こえた。昔の会話かな？　カナちゃん、幸せだって言ってたけど」

「未練も消えたみたいだし、残るものも少なかったのね……」

「そういうモンか」

　高峰が二人の消えたあたりを見ながら、ぽつりと呟つぶやいた。

「……良いものね、お父さんって」

　ああ、そっか、コイツも……オレは限界気味の体に鞭むち打うって、おどけて見せる。

「あの人が下履いてたら、オレもそう思えただろーに、惜おしかった」

　高峰の口の端はしが少し上がった。笑顔だ。オレは続けて言う。

「なれたじゃん、幸せに」

「え？」

「ネクロマンサーでも、幸せになれたじゃん」

「……そうかもね」

　感かん慨がい深げに高峰が言うのに、オレはとても満足した。

「ところで、二人とも、傷は？」

　高峰とソファイアに尋ねる。

「わたくしは大だい丈じよう夫ぶです。フジ様が守って下さいましたから。ありがとう御ご座ざいました」

　ソファイアがそう言って会え釈しやくをしてくる。むずがゆい。

「私も致ち命めい傷しようは受けてないわ。セルフオーダーの後こう遺い症しようだけ……そっちこそ大丈夫なの？　酷い状態じゃない」

「オレは平気だよ、ゾンビだし。オマエが無事ならイチバンだ」

　痛みはさすがにヤバイけど、安心の方がデカい。

「オマエのコト守りてーんだよ、オレ」

　何気なくオレが言うと、高峰が息を呑のんだ。

「……どーした？」

「な、なんでもない……キ、キミはもう少し、自分を大事にするべきよ！」

「い、いきなりナニ怒ってんだよ……大事にするってのは、使いどころを間違えないコトだってさ。マトリ先生が」

　咳せき払ばらいをする高峰。

「……まあ良いわ、取り合えずお説教は、帰ってから……ねッ！」

　と、高たか峰みねが咄とつ嗟さに片腕を持ち上げた──ヒュバッ！　寸前まで光の糸束があった場所に、振り抜かれた手が空を切った……うわ、万ま里り王おだ！

　人間魚雷と化し、空を切ってダイブしてきた万里王はズザザッ！　勢いを殺しきれずに滑すべりながら着地すると、チイィッと舌打ちをこぼした。片腕は妙みような方向に曲がって、あちこち黒焦げなのに、その両目は爛らん々らんと輝かがやいている。

「良い反応しやがるじゃねェか！」

「そうそう何度も、盗とられてたまるもんですか」

　高峰が半眼で言う。

「本当に、油断も隙すきもありませんね」

　ソファイアがいっそ感心したように呟つぶやく。

「成じよう仏ぶつするまでキッチリ待ってやったんだ、大人しくそいつを渡しな。痛い目を見たくねェならよォ！」

「駄だ目めよ。波多守から託されたんだから、彼の望む通りにしないと。クロネクロの手には渡せないわ」

　ガルルル……狂犬のように吼ほえている万里王の横に、スッとプラトーンが立った。スーツはあちこち破けて、血が流れている。

「まあまあ、高峰のお嬢さん。交渉の余地はあるでしょう？　それともこれから、もう一戦やりますか？　私たちは構いませんよ」

「……そちらも随ずい分ぶん傷ついているようだけど？」

「ええ、ですが、それを見逃すわけにはいきませんよ。新技も幾いくつかありますから、試してみましょうか」

　プラトーンから立ち上る気き迫はく……うーむ、こりゃ、回復しといた方がよさそうだな。オレはひそかに、高峰とソファイアに目をやる。

　右、ヌレヌレでスケスケの高峰……

　左、片手で胸を隠かくしたソファイア……

　──シュバアァッ！　はい全快ィ！　ああ、思うさまに悶もん々もんできるって、本当に素晴らしいコトだよなあ！　下か半はん神しん様もお喜びだぜ！　シュタッ！　勢いよく立ち上がる。

　舌打ちをする万里王と向かい合う。さて、なるべく戦いたくはねーんだけどな。やるときゃやるぜ、オレだって。

　バチバチバチ……オレ、高峰、ソファイアの三人と、万里王＆プラトーンとの間に火花が散る。極限まで空気が張り詰め、いよいよ飽ほう和わ状態になる寸前……

「──はい、ご苦労さま！」

　場違いに明るく邪じや気きのない声は、オレたちの背後からした。







　　七　最後の侮ぶ辱じよく







　全員が一斉に、声の主に目をやった。

「やあやあ、どうも」

　スタ、スタ、スタ……オレたちの背後からモデル歩きで迂う回かいしてきた男は、睨にらみ合あっていたシロとクロの、中心くらいに立った。

　夜の中にあってさえ、その全身は輝かがやきをまとっているように見える。金色の長髪に、キメ細やかな肌はだ、整いすぎた顔立ち、素肌に羽は織おったスーツ……あ、あれ？　この人どっかで会ったっけ？

「いやあ、僕はとても感動したよ。正直、君たちは負けてしまうんじゃないかと、ドキドキしていた。でも見事勝利を勝ち取ったね。手に汗あせ握にぎる、素晴らしい戦いだった……讃たたえよう、君たちの健けん闘とうを！」

　ゆっくりとかぶりを振りながら、心底感動したというカンジで語る男。

「貴方あなたは……？」

　高たか峰みねが眉まゆを寄せている。

「だが、それは君たちの手には余る代物だ。勝利のトロフィーにしては過ぎたものだよ。だから、僕が貰もらっていく……『自己制圧セルフオーダー・電光石火ヴエロシテイ』」

　……風が吹いた。そう感じた。

　次の瞬しゆん間かん、変わらない場所に立った男が片手を上げれば、そこには淡あわく輝く光の玉が……って、ああっ!?　いつの間に!?

「……貴方も、クロネクロ？」

　高峰が緊迫して言うのに被かぶせて、万ま里り王おがズイッと前に出てスゴむ。

「あ？　ナンなんだテメェは！　後からシャシャって横取りしてんじゃねェぞ！」

「オオウ……」

　男は肩をすくめた。

「プラトーン、君からも言ってやってくれないか？　僕の事を知っているだろう？」

　押し黙ったままだったプラトーンは、男から話題を向けられると、面の奥おくで悩なやましいため息をついた。

「〝真の黒クローダム〟サイファー、貴方が関与していたとは……」

　その言葉を聞いた瞬間、ズザッ！　高峰とソファイアが、ほぼ同時に構えを取った。オレは二人の庇かばうように前に出る……出てきやがった、クローダム！

「しかし、幾いくら貴方あなたといえど、おいそれとそれを渡すわけにはいきません。申し訳ありませんが、持って行くと言うのなら、私たちは戦わせて頂きますよ」

「おっ、マジスか！　流石さすがプラトーンさん、男前ッスわァ！」

「お、おい、大だい丈じよう夫ぶなのかよ、万ま里り王お……」

　オレがつい口を挟はさむと、万里王に睨にらまれた。

「ナニがだよ？　てかサンをつけろや！」

　ブレねえ……

「いや、だって、上司なんだろ？　それに、アンタそんなボロボロだし……勝てるのか？」

「バァカ、相手見て喧けん嘩か売るヤツァ、ナメられんだよ……おうテメ色男、聞いたか？　つーわけだからよォ、遠えん慮りよなくブチ殺すぜ。まあ、素直に置いてくんなら許してやらなくもねェが、どうするよ？」

　万里王が言うのに、サイファーとかいうイケメンは目を丸くした。

「正気かい？　真の黒クローダムに逆らうとは……素晴らしい！」

　え、素晴らしいんだ!?

「自分たちの目的の為ためなら、どのような者が相手でも牙きばを向くその姿勢、それこそがクロネクロらしさだ……オウ！　僕は感動したよ、ちょっと待って！」

　クロネクロってわかんねーなー……オレが眉み間けんにしわを寄せていると、サイファーはプチプチと、上着のボタンを外し、バッ！　いきなり服を脱ぎ捨てた。

「ああ、感動した、素晴らしい……」

　呟つぶやきながら、瞬またたく間まにボクサーパンツ一丁になる。光の玉を持っているから片手しか使えないのに、モノスゲェ脱衣速度だ。コイツ……脱ぎ慣れてる！

「ちょ、オイ、ナンで脱ぐ!?」

　オレが思わず尋たずねると、サイファーは不思議そうに言った。

「え、なぜって、心の底から感動したら……脱ぐだろ？　普ふ通つう」

　その言い方でピンと来た。

「あっ！　アンタ、沖縄本島で会ったヤツじゃねーか！」

「そうそう、昨日ぶりだね。あのときは君たちの宿泊しているホテルを確認したくて話しかけたんだよ。その節はどうもね……フウッ！」

　パンツすら脱ぎ去った男は、一仕事終えたような顔で髪をかきあげた。高たか峰みねとソファイアが目のやり場に困っている。波は多た守もりといい、コイツといい、ネクロマンサーってこういう人多いのか？

「さて、お待たせしたね……さっきハタモリさんが言ってたっけ。上まで脱いだら獣けものじゃないか、とかって。そうなんだよね、僕は獣なんだよ。だから、服を着るのは慣れないんだ」

　サイファーが目を細め、片手の光の球体を少し掲かかげた。

「ふふ、ちょっとテンション高いし、始める前に折せつ角かくだから教えてあげよう。タカミネさんとフジ君、君たちならば、これが何なのか気付いているんじゃないかい？」

　高たか峰みねは何も言わずに口を結んでいる。

　オレは首をかしげる。うーん、最初見たときから、何かに似てるなーとは思ってんだが……

「僕のマスターは、これを〝夜鳴き虫の書キタブ・アル・アジフ〟と呼んでいた。君たちが〝遺産〟と呼ぶものの原型だよ。これさえあれば、僕たちの目的成就まで後一歩というところだ。マスターは、これをハタモリさんに作らせるために、彼の娘さんを殺したんだ」

「……は？」

　オレは呆ぼう然ぜんとする。それがネクロノミコンの、ズルワーンの原型？　ああ、そういや確かに似てるな。似てたのはそれだ。そうだった。

　でもそんなことより、それに続いた言葉の方が、オレ的には問題だ。

　誰が、誰を……殺したって？

「彼は天才だった。ただの天才じゃない。数百年に一人の天才だ。一目見ただけで、マスターは彼の才能を見抜いたんだ。敬けい虔けんな仏教徒だった彼をネクロマンシーに傾けい倒とうさせるには、彼の愛しい者を奪うばわなければならなかった。これが、彼らの顚末ストーリーだ……さあ、それじゃあ、始めようか──『自己制圧セルフオーダー・獣の日ビースト』」

　メキ……メキ、メキ……サイファーの全身が、膨ふくれ上あがっていく。オーダーを受けたときのオレよりも、もっと激しい変化。それは既すでに、変身といってもいいレベルだった。全身から黄金色の毛が生えて、顔の形が細長くなっていく……

「──アウォォォォォオンッ！」

　サイファーは、天に向かって力強い咆ほう哮こうを上げた。聞く者の体の奥おく底そこから、生物としての根源的な恐きよう怖ふを呼び覚ます声。もう人間とは呼べない姿になっていた。血の予感を宿す瞳ひとみ。生はえ揃そろった鋭い牙。大木をもなぎ倒すだろう腕。剣のような爪つめ。それは神話とか、伝説とか、そういう中から現れたものだった──狼男ワーウルフ。

　セルフオーダーってこんなのもあんのかよ……ええい、ビビッてる場合じゃねえ！

「ウッオォォッ！」

　自分を鼓こ舞ぶするためにこっちも雄お叫たけびを上げながら、オレはサイファーへと突っ込む。マトモに動けるのオレぐらいっぽいからな、先せん陣じん切らねーと。

　サイファーの獣けものの目がこっちを見た──と思った次の瞬しゆん間かん、ドッゴォンッ！　オレは普ふ通つうに生きていたら絶対に味わうことがないだろうってレベルの衝しよう撃げきと共に、宙を舞っていた──ナニが起きた!?　間近でダイナマイトでも爆ばく発はつしたのか？　そんなの味わったことねーが、とにかくそれぐらいの力だ──ドゴッ！　背中にまた衝撃があって、ドサッ、倒れ付す。狭せまくもねーはずの敷しき地ちを横切って、壁にブチ当たったみたいだ。一体オレ、何メートル飛んだんだろう？

　サイファーの犬ヅラが網もう膜まくに焼き付いてるから、どうやら体当たりを受けたっぽいが……アイツ、ダンプカーかナンかか？

「うぐ、ぐ……！」

　顔を上げてみれば、月明かりを受けて、黄金色の竜たつ巻まきが荒あれ狂くるっていた。振り回される両腕が、オレにオーダーを飛ばそうとしていた高たか峰みねとソファイアを薙なぎ倒たおし、その背中に万ま里り王おが振るったナイフが突き立つのも構わず、振り向きざまに万里王を殴なぐり飛とばし、プラトーンへと肉にく薄はくすると体当たりで吹き飛ばした。またたきほどの一いつ瞬しゆんの間に。

　──おいおいおい、なんだあれ、デタラメじゃねーか!?

　手をついて立ち上がろうとしたオレを、ギランッ！　暴力に満ち満ちた視線が射い抜ぬいた。

「バオォォッ！」

　金色の獣けものが吼ほえながら向かってくる。立ち上がるよりも早くドゴッ！　顎あごを蹴けり上あげられ、ズドッ！　ボディーブローで石の壁に叩たたきつけられる。ドゴ、ドゴ、ドゴ！　背後に壁があるから倒れこむこともできず、サンドバック状態のオレ。うぐぐ、再生だ、再生しねーと……ヤベェ、考えちゃいけないときには思い付くくせに、いざ必要となると何も出てこねえ！

　──何発殴られたか、サイファーの攻こう撃げきの手がピタリと止まった。なんでかわからんが、ハンバーグのタネになっちまうより前で助かったぜ。ズル、ズルル……石壁にもたれかかるように、崩くずれ落おちるオレ。

　サイファーの強さは純じゆん粋すいだった。速くて力強い。それ以外何もないし、何も要らない。

「──まだ生きてるよね？」

　ピクリと顔を上げる。

　月を背負って微笑ほほえむサイファーは、人間の姿に戻っていた。

「よかった、これでも手加減したんだよ。変身中は理性が薄くなるから難しいんだが、どうやら上う手まくいったようだ。安心したよ」

　屈くつ託たくなく笑う。優しさと獰どう猛もうさが同居した不思議な笑みで。

「君たちに今、とどめはささない。君たちは僕に道を教えてくれた。その恩義に免めんじよう。それに僕が受けた命令は、夜鳴き虫の書キタブ・アル・アジフの回収だけだからね」

　ゴリリ、オレは奥歯が磨り減るほどに嚙かみ締しめる。

「やめろ……それは、置いてけ……！」

「君にはネクロノミコンがあるじゃないか。一つじゃ満足できないかい？」

「ちげーよ……それは、波は多た守もりのオッサンがカナちゃんのために頑がん張ばった証なんだ……それを、カナちゃんを殺したヤツに渡すとか……許せるワケがねーんだよ！」

　心は煮にえ滾たぎっているのに、手足が持ち上がらない。連戦はキツい。体力が尽つきた。それもホントのコトだが、あるいはオレの体は気付いちまったのかもしれない。何度立ち上がったって、このイケメンには勝てないって。体の中で骨じゃない何かが折れる音を、聞いた気がした。秘法を渡したくないという想いとは裏腹に、殺されないならイイじゃんと、もう一人のクソヤローな自分が囁ささやく。

「オオウ、じゃあ君は、あの二人のためにそれほど怒っているのか……素晴らしい！　なんと正義感の強い青年だろう。君ならいつか、僕を殺してくれるかもしれないな」

「……なんだって？」

「僕は罰ばつを受けねばならないんだ。罪を犯したなら、罰がなければならない。手て酷ひどい滅びを望みながら、それが叶かなわないことは悲しい……でも、未来に希望が持てたよ」

　サイファーはオレを一いち瞥べつし、ゾッとするほど美しい微び笑しようを浮かべると、背筋を伸ばして空を見上げた。

「綺き麗れいな星空だ。嗚あ呼あ、なんて素敵な夜だろう」

　鼻歌でも歌いそうな調子で歩き去っていくサイファーの背中を、見えなくなるまで見送ってから、オレは叫んだ。

「──クッソオオオッ！」

　地面に力なく打ち付けた拳が、虚むなしい痛みを返した。







「──俺おれァ、思うんデスがねェ」

　離陸してからしばらく経って、万ま里り王おは口を開いた。ガタガタガタ、激しく貧乏ゆすりをしながら。

「貴方あなたがものを思うなんて、珍しい事もあるものですね」

　座席に備え付けの雑誌に目を落としながら、隣りん席せきのプラトーン──陣じん内ないは返す。陣じん内ないが窓側で、万里王が通路側だ。陣内のほのかな皮肉はスルーして、万里王は言葉を続ける。

「なんで飛行機ってなァ、喫煙席がないンでしょうねェ？　別に俺だって全席喫煙にしろなんて言やあしませんがね、何で客なのに不便な思いしなきゃならねェんだ……あァクソッ、気に食わねェ……！」

　腕組みをしたその額には、くっきりと青筋が浮かんでいた。

「ちょっと、貧乏ゆすり止めてくれませんか？　傷に響ひびくんですが」

　ペラリ、頁ページをめくりながら返す陣内。

「あー、サーセン……ッたく、いつになったら蘇よみがえらせてやれるんだかなァ」

　万里王の機き嫌げんが悪いのは、今回の臨時出張の結果が思い通りにならなかった所せ為いに他ならない。その脳裏で、夢の中で見た瑠る衣いの姿がチラついては焦しよう燥そうを煽あおる。陣内に注意されて一度は止めた貧乏ゆすりが、またカタカタと鳴り始めた。

「カーバンクルもダメ、ニライカナイもダメ……次は何狙ねらいましょうかね？　猫のヤツから新しい情報仕入れねェと……」

　陣じん内ないは雑誌から顔を上げた。

「私の時間がなくなりそうなので、暫しばらくはお休みです」

「仕事ッスか？」

「ええ、〝名無しエマノン〟がまた現れたそうでね……ところで、貧乏ゆすりは、止めて下さい。同じ事を何度も言わせないでくれませんか？」

　陣内は流れるような動きで、オーダーを飛ばすときの所作をした。

　ピタァ……万ま里り王おの動きが止まる。まるで重石おもしにでもするように両手を膝ひざに乗せ、両足を押さえ込んでいる。

　万里王の様を見てやや溜りゆう飲いんを下げると、陣内は雑誌に視線を戻した。陣内とて機き嫌げんが良いわけがない。万里王のように明け透けに、表に出しはしないだけだ。

「戻ったら貴方あなたなりに捜そう査さの方、宜よろしくお願いしますよ」

〝何でも屋〟としての万里王の情報網ネツトワークは、なかなか侮れない。事件解決に貢こう献けんした事も一度や二度ではなかった。

「ウィィス……」

　口調まで窮きゆう屈くつそうになりながら、万里王は返す。

　いつまで我が慢まん出来るやらと、陣内は心中ため息を吐ついた。気になって雑誌に集中出来ない。再び顔を上げると、窓の外に目をやった。

　陸はもう見えず、眼下には青い海が広がっている。

　かつて一人の男が、娘にもう一度会うために渡った海。彼方かなたに楽園があると信じられた海。今は飛行機に乗れば、一眠りしている間に飛び越えてしまう。そのうち楽園行きの定期便が出るようになるのかもしれない。

「──ま、なかなか楽しい休きゆう暇かでしたよ」

　溜たまった鬱うつ憤ぷんごと青い海に投げ捨て去るように、陣内は皮肉を吐はいた。







　　終章　THE　LAST　MESSAGE







　サイファーが去ってからしばらくして、一番最初に動けるようになったのは、やっぱりオレが一番早かった。回復力はスゲェんだ、回復力は……って、ナンの言い訳だよ。

　動けないところ襲おそわれたら洒落しやれにならないんで、万ま里り王おとプラトーンに警けい戒かいして見張ってたんだが、さすがの二人にもそんな元気はなかったらしく、動けるようになるとなにもせずに去って行った。あんまり会いたいヤツらじゃないけど、また会うことになるんだろうな。そういう予感だけはある。

　体力の回復を待ってから、廃はい墟きよを後にした。浜辺で寝ている皆を起こさなきゃだが、そうなるとオレらの服がボロボロなのが問題だ。ソファイアなんてずっと手ブラだし、目のやり場に困る。どうしようかと思ってたら、女子二人は着替えを持ってきていた。いつ襲われてもいいように、なるべく着替えは持っておくのが、ネクロマンサーの嗜たしなみらしい。

　オレはまあ、もともと暗色の服だから血の色は目立たないし、ダメージドなファッションってコトで。

　起きた皆は、目が覚めたら見知らぬ島にいるって状じよう況きように戸と惑まどい、人の服装気にしてる余よ裕ゆうはない様子だった。

　まだ沈んでなかった砂さ州すをゾロゾロ歩いて帰る途と中ちゆう、カンヤとヅカもしきりに首をひねっていた。

「──なんでおれたち、あんなトコに居たんだろーなあ」

「あのさカンヤ、これってひょっとして……心霊体験なんじゃね!?　アタシら肝きも試だめしの途中だったしさあ」

「マジかよ……こわっ！」

　まあ大体間違ってないけど、答え合わせはしてやれん。

　随ずい分ぶん経ったように思っていたけど、戻ってみれば、キモだめしが始まってから一時間も経っていなかった。参加者が音信不通になって焦あせってたキモ実のメンバーたちは、オレらが帰って来てホッとした様子だった。キモだめしは中止、皆そそくさと自室に帰って行った。オレも部屋に戻ると、さすがに疲れてたんだろうな、エロい夢すら見ないで、泥どろのように眠った。

　──そして翌日。食堂に集まって朝飯を食った後、自由時間に突とつ入にゆう。

　昨日と同じように、ほとんどのヤツが海水浴に飛び出していく中、気がつくとオレは神社に来ていた。ボンヤリと人の気配が少ない方に歩いてたら、ここに着いちまったみてーだ。

　本ほん殿でんの石段に腰を下ろし、木こ漏もれ日びがダンパ開いてる境けい内だいを眺ながめる。昨日の喧けん騒そうがウソのように静かだ。まさしく祭りの後。そのさみしいカンジが、今のオレには心地良い。

　明日の朝には本島に戻り、その足で空港に向かって飛行機に乗れば、それで修学旅行は終わりだ……ああ、いや、家に帰るまでが修学旅行、だっけ？

　まあとにかくだ。楽しい時間はもうすぐ終わるんだ。一分一秒すら惜おしいはずだってのに、どうにも騒いだりする気分にはなれなかった。そういえばこの時間は、カナちゃんのために使うはずだったっけな。

　セブンさんのコト、八や尾お先生のコト、瑠る衣いちゃんのコト……たくさんのコトを思い出した。それもあるし、サイファーに勝てなかったコトとか色々積み重なって、オレをアンニュイな気分にさせていた……つーか無理だろ、どうやって勝つんだよあんなの。まともに戦いにもなんなかったじゃねーか……

　──と、ボンヤリとしたオレの視界に、いきなり鮮せん明めいな色が混ざりこんできた。焦しよう点てんを合わさずにはいられない。

　暗あん褐かつ色しよくのジャケットにサファリ柄がらのスカート、ニーソックス。目深に被かぶったキャスケットは孤こ高こうの証。木こ漏もれ日びの中を歩く姿を切り取れば、ポストカードにでもなりそうだった。

「ここにいたの」

　高たか峰みねだった。

　無理やり理現実に引き戻された感を覚えながら、オレは片手を上げる。

「おう、どーした？　用事ならケータイにかけりゃよかったのに」

「直接話したかったのよ」

　高峰はそう言いつつ、オレの隣となりに腰を下ろした。肩が触ふれるか触れないかくらいの、微び妙みような距離を空けて。話したいコト？　なんだろうか。

「泳ぎに行かないの？」

　高峰が切り出してくる。

「そんな気分じゃねーんだよな」

「らしくないわね。朝から元気ないみたいだって、ソファイアも心配してたわ」

「あー、そりゃ悪かったな……ソファイアは？」

「親衛隊の人たちに頼まれて、海に行ったわ。今日は有志の主しゆ催さいで、ビーチのアイドルコンテストを開かい催さいするらしいわ。大おお塚つかさんも張り切ってた」

　ウチの学校のヤツらって、なんかしらんが無む駄だに実行力あるな。

「オマエは行かねーの？」

「私が？　冗じよう談だんでしょう？」

　高峰はしばし黙だまると、オレを横目で見つめてきた。

「……出た方が良い？」

「え？」

「コンテスト。出た方が良い？」

　オレは一いつ瞬しゆん言葉に詰つまる。

「な……なんでオレに聞く？」

「だってキミいつも私に、あれやれとかこれやれとか言ってくるじゃない。エンジョイしろとか、眼鏡めがね外せとか……ねえ、修学旅行、楽しむんでしょ？　何を落ち込んでいるの？」

　オレは沈ちん黙もくする。言いたくないとかそういうんじゃねーが、ゴチャゴチャしててまとまってないんだ。

「カナちゃんと別れたのがさみしいの？　それとも、サイファーに勝てなかったこと？」

　グサッ！　グサッ！　な、なんだよコレ、言葉責め？　そういうプレイッスかコレ？

「い、いや、多分それ全部だけどさ……えーと」

　改めて指し摘てきされるとキクわ。自分で足の裏触さわってもくすぐったくないけど、人に触られると超くすぐったいのと同じだ。自分から開示した方がマシ。オレはため息一つ。

「あのほら、北のアジノモト……だっけ？」

　高たか峰みねはちょっと考えた。

「……キタブ・アル・アジフ？」

「そう、それそれ。渡したくなかったんだよオレ。オマエだってそうだろーけど。カナちゃんを殺したよーなヤツらにだけは渡せねーなって思って、気張ってみたんだけど、全く敵かなわなかったからさ。ちょっとなんつーか……今後オレやっていけんのかなー、みたいな……」

　喋しやべってるウチにどんよりしてくるオレを横目に、高峰はため息をついた。

「本当にらしくないわね。キミってもう少し能天気じゃなかった？」

「実は繊せん細さいなんスよー、溜ため込こむタイプなんで」

「取り返せばいいんじゃない？　盗とられたなら」

　いつも慎しん重ちような高峰にしては珍しく、あっけらかんとした口調だった。石段に腰を下ろしたまま両足を伸ばし、南国の青い空に投げるように言った。

「気楽にゆーねえ……できんのかな？　そんなコト。アイツらただでさえクソツエーのに、その北のナントカ手に入れて、今イケイケなんじゃねーか？」

「まあ正直、楽観的な状じよう況きようではないのは確かね。でも何とかする。〝秘法〟を盗られたのは痛かったけれど、こっちには〝遺産〟も、お父さんの残してくれた研究もあるんだから。奴やつらを退けることも、キミを人間にすることも、どっちもこなして見せるわ。ほら私、一応天才なんだし」

　なんだ？　高峰、妙みようにテンションたけえな……けど、太陽が強く照るほど、地に落ちる影かげが濃くなるのと同じ道理で、オレは余計に凹へこんじまう。両りよう膝ひざの間に顔を埋うめるほどガックリと肩を落とし、ため息をついた。オレがもうちょっと強かったら、サイファーを倒せるほど強かったら、よかったのに……

　──と、さわさわ……不意にオレの頭に何かが触ふれた。視線を上げれば、高たか峰みねがオレの頭を撫なでていた。

「……な、なんだ、どーした、いきなり」

　高峰はビクッと手を引っ込めた。

「い、いや……カナちゃんがやってたじゃない？　キミが元気出たって言ってたから、真ま似ねしてみたんだけど……だ、駄だ目めだったかしら？」

　ちょっと目が泳いでる高峰を、オレは目をパチパチして見つめる。

「ひょっとしてオマエ、さっきからオレのコト励はげましてくれてるん？」

　高峰は顔を赤らめてぐっと詰つまってから、ふいと横を向いて言った。

「……らしくないのよ。キミはバカみたいに明るくないと」

　あ、あれ、これってバカにされてるのか？　オレが首をかしげていると、高峰はふと視線を戻して見つめてきた。

「──守ってくれるんでしょう？」

　ぐっ!?　今度はオレが詰まる番だった。な、なんだ、今日の高峰なんかカワイイぞ！　いや、いつも可愛かわいいけど、今日のはなんか違う。なんか……トキメク感じ！　心臓がギアチェンジした。チキンなオレは、視線を合わせられずに前を向く。

　肩を並べて境けい内だいを眺ながめる……うぐぐ、なんだよこの空気、もう落ち込んでる場合じゃない。動どう悸きのヤロー、ドキドキうるさい。これ、肩とか抱いちゃうべき？　抱いちゃうかコレ？　オレは何度か躊躇ためらいながら、そーっと、そーっと腕を回そうと……

「──うわあっ!?」

　オレは悲鳴を上げて仰け反った。

「な、なに、どうしたの!?」

　驚く高峰の背後に、ソイツが立っていた。朝焼け色の法衣に精せい悍かんな顔立ち、そして当然とでも言うかのように下半身は丸出し──つまり、波は多た守もりだ！　なんか腰から下が透すけてるから微び妙みようにモノは見えないけど、目を凝らすとうっかり見えそうで怖こわい。

　オレの目線を追って高峰が振り返る。

「……なに？　何か居る？」

　み、見えてない、のか？

「いや、そこ、波多守がいるんだけど……」

「え、どこ!?」

「メッチャ居るよフツーに……あっ、消えた！」

　なんだよ、何しに出て来たんだ？　まさか、オレと高峰のちょっとしたドキドキシチュエーションを邪じや魔まするためにか!?

「……彼、何してた？」

　高たか峰みねが、さっきまでのフワフワ時間を微み塵じんも感じさせない、理知的な口調で尋たずねてくる。あーあー、いつもの高峰に戻っちゃったよ……

「いや、一いつ瞬しゆんで良くわからなかったけど、なんか狛こま犬いぬの方を指差してたよーな……？」

　オレの言葉に高峰は立ち上がると、石段の両りよう脇わきに鎮ちん座ざしている狛犬に歩み寄った。なんかちょっとひょうきんな顔してる狛犬だ。オレも遅れて後に続く。

「これは狛犬じゃなくて、シーサーね……どの辺り？」

「ん？　えーと……この辺？」

　オレは土台の辺りを指差す。高峰はじっと視線を注ぎながら、しばらく思案顔だったが、シャキンッ！　どっからかいきなり、ナイフを抜き払った。

「ちょえ!?」

　オレがビビるより尚なお早く、ガツッ！　高峰は刃を石積みの土台に突き立てる──ガツッ！　二度目、石片が飛び散る──ガツッ！　三度目で高峰はナイフをしまい、土台を構成する石のうち一個を、両手で摑つかんだ。

「な、なにしてんだ？」

「見てて」

　高峰が力を入れると、ズズズ、スポン！　うお、石が抜けた！

「やっぱり。これ一つだけ、材質の違う石だったから」

　石を下に置き、高峰はぽっかり開いた穴に片手を突っ込んだ。中から取り出すのは……ん、なんだあれ？　扇せん子すをバラしたみたいな、細長い木の板が何本か。表面にはビッシリと文字が刻まれている。

「木簡ね……あ、これ!?」

　ざっと目を通した高峰が、目をキランと輝かがやかせた。

「なんだ、何が書いてあるんだ？」

「家に帰って調べて見ないとわからないけど……多分、波は多た守もりの研究成果よ。ネクロマンシーは個人の才能によるところが多い魔ま術じゆつだから、同じ術は造れないと思うけれど、これがあれば、対抗手段は見つけることができるかも」

「おおっ！」

　波多守、邪じや魔ましに来たんじゃなかったんだな！　疑って悪かった！

「私が探してたのは秘法じゃなくて、最初からこっちの方だったのよ。キミの人間化の術の手がかりにもなると思うわ」

　研究者の顔になり、食い入るように木の板を見つめる高峰へと、オレは感動に打うち震ふるえながら言った。

「お、おおお……ついに、ついに約束が果たされるのか！」

　高峰がビクッとして顔を上げる。

「な……なんのことかしら」

「しらばっくれる気か!?　オレが人間に戻ったら、まずオマエを背中から抱きしめて、潤うるんだ瞳ひとみでオレを振り向いてくるオマエと唇を重ねつつ、そのままオレの片手はオマエの胸へ、もう片手は腹部を伝い……」

「なによその明確なビジョンは!?　してないわよそんな約束！」

「したした！　細部は違うかもだが、大まかにはこんな感じだった！　ウソつきはドロボウの始まりなんだぞ！　あ、てかオマエってドロボウだったっけ？」

「も、もう良いでしょ、その話は！　キミ、さっきまで暗かったのは、どうしたのよ？」

「忘れました！」

　勢いよく答えるオレへと、高たか峰みねはため息をついて言った。

「あーもう、キミは落ち込んでるくらいの方が、静かで良かったかもね！」

　遠く近く、波の音に満たされた神社で、いつも通りの他愛ない軽口をたたき合う。そんな風にしながらもオレは、高峰との間に、まるで霊導索ラインのようにほのかな絆きずなを感じていた。

「あ、そういうコト言う!?　うわー、ダメだ、もうちょっとで立ち直れそうだったのに落ち込んだわ、その言葉でガクンと落ち込んだわ！　この落ち込みはしばらくおさまるコトを知らない！」

「いや、そんなハキハキと落ち込みアピールされても、信しん憑ぴよう性せいないから！」

　高峰がそっぽを向きながら言うのに、オレは急いで顔に何本も縦線を入れて影かげを作った。

「マジだって……クッ、信じてもらえないとか、ウツだ死のう……！」

　と、ここで高峰の様子をうかがう……よし、腕組みポーズでツンとしてるが、片目でチラチラとコッチを見てやがる！　ツカミはＯＫ！

「ああ、でも今すぐオマエがおっぱいを見せてくれるというのなら、オレはまだ生きていられるのかも……あ、すみません、冗じよう談だんです」

　高峰がゴゴゴと殺気を放ち始めたので、慌あわてて撤てつ回かいするオレ。

「キミって人は本当に！　心配した私が馬ば鹿かだったわ！」

　とか言って怒ってるが、コイツはオレを慰なぐさめに来てくれたし、波は多た守もりの研究を見つけてくれた。いつもありがとな高峰、気恥ずかしいから口には出さねーけど、マジ感謝してるんだぜ、コレでも。

　自分のために、死ぬほどガンバッテくれるヤツに、どう応じたらイイのか？　昨日の夜、祭りの最中に、この神社でソファイアに相談したコト。あの答えの意味が、今ならなんとなく理解できる。

「よし高峰、おっぱいダメなら海いこーぜ、海！」

「え、何よ、唐とう突とつに……」

「コンテストってもう始まるのか？　オマエなら優勝いけるって！　オレがコーディネートするわ、ポージングとか、小物とかさ。急ごうぜ？」

「ちょっ、私出るの確定!?」

　オレはこうやって、いつものように高たか峰みねを引っ張り回そう。そうしていつものように、高峰が笑ってくれたなら、何より嬉うれしい。

　そりゃま、ツラいコトだってあるさ。痛くて怖こわくて理り不ふ尽じんで、自分が無力なのを情けなく思ったりして。そもそも、ゾンビでエロいコト禁止って時点で、ねーわってカンジだし……けど、それでもね、多分オレ、コイツの笑顔があるんなら、どんな夢よりこの現実を選ぶんだろーなって思うよ。







　　　あとがき




　皆様本当にお久しぶりです、多た宇う部べです。

　前巻あとがきで早くお届けしますと申し上げておきながら、フタを開けてみれば随ずい分ぶんと間が空いてしまいました。ごめんなさい、次巻はもっと早く……早く仕上げたいです（号泣）！　先せん輩ぱい作家の皆様、オラにちょっとだけ筆力を分けてくれえー（切実）！

　さて、修学旅行沖縄編、如何いかがでしたでしょうか？　楽しんで頂ければ無上の幸いです。今回執筆にあたって、沖縄の言葉──所いわ謂ゆるウチナーグチや、沖縄の現状について結構調べたりしたのですが、殆ほとんど使うこともなく終わってしまいました。いつか何かに使いたいと思います。また取材に行くタイミングが摑つかめず、私自身が高校で修学旅行に行ったときのことを思い出しながら書いたので、内容には実体験が幾いくつか含まれております。どれとは申しませんが……

　……なんだったんだろう、あの肉。

　そういえば此この度たび、私の手元にファンレターが届くという前代未聞にして空前絶後の大事件が発生しました。前巻であれほどいやらしく催さい促そくしておいてナンですが、まさか頂けるとは夢にも思わず……初めて見た時……なんていうか……その……下品なんですが……フフ……ボックスダンス……しちゃいましてね（スタッスタッ）！　受け取ったのは既すでに前巻を書いた後でして、自分を恥じました。仕事用のパソコンの前に立てかけ、よっぴいて眺ながめては筆を進める力とさせて頂いております。本当に励はげみになります。ありがとう御ご座ざいます。由ゆう真まはエロスが生きる原動力になっておりますが、私はファンの皆様のお陰かげで動いております。もっと良い作品を、たくさん書いていけるようにと、今も燃えておりますので、どうか楽しみにしていて頂きたく思います……ウォォォォッ！




　さて最後に再び、私事となりまして申し訳ありませんが、この場を借りましてお礼の言葉を述べさせて下さい。

　担当編集の佐さ藤とう様、粂くめ田た様、編集部の皆様。今回はかなりの難産で、大変お待たせしてしまい申し訳ありませんでした。木き村むら樹しげ崇たか先生、私の遅ち筆ひつをグイグイ引っ張って下さる勢いあるお仕事ぶり、非常にありがたく思います。また出版に携たずさわって下さる全ての方と、何よりこの本を手に取って下さった皆様に、心から感謝致します。

　今年は様々な事件が多いせいか、時の流れをとても早く感じます。今作の発売時はまだ肌はだ寒ざむい季節ですが、夏の風を詰め込み、少しでも夏を想えるようにと密かに狙ねらいました。

　次巻では、一巻に張った伏ふく線せんが回収される予定です。予定は予定に過ぎませんが……ともあれ、また皆様にお会いできることを願っております。

　……次こそは、早めに！


多宇部貞さだ人と
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　　　ユメミルムクロ







「よう、待ってたぞ」

　と、高たか峰みね邸ていの門前、思い出やおみやげでパンパンになった荷物と、ヘトヘトになった体を抱えたオレたち出迎えてくれたのはマトリ先生だった。いつものように、人形の入ってるんだろう大きなトランクを両手で持っている。夕暮れ前、冬を待つ庭をバックに佇たたずむ姿は絵画的だった。

「まあ、先生！」

「何故なぜわざわざお越しに？」

　ソファイア、高峰と口々に言う。

「電話で無事は聞いていたが、やはり顔を見んことには安心できんからな。時間が空いたんで寄ってみたんだ。波は多た守もりとやらが残した研究も見てみたかったし、貸した人形を回収せねばならんというのもあるがな。まあ一ひと先まず、おかえり」

「ただいまッス！　あ、おみやげありますよ、ご要望どーり甘いヤツ」

　と、荷物からオレが取り出したる紙包み。ポクポクしたクッキーのような、独特の口あたりが美味おいしい沖縄の銘めい菓か。

「お、ちんすこうか、ありがとう。好きだよこれは」

　笑顔で受け取ってくれる先生。ふう……なんだかんだで美少女な先生に、〝ちんすこう〟という、そこはかとなくエロスな響ひびきの名詞を言わせるという密かな狙ねらいが達成されて、僕、満足！

「とりあえず中へどうぞ」

　高峰に促うながされて屋や敷しきへ。

「──で、波多守の研究は？」

　ソファーについてすぐ、マトリ先生が切り出した。その表情には、隠かくし切れない好奇心が覗のぞいている。こーゆートコがネクロマンサーっぽさなのかな。オレは台所にいて、ティーパックから紅茶を淹いれている。お茶うけは当然、ちんすこうだ。美少女三人がオレの出したちんすこうを食べる……うん、なんだかゾクゾクしてきた！　淹れ終わった紅茶とお茶うけを一人一人の前に出してから、ソファーに腰を下ろす。

「これです」

　と、高峰が荷物を開き、丁てい寧ねいにくるまれた布の包みを取り出す。先生は受け取って布を解き、中身の木簡を食い入るように見つめることしばし、眉み間けんにしわを寄せて言った。

「……解読するのには骨が折れそうだな」

「先生でも無理なんスか？」

　オレが口を挟はさむと、憮ぶ然ぜんとした表情になる先生。

「骨が折れると言ったんだ、無理とは言っとらん。特別な術であればあるほど、他者には理解しがたいものになる。感性の差を知識で埋うめるには、途と方ほうもない時間が必要だ。私にはその時間がない」

「私がやってみます」

　高たか峰みねが言うのに、先生は頷うなずいた。

「んむ、任せる。必要な本があれば貸すから、私の研究室ラボラトリウムに来なさい。ソファイアも協力し、一刻も早く秘法の術式を解明するのだ」

「はい、そのようにっ！」

　ソファイアが前のめりになって答える。

　先生はオレを一いち瞥べつ。

「ユーマも、頼んだぞ」

「えっ、いやオレ、そういう勉強的なのは専門外ってゆーか……」

　いきなり話を振られてイモ引くオレ。先生はポリポリとちんすこうをつまみながら──ち、ちんすこうを、つまみながら！　──呆あきれた様子で続ける。

「そっちは期待しとらん。ユキジとソファイアをしっかり守ったれよという意味だ」

「ああ、そっち……了解ス！　バンバン守りますよォー！」

　先生には以前、かなりデカいクチ叩たたいちまったし、ガンバらねーと……つってもな、ちょっとヤケクソ気味にイイ返事しちゃったけど、やや自信喪失気味なんだよな、今。

　ややあって先生が帰った後、自室に引っ込んだオレは、ベッドに寝ね転ころんで天てん井じようを見上げ、一人悶もん々もんとしていた。珍しいコトに、性的な意味じゃなく。

　高峰とソファイアを守る。守りたい。でも真の黒クローダムは強すぎる。ヴィクターやサイファー、あんなのばっかりなら、ニワカ拳法じゃ太刀打ちできそーにない……クソッ、どうしたらイイんだ、セブンさん！　……とか考えてるうちに、旅の疲れもあって、いつの間にかオレは寝入ってしまったようだった。




　──浅い夢の中、ボンヤリと思う。ああコレ、ガキの頃ころよく見たヤツだ。

　オレは必死に走っている。息を切らせ、鼓こ動どうを打ち鳴らして。左右に流れていく懐なつかしい風景、小さい頃住んでた町並み、夕飯時。だいぶ低い目線は前方、すらりと姿勢よく歩くその人の背中を、すがるように見つめている。急いでいる様子もないのに、その背中は見えているのに、二十億光年ほども離れているように感じられる……

　──ゴォオウッ！

　視界が突とつ然ぜん赤く染まった。目の前に炎と陽炎かげろうが立ち上り、オレは慌あわてて足を止めた。町並みの向こうに沈みつつある太陽が、目の前に出現したみたいだった。チリチリと肌はだが焦こげる……な、なんだこれ!?　展開が記憶と違うぞ。あの夢なら、いつまでも追いつけないままで終わるはずだ。気だるい朝が来るはずだ。

　炎に分かたれた先、その人が足を止めて振り向く。カーサンが炎に巻かれ、苦しそうにしている。カーサン待ってて、今行く、今行くから！

　……っておい、体が動かねーぞ!?　どうした、怯おびえてんのか？　行けっつーの！

『──不ふ二じ由ゆう真まよ』

　奥歯がなくなるほど歯は軋ぎしりしたまま、身をすくませているオレへと、コンクリ塀べいに投射された影かげが揺らめきながら語る。中世的な声。それはオレの影のクセに、まったく違う姿をしていた。細い首に大きな翼つばさを持つ、竜りゆうの影だった。クアアァ……ぞろりと牙きばの並んだ口を歪ゆがめて笑う。

『お前は後こう悔かいしているのだろう。あの日、母がお前の元を去った日、なぜ叫ばなかったのかと。泣かなかったのかと。怒らなかったのかと。物分かりの良い子どものままでいてしまったのかと。お前に必要だったのは大人びた諦あきらめではなく、子どもじみた衝しよう動どうだったのだ。次に失うのは、取り返しのつかないものとなるだろう』

　竜が語るうちに、炎の壁と、それに巻かれたカーサンの姿は消えていた。オレの心に激しい焦しよう燥そう感かんを残して。いつの間にやらオレもガキじゃなくなってる。クソッ、コイツの仕業か？　人の夢勝手に改悪しやがって！

「ンなコトわかってるっつーの！　じゃ、どーしろってんだよ！　泣いて叫んで怒って、それで何か変わるのかよ！　そんなのガキのワガママだろ！」

　塀に映った影の竜へと、オレは食って掛かる。

『怒りは力となる。愛想笑いと諦めで押し隠すな……私が力を貸そう。お前の友たる私が』

「力を、貸す？」

『お前が心に怒りを宿すとき、その身に我が炎の一いつ端たんを与えよう』

　竜が大きく口を開いた──と、オレの両腕に、カッ！　脳のう髄ずいに突き刺さるような赤い光が一いつ瞬しゆん強く宿り、ゆっくりと消えた。

「こ、これは!?」

『怒りを抱くのだ、不二由真。強き憤怒ラースに身を委ゆだねるのだ。お前の敵も、お前自身をも、全てを焼き尽くす、紅ぐ蓮れんの怪かい焰えんに……』

　町並みの向こうに夕陽が薄れ、竜の影はオレの言葉に答えることなく消えた。だというのに両腕、芯しんの部分に物もの凄すごい熱を感じる。感覚にビシビシ訴うつたえかけてくる。こ、これ、凄い力っぽいぞ。

「──フジどの」

　名前を呼ばれて、ハッとなった。竜りゆうの粘ねばっこい声じゃない。もっと可愛かわいらしい声だ。顔を上げてキョロキョロ。

　日が完全に沈めば、周囲は闇やみに包まれていた。天にも地にも明かりはなく、風景はほとんど見えない。オレから闇のヴェールを隔へだてた路地の向こうに街灯がポツンとあり、円えん錐すい状じようの光だけが闇の世界に浮かび上がっている。その中心に、小さな姿があった。

「あれ、カナちゃん!?」

「はいです。ふじどの、きをつけてください」

「え、何を？」

「──フジさん」

　と、光の中、カナちゃんの横からヒョコッと姿を見せたのは……

「瑠る衣いちゃん！」

「こんばんは、フジさん。その力は使わないで」

「え？　これ？　なんで？」

　両腕を持ち上げて戸と惑まどっていると、カナちゃんと瑠衣ちゃんのそれぞれ左右、闇の中からスッと二つの影かげが姿を見せた。オレは息を呑のんだ。カナちゃんの背後に波は多た守もり、瑠衣ちゃんの背後には──セブンさん。

『……フジヤーマ、それはお前を不幸にする力だ』

『私の二の舞になってはならぬ』

　セブンさん、波多守と口々に言う。

「ちょ、え、なにそれ、どういう──」




　──コンコン。

　ノックの音で目が覚めた。窓から差し込む夕日の赤が部屋を染めていて、一いつ瞬しゆんまだ夢の中かと思う。

「不ふ二じ君、起きてる？」

　扉とびらの向こう、高たか峰みねの声だ。

「あ、ああ……どした？」

　身を起こしながら返す。時計を見れば、十分くらいしか経ってなかった。ヘンな夢見たなあ。なんつーか……盛りだくさんだった。カオス。

「私とソファイア、ちょっと地下図書館に行くわ。研究の段取り決めるだけだから、夕飯までには終わると思うけど」

「おっけ、わかった。用意しとく……っつっても今日はレトルトかな、食材ないし」

「ん、ゆっくりしてていいわよ。疲れてるでしょう」

　遠ざかる足音を聞きながら、しばらくぼんやりする。んじゃ、オレはどーすっかな……よし。夢の残ざん滓しが脳から抜けるのを待って、ベッドから起き上がった。一階に降りてリビングを横切り、カラカラカラッ、引き戸を開けて庭に出る。

　暮れかけた日に、夜や陰いんが群れる木立が侘わびしい。草を踏んで進み、いつもの場所に立つと、脳裏にセブンさんの動きを夢想して、それをなぞり始めた。いつも通り、夕飯前の鍛たん錬れんだ。先生には無意味だと言われたけど、意味があろうとなかろーと、ヘトヘトに疲れてよーと、やらないと落ち着かない。

　シュッシュシュバ、シュッシュッシュバ……しっかし、オレどんだけナヨいんだよ、やればやるほど絶望を覚えるぜ。脳裏のセブンさんの動きには、まったく追いつけない。試しに木の幹を殴なぐりつけてみたが、ドゴォン！　とかいって抉えぐれたりはせず、メキッ！　拳を痛めただけだった。トホホ……

　んで、ふと思い出した。いましがたの夢のコト。

　怒り？　んなモン、カンタンに湧わいてくるっつーの。八や尾お先生に襲おそわれたとき、ヴィクターに襲われたとき、波は多た守もりに襲われたときの、オレの無力を思い出せば……

　──カッ！

　う、うおおぉ!?　オレの両手に光が！　赤い、スゲー赤い光が！　な、なんだオイ、あれ夢じゃなかったのかよ!?

　オレはそのまま、片手の拳を木の幹に叩きつける──ドッゴォォンッ！　赤い閃せん光こうが炸さく裂れつする。爆ばく発はつの震しん動どうが木々を揺らし、オレの脳すら揺さぶった。ぐわんグワンぐわん、頭ず蓋がい骨こつの中で衝しよう撃げきが暴れている

「うわ……は……はは、ははははは！」

　オレは震ふるえながら笑う。き、木が！　木が吹っ飛んだ！　オレが殴りつけたトコから上が吹っ飛んで宙を舞い、ドサリ、地に落ちる。スゲー！　こりゃスゲーぞ！　ドゴンッ、バゴンッ、ドゴオォンッ！　オレは両手を振るい、次々に木々を薙なぎ倒たおしていく。

「ふははははっ！」

　万能感が湧わき上あがり、心が震えて笑い声になる。

　守れる！　これで守れる！

「ハァ、ハァ……」

　五本ほど木を薙ぎ倒してから、荒あらい息をつく。このくらいにしておこう。あんまやると庭が大変なコトになるからな。屋や敷しきに戻って、ソファーで一息つく。外はもう暗い。

「──ごめんなさい、不ふ二じ君」

「……ん？」

　声をかけられて、ぼーっとしてたオレは顔を向けた。オレの人生に関わってくるとは思えないよーな美少女が、そこにはいた。息を呑のむオレ。

「触さわりぐらいのつもりだったのに、集中しちゃって……結構時間掛かっちゃった。ご飯にしましょうか」

「すみませんフジ様、わたくしが準備致しますね！」

　と、台所でエプロンを着込んでいる、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの、こちらも美少女……あ、ああ、そうだ、高たか峰みねとソファイアだ。高峰雪ゆき路じと、ソファイア・アクセルロッド。一いつ瞬しゆん、誰だれかと思っちまったわ……って、おいおいナンだ？　高校生でボケとかやめてくれ。そういや夢の中で何か聞いたような気もしたが、それもよく思い出せなかった。

「……ん、オレも手伝うよ」

　オレは釈しやく然ぜんとしないままそう返し、ソファーから立ち上がった。
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　レースのカーテンを透すかして差し込む老いた斜しや陽ようの色濃い赤が、時間に取り残されたような木目タイルの床ゆかや絨毯じゆうたん、火の消えた暖だん炉ろ、ソファーに机、シャンデリアなど、古こ色しよく蒼そう然ぜんたる大部屋を薄暗く染めている。

　ソファーには人影が一つある。長身瘦そう軀くのシルエット。世界の始まりからそうしていたように微び動どうだにしない。きっと世界の終わりまでそうしているのだろうという風ふ情ぜいがある。まるで人間味がなく、置物の一つであるかのようだった。

　──と、カチャリと扉とびらが開き、白と黒、モノクロのドレスを着た少女が姿を見せた。ソファーに腰を下ろしていたシルエットが、命を吹き込まれたように唐とう突とつに動いた。首を動かし、そちらを見た。

「──どうでした？」

　涼すずしげな声。

「ざっと見ただけだが、間違いなかろうな。彼らからの報告にあった通り、あれは遺産とほぼ同じ機能を持っている。規模は比べるべくもないが。おそらく真の黒クローダムの狙ねらいは、私と同じものだろうな」

　少女が言うのに、影かげが返す。

「始祖の復活、ですか」

「んむ、お前はその目で見たのだろう？　あの〝機構魔術プログラム・深淵の王ロードオブアビス〟を。奴やつらはあれを使うつもりだ。そうはさせぬ。黒の始祖は、私が蘇よみがえらせるのだから」

　少女の目は闇やみを見つめる。

「貴女の弟子たちと、敵対することになってもですか？」

　その言葉は、無む窮きゆうの暗黒に吸い込まれるようだった。

「無論だ。私は私の夢を叶かなえる。それがどれほど薄暗いものでも」

　少女は迷いもなく、決然と言い放つ。

「お前も手伝ってくれるのだろう？　エマノン」

　エマノンと呼ばれた人ひと影かげは、窓の外、残照の赤く染める森を眺ながめる。

「本来僕は、どちらか一方に肩入れはできません。僕の正義に反するからです……しかしマスター・マトリ、貴女とは長い付き合いですからね。出来る限りの力ちから添ぞえはしましょう」

「助かるよ。では、計画通りに頼むぞ」

　マトリは切実さを含んだ硬かたい声でそう言うと、大部屋の出口へと身を向けた。長い銀の髪と、スカートの裾すそがひらりと舞う。

　もう振り返らない。
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　そして、東京近きん郊こうの衛星都市に夜が訪れるころ、日本ですらない遠く、この星のどこかでは夕暮れが始まっていた。地球の自転と同じ速度で、永遠に終わらない黄昏たそがれはこの星を巡めぐり続ける。

　針葉樹の鬱うつ蒼そうとした森の奥深く、その聖堂は人々の信しん仰こうから忘れ去られて、朽くち果はてようとしていた。祈いのりを捧ささげるべきシンボルも今はない。そのがらんどうの中、得える真ま三さん次じは佇たたずんでいる。片手に持った光の球体が、うっとりとしたその表情を照らしている。

「本当に、本当に良くやってくれた、サイファー君……」

　この福ふく音いんを彼にもたらした立役者は、今にも崩くずれ落おちそうにギシギシと軋きしむ長なが椅い子すに腰を下ろし、穴の開いた壁から沈む夕陽を眺めていた。吹き込んでくる風は冷たい。

「伯はく爵しやくの指示通りにしただけさ。簡単なお仕事だったよ」

「まるで夢でも見ているようだ……この輝かがやき、どれほど欲したことか」

「喜んでもらえて嬉うれしいよ。しかし、僕が一番乗りとは思わなかったな。ヴィクターが聞いたら悔くやしがりそうだ」

　笑みを含んでサイファーが言ったとき、コツ、コツ、コツ、暗くら闇やみに落ちた入り口の向こうから、幾いくつかの足音が聞こえてきた。

「──ぬう、貴様に遅れを取るとは！」

　金きん髪ぱつ碧へき眼がん、大時代的なシルクハットに燕えん尾び服ふく姿の男──ヴィクターは、開口一番に言って顔をしかめた。サイファーの予想通りに。

「おお、どうだった!?」

　病的といっていいほどの様子で光を見つめていた得真が、顔を上げる。

「この通り、此方こちらに」

　ヴィクターが芝しば居いがかった調子で掲かかげた片手に、光の玉が出現するのに、得真は歓かん喜きの声をあげた。

「見事だ、素晴らしい！　お疲れ様、どんな相手だった？　大変だったろう」

「いえ、それほどでも……とは、正直言い難い。チャイニーズ・キョンシーの軍勢を従えた、仙せん人にんと呼ばれる魔霊リツチでしたが、かなりの難敵でしたな。秘蔵のゾンビを数体失いました」

　よく見れば、ヴィクター本体も所々ガタが来ていた。服には血の替わりのオイルが滲にじみ、モノクルはひび割れている。

「──私の方は、毒の術を使う魔霊リツチでした」

　と、ヴィクターの後ろから淡たん々たんと口を挟はさんだのは、灰色の髪に同色の瞳ひとみ、剣気と呼ぶべき迫力を身に纏まとい、片手に革製の細長いバッグを携たずさえた男──リロイ・アルトゥールだった。もう片手にヴィクターと同じく光の玉を持っているのを見て、得える真まの表情が更さらに輝かがやく。

「おお、リロイ君！」

「この身は未いまだ猛もう毒どくに侵おかされております。灰火の剣コール・ブランドの力によって、何とか命を保っている状態です。余り近付かれませんよう」

　そう語るリロイの肌はだは、既すでに死人の色だった。

「そうか、本当に良くやってくれた……君はどうだ？」

　リロイを中心にして、リロイの反対側、ひっそりと立つ青年へと、得真は声を投げる。黒髪黒目だが日本人ではない、彫ほりの深い整った顔立ち。襟えり元もとまでキッチリと閉じた修道服を身に纏った青年は、言葉もないまま無造作に片手を挙げ、光の玉を出現させた。

「流石さすがだね。君の妹さんも良い腕だった。お陰かげで随ずい分ぶん楽をさせてもらった。ありがとう」

　長椅子の背もたれに組んだ両腕を乗せた姿勢で、サイファーが笑いかける。青年は目も向けない。その態度にあるのは〝冷たい〟と言うより、〝無感動〟だった。

「ああ〝四札スート〟、私の最高の同どう胞ほうたち……君たちならやってくれると、信じていた」

　修道院を照らす四つの光──夜鳴き虫の書キタブアルアジフ。得真は感極まって涙すら浮かべながら、まずヴィクターの前に立った。片手の光の玉を、ヴィクターの持った光の玉に近づける。一ひと際きわ強い光が放たれた。互いの糸と糸が寄り集まり絡からみ合あって、一つのより強い光を放つ球体となる。

　同じように、残りの二つを吸収し、やがて一つになった光の球体を眺ながめ、得真は忘我の極みとなった。

「ああ、もうすぐだ……もうすぐ始祖は、我らの〝いつの日か来たる男爵バロン・サムデイ〟は蘇よみがえるだろう。彼は絶対で、究極で、唯ゆい一いつだ。彼こそが屍霊魔術ネクロマンシーそのものだ。幾つもの術を編み出し、幾つもの国を滅ほろぼした……かつて私は、この修道院で彼と出会い、そして彼の虜とりこになった。今このときを、この場所で迎えられたことは、何よりの幸福である」

　そして、ふと。

「──おお、そうだ、その前に。ヴィクター君とリロイ君には、随分と迷めい惑わくかけてしまったね。シロネクロたちとの戦いもあるし、これからもしっかり働いてもらわなくちゃならない。だから、少しだけ拝借しよう。始祖のお力を」

　得える真まは光を虚こ空くうへと掲かかげ、太古の言語を呟つぶやいた。魔ま法ほうが魔法であった時代、神が神であった時代の、古いにしえの言葉を。

　──音もなく、轟とどろきもなかった。大おお仰ぎょうな何かはなく。ただ、奇き跡せきは起きた。ヴィクターとリロイの全身が一いつ瞬しゆん光に包まれたかと思えば次の瞬間、ヴィクターの体からは傷が消え、リロイの肌はだが生物の色を取り戻している。

「な……なんて力だ！　凄すごい、凄すぎる、感動したよ！　これは脱ぐ以外ない！」

　そう叫んだ次の瞬間、サイファーは既すでにパンツ一枚になっている。こっちもある意味、奇跡的だった。

「「やめんか」」

　リロイとヴィクターが異口同音に告げる。修道服姿の青年はかすかな溜ため息いきを吐つく。付き合っていられない、という風に。

　無む邪じや気きで朗らかなサイファー。厳格で剛ごう毅きなリロイ。優ゆう雅がでありながら苛か烈れつなヴィクター。そして、静かな無感動を湛たたえた青年。四人の間には、絶ぜつ妙みようともいえる距離感があった。その中心で得真が笑う。

「さあ、皆で祝おう。パンとワインで」
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↓著者遺影（Yeah!）

一九七八年愛知県生まれ東京育ち、東京在住。

二〇一一年秋、一人カラオケで熱唱しすぎ、喉が破裂して死亡。入れておいた曲のイントロが流れ始めたので、ゾンビとして復活。
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木き村むら樹しげ崇たか

Ａｐｐｌｅのサービスを利用してＨＰを運営すること早10年！しかし残念ながら、そのサービスが終了する事になってＨＰを移転することになりました。→http://digi-force.net/
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